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はじめに早わ
稲せ
田だ
というのは、はやく実
みの
る品種のイネの意であり、 “わさだ”ともいう、と『国語大辞典』 （小学館）にある。早稲田（新宿区北部）は、江
戸中期以後、町
まち
屋や
（家）として発展した。早稲田はいまや早稲田大学の代名詞になっている。この学校は、こんにち私学の一方の雄として人気が
あり、その他多くの有力私大とともに、内外から多くの受験者をあつめている。いったい何がこの学校を魅了しているのか、さっぱりわからない。が、ことばではいえぬ何か奥深い魅力があるのかも知れない。ともあれ校歌「
都みやこ
の西北」 （相馬御風作歌、
東とう
儀ぎ
鉄てっ
笛てき
作曲）は、古今無比の名曲で
ある。
多少この学校の縁につながる筆者などは、建物のなかで学んで、ためになったものといえば何ひとつないが、大学附属の図書館からは絶大なる
利益をうけたので、満腔の感謝をいまも持ちつづけてい 。この世に教育型大学と研究型大学があるとすれば、早稲田は、研究のできる大学なの
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むすび
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七七］の発足） 。反逆者の大隈がつくった学校（改進党員の養成所）ということで気味わるがられたが、開校式をあげたとき、六、七十名の学生があつまった。学生は年をくったものが多数をしめ、みな一癖ある顔つきをしていた。教える側の講師の総数は、七、八名であった。私塾のような形ではじ 学校の経営は、二十年ほど辛苦 きわめた。
専門学校設立の主旨は、実用教育をおこない、不
ふ
羈き
独立の精神をもった模範国民を養成することであった。自由にまなび、みずから信ずるとこ
ろに進んでゆく、庶民的な をめざした。
学校でまなぶには、暇と金がなければならぬが、学生は富貴なものは少なく、平民や貧
ひん
賤せん
なるものが多かったようである。早稲田にまなび、苦
学力行のすえ、第一級の人物とな 者は数多いるが、早稲田文科の華
はな
には、
―
坪内逍遥の高弟として金子馬
うま
治じ
（一八七〇～一九三七、ペンネ
ームは筑水。明治から昭和期にかけての哲 者・評論家 早大教授）と島村滝
（抱月）
太郎（一八七一～一九一八、明治・大正期の評論家・劇作家、早大
教授）がいる。この二人はのちに文学部の発展に大きな貢献をするのだ 、なかでも島村抱月は、文壇のちょう児であった。
である。
旧大隈会館があったあたりは、讃
さぬき
岐高松の松平侯の下屋敷があったところで、維新直後に
は空地になっていた。旧本部
―
旧図書館のあたりは、彦根の井伊家の下屋敷であった
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。す
なわち、こんにちの早稲田大学発祥の地は、旧大名家の屋敷あとであったということである。学苑の周辺は、田
たんぼ
圃と茗
みょうが
荷畑であったが、じょじょに埋められ、平地となり、町家や商店が
建つようになった。筆者が院生だった時分、西脇順三郎（一八九四～一九八二、昭和期の詩人・英文 者、慶大教授）の講演を二度ばかり聴いたことがあり、演題は何であったか想いだせないが、むかし校舎のまわりは「たんぼであ カエルが鳴いていた」といった話だけは覚えている。
ともあれ早稲田大学の前身である「東京専門学校」が、都の西北に名のりをあげたのは、
明治十五年（一八八二）十月二十日のことであった（ちなみに東京大学は、明治十年［一八
早稲田の校舎のスケッチ。
（『早稲田生活』南北社，大正２・７）より
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一
　
早稲田の留学生
本稿では、おもに後者の島村抱月のヨーロッパ留学とその成果について考えてみたい。留学というと、とくに外国におもむき長期間、学術や技
芸をまなんだり、修得することの意と解されている。が、当時勉強をそっちのけにし、気まゝに遊びくらし、放
ほう
恣し
に流れるものも少なくなかった
ようだ。島国日本の外へ一歩も出たこともない日本人が、国漢やにわか仕込みの貧弱な外国語に養われた粗雑の頭と耳目をもって、西洋文明の壮観をまのあたりにし、ただぼう然となり、何 手につかず、無為に日々をすごすのが落ちであった。留学ならぬ世界放心遊記がこれである。
しかし、学才にめぐまれていた金子馬治や島村抱月は、怠惰な留学生活をおくらず、学習・読書・見物・観察・批判に真しな努力を払っている。
島村の専攻するところは、最近の美学と英文学であった（ 『早稲田学報』六五号） 。金子は思想界の一方の権威、文壇の重鎮であったとすれば、島村も美学者、文芸批評家として、のちに新劇の舞台監督として令名が高かった。
明治三十三年（一九〇〇）九月
―
東京専門学校は、各学部から特待生および学業のすぐれた者をえらび海外に送りだすことにした。第一回の
留学者には、つぎの二人がえらばれ 。
坂本二郎……法律科出身
　　　
ドイツ
　　
ライプチッヒ大学
金子馬治……文学科一期生
　　
ドイツ
　　
ライプチッヒ大学
両人は明治三十三年九月八日
―
日本郵船の河内丸に乗船しヨーロッパにむかった。
河内丸はロンドン行の蒸気船であ
り、二人は二等船客であった。 『ザ・ジャパン・ウィークリィ・メイル』紙（一九〇〇 九・一五付）に、二
島村抱月
晩年の金子馬治
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等船客として
―
Ｕ・カネコ氏
　　
Ｓ・サカモト氏
Ｒ・オニシ氏
　　
Ｊ・タカハシ氏
Ｋ・イナトメ氏
らの名前がみられる。ちなみに、夏目漱石も同じ九月八日に、ドイツの蒸気船プロイセン号（三二七八トン）で留学の途にあがるべく横浜を出帆した。かれは一等船客であった。 『ザ・ジャパン・ウィークリィ・メ ル』紙（一九〇〇・九・一五付）に、ほかにつぎ ような邦人名がみられる。
Ｏ・イナガキ氏
　　　　　　　　
Ｔ・フジシロ博士（京大講師・藤代禎輔のこと）
　　
Ｙ・ホガ教授（一高講師・芳賀矢一のこと）
ナツメ博士（夏目漱石のこと）
　　
Ｋ・トツカ氏
翌明治三十四年（一九〇一）十月
―
東京専門学校は、つぎの二人を第二回海外留学生にえらんだ。
塩沢昌
まさ
貞さだ
………
	 明治二十四年（一八九一）政治科を首席卒業。同二十九年（一八九六）アメリカのウィスコンシン大学大学院で、経済学・財政学をまなぶ。在米の塩沢は母校からドイツ留学を勧められ、それをうけて留学生となった。
島村滝太郎……元早稲田中学の英語および倫理教員。
島村が学校当局からしめされた留学目的は、美学と心理学を三、四年ほどイギリスやドイツでおさめ、深めてくることであった。かれは専門学
校卒業後、哲学とくに美学の研鑽につとめたいといった素志があり、学校からの命令は、かれの意にじゅうぶん適するものであった。
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年間の留学費は、漱石のような官費のばあい、一八〇〇円（一八〇ポンド）ほどであったが、島村のばあいはそれよりも低い一三五〇円ほどで
あった。漱石のばあいは、書物をさかんに買ったために、金に窮するのであるが、ぜいたくをしなければこの額でくらしてゆくことができたようだ。
留学費は、京都の富豪で大手木綿問屋「藤原商店」 （京都市烏丸通五条北）の当主・藤原忠一郎（東京専門学校英語政治科の卒業生）が、人材
養成の元資として京都帝国大学に三万円、東京専門学校には二万円（いまの金額にして二億円ほどか）寄附したが、抱月の留学費はその利子からまかなわれた。そのため島村は出発まえに京都の藤原家をあいさつにおとずれている。
出帆は明治三十五年三月上旬であるが、一月下旬に牛込の「中村楼」 （西洋料理店）に、坪内逍遥や高田早苗ら七十四、五人があつまり送別会
がひらかれた。
また二月十八日には、会員制の高級料亭「
紅こう
葉よう
館かん
」 （明治十四年［一八八一］二月設立、昭和二十年［一九四五］三月東京大空襲で焼失、その
跡地に「東京タワー」が建てられた）に、文壇の有志の発起による送別会が開催され、尾崎紅葉、上田敏、登張竹風、国木田独歩ら名士らが参会した。当時、島村抱月の洋行は、文壇の大事件でもあった。
明治三十五年（一九〇二）三月八日
―
島村は午前三時半に起床した。大勢の見送り人があり、新橋の駅舎まで、人力六台をつらねた。新橋よ
り七時五十五分発の汽車にのり、横浜にむかった。
午前九時、横浜着。汽船問屋の「宝萊
らい
屋」でしばらく休んだのち、十時日本郵船の
はしけで、沖に停泊ちゅうの讃
さぬき
岐丸にむかった。見送人は二十九名。ロンドンまで二
等でゆくことにし、その船賃は三三〇円（じっさいは一割半びきの二八〇・五円）であった。
イギリスまで運んでくれる讃岐丸（三七九三トン）は、明治三十年（一八九七）四
月、グラスゴーのネピーヤ・シャンクス・エンド・ベル会社で建造され、同年九月日本に回航され、大正十四年（一九二五）八月売却された。したがって島村が乗船した当時、まだ新しい船であった。讃岐丸のことは、横浜で発刊されていた邦字・英字新
藤原忠一郎
（『人物画伝』有楽社，明治40・７）より。
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諸港をへてロンドンにむかう日本の蒸気船讃岐丸によると、一等船客は
―
Ｍ・オチアイ大佐、Ｇ・Ｌ・ハーディ氏、モトノ公使夫妻と令息、Ｍ・ア
ベ夫人、Ｈ・ハヤシ医師、Ｙ・アカシ氏、Ｔ・タキガワ大尉、Ｈ・ナガオカ氏、Ｙ・ノザワ氏などである。
二等船客は
―
Ｊ・トヤカワ氏、リン・カイ・チュン氏、タワ氏、フィッシャー氏、タナカ氏、ヘジャ・シン氏、Ｋ・タニグチ氏、Ｔ・シマムラ氏ら
である。
三等船客は、八十一名である。
聞にでてくる「日本郵船会社
汽船出帆
　
広告」 。
『横浜貿易新聞』 （明治
35・３・７付）には、つぎのようにある。
讃岐丸
　
	 神戸、上海、香港、
新シンガポール
賀坡、
彼ペナン
南、
古コロンボ
倫母、
坡ポートサイド
土西、
馬マルセー ユ
耳塞、
龍ロンドン
動、
安アントワープ
土府、ミツス
ドアルロー行
　　
三月八日正午十二時横浜出帆
　　　　　　　　　　　　
三月十二日午前十時神戸出帆
また『ザ・ジャパン・ウィークリィ・メイル』紙（一九〇二・三・一五付）の出帆
（
D
epartures ）に、つぎのようにある。
讃サヌキマル
岐丸
　　
日本の蒸気船
　
三七九三トン
　　
（船長？）Ｗ・タウンゼンド。三月八日出港。諸
港をへて、ロンドンやアントワープへむかう。郵便物や雑貨をつむ。日本郵船会社。
同紙は、ときどき入出港した乗客の名前をのせることがあるが、讃岐丸の乗客のなかに島村
抱月の名がみられる。
讃岐丸のスケッチ
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一等船客のモトノ公使夫妻とその家族は、フランス公使として赴任するものであり、二等船客リン・カイ・チュン
	L
in	K
ee	Jun	 は中国の商人、
Ｋ・タニグチとは医師谷口のことである。
島村の「渡英滞英日記」に、
―
同船ニ本野一郎ノ仏国公使トシテ赴任スルアリ、細君ノ晴ヤカナル顔ト交際上手ラシキガ見エヌ、同ジ二等ニ医師谷口氏アリ
　
同室ニハ
　
支那商人一
人アリ
とある。二等船客は、ふつう四人から六名ほどが同室であったものであろう。本野一郎公使の渡欧のことは、 『時事新報』 （明治
35・３・９付）に、
つぎのようにある。
○本野公使の出発
　
今回仏国駐剳を命ぜられたる特命全権公使本野一郎氏は
夫ふ
人じん
及び家族一同昨日午前九時二十五分新橋発
はつ
汽き
車しゃ
にて横浜に赴き同港
正午解
かい
纜らん
の讃岐丸にて赴
ふ
任にん
の途に上れり
島村の渡欧は、英京ロンドンに着くまで二ヵ月ほどもかゝる長いものであった。
３・９……神戸着。３・
10……京都におもむき藤原宅でやっかいになった。同夜、祇園の中村楼で飲んだ。
３・
11……藤原家の当主・忠一郎といっしょに京都大学を訪れ、図書館などを見学し、午後汽車で大阪にむかった。同夜、花月という宿屋で一泊。
３・
12……神戸を出帆。この日より同室者がふえた。
３・
13……午前六時、門司着。上陸し、市内を見物。出帆し上海にむかった。
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３・
14……長州や唐津沿岸をみて、日本の地をはなれた。
３・
15……黄海に入る。海水がにごっていた。
３・
16……揚子江に入り、呉
ウースン
淞に停泊し、霧が晴れるのを待った。
３・
17……
	 霧がふかい。十時ごろ晴れてきたので、小蒸気で上海見物に出かけた。陸に畑、柳、桃花、羊などをみた。上陸して、イギリス租界などを見学した。
３・
18……揚子江口にとどまった。
３・
19……午前十一時ごろ出帆。はるか右舷に寧
ニンポオ
波をのぞんだ。波たかく、船は動揺した。
３・
20……帆船のすがたを一、二隻みた。午後 廈
アモイ
門の灯台をみた。
３・
21……だんだん暑くなり、夏服に着がえ
３・
22……
	 午前七時ごろ香港に到着。門司を出帆後はじめて山をみ、爽快な気分になった。谷口ほか三氏と上 し、港の街を見学した。香港島の頂
いただき
に
ものぼり、港内を俯
ふ
瞰かん
したが、霧のためによくみえなかった。
　　　　　　
それより人力車にのり、公園・競馬場・中国人の共同墓地などを訪れた。
３・
23……香港を出帆。
翌日から陸地をみることなく南下をつづけ、同月二十八日の朝、シンガポールに到着。乗船客とともに馬車にて市街を一巡した。このとき遊女
街を通ったが、店の大きなテーブルに、三人から五人の娼婦がすわっていた。給水所・動物園などを見学した。昼食は、 「日進館」という旅館でとり、刺身・煮魚・キウリモミなどをたべたが、一人一円ほどであった。三月二十九日夜九時半ごろ出帆。三月三十一日、ペナンに入港した。ペナンの市 はシンガポールよりも劣ってい 。ここでも日本や中国の娼婦をみた。
４・６……コロンボ（スリランカの首都）入港。４・
20……紅海の入口アデンに到着。
４・
21……ポートサイド（エジプト北東部、地中海側の港町）に到着。
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４・
27……
	 朝七時ごろ、マルセーユ（フランス地中海岸の港町）に到着。この港の設備におどろいた。この日、本野一郎公使から、イギリス公使宛の紹介状をもらった。この日市電や馬車にて美術館、教会などを見学したのち、絵葉書をもとめ、五時ごろ船にもどった。夜 雨がふった。
翌二十八日は葉書をかき、アメリカ経由で故国に送った。午後はひとりで市街をあるき、夜は乗船客らと市街の夜景などをみた。翌朝、ひとり
で市街に出、絵葉書を二枚もとめたが、フランス語がわからず、一フラン出して、つりが十サンチームくれた。高いとおもったが、談判できずそのまゝ帰船した。午後、楽士（大人二人、少年一人、少女一人）をのせた小船がやって来、ヴァイオリンやハープなどを奏し、船客 投じる小銭をこうもり傘をひろげて受けとっていた。
航海中、音楽をきくことがなかったから、耳には快くきこえた。午後五時半出帆。風が出て海があれ、よく眠れなかった。四月三十日、船のゆ
れおさまらず、終日船室で横になっていた。晩景より海はようやくしずかになった。
マルセーユから讃岐丸に乗り んで来た者は
―
イギリス人の娘二人、ドイツ人らしき者一人であった。これらは一等または二等船客であった
が、かれらの侍女とおもわれる三十代の美人が て、西洋 のテーブルに花をそえた。
５・１……
	 午後、右舷にガータ岬（スペイン南東部、アンダルーシア地方） み、午前二時すぎジブラルタル海峡を通過したこと 聞いた。が、乗客は地中海の入口 突出する海峡の岩山をみることができず残念がった。
５・２……船は西北にむかって進んでいた。この日、行き交う船多く、半日で三十隻ほどかぞえた。５・３……島や をみた。夕食に牛ナベが出５・４……船はビスケー湾（フランス西岸とスペイン北岸にかこまれた湾）に入った。浪高く、船よいの め、終日船室にこもった。５・ ……
	 午後、ビスケー湾を通過し イギリス海峡に入った。イギリス到着もちかいので、上陸の用意をする者もいた。この日、イギリス 陸地を左舷にみた。
５・６……
	 明日は別れの日ということで、夕食にふたたび牛ナベが出 上陸のしたくをおえ、入湯したのち床についた。午前二時ごろ、テムズ川の河口に達した。
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ときに午後三時ごろのことである。
荷をおき、買物をするために外出した。クツ、寝着、ボタン、ズボンつり、切手などをもとめ、下宿にもどった。五時半紅茶をのんだ。九時ご
ろ夕食を ったが、頭痛がしたので早目にベッドに入った。五月八日、雨もよう。午前中、渡辺氏をたずね、帰路日本公使館（グロヴナー・スクエア十番地？）に立ち寄った。この日、オクスフォード街の書店でスタンダード英語辞典をもとめた。値段は二ポンド八シリング。翌九日、運送会社におもむき、荷の代金を支払い、帰路正金銀行にいき、金をあずけた。のち日本領事館（ブロード
街
ストリート
プレイス一番地）に寄って、新聞など
をよんだ。帰路、インクびんなどを求めた ち 帰宅。荷物をとき、夜十二時すぎまで葉書をかいた。五月十日、終日、手紙や葉書をかいた。五月十一日（日） 、午前中 高田商会 おとずれ が ひとの在否はわからなかった。夜 教会へ行こうとおもっ が、果たせなかった。
五月十二日、朝、公使館に行き、新聞をみ、林
　
薫ただす
公使（一八五〇～一九一三、箱館戦争に参加、のち新政府につかえ、明治三十三年（一九〇
〇）駐英公使）に面会をもとめ、フランス公使本野一郎の紹介状をそえた。書記官・浮田
郷さと
次つぐ
に大英博物館の
読
リーディング・ルーム
書室
への紹介状をかいてもらっ
た。入館目的は
	H
istory	of	F
ine	A
rts	etc （美術史など）と記入した。のち古本屋をひやかし、カメラ店でコダック・カメラの目録をもらい、大英
博物館で昼食をとったのち帰宅した。日本から『新小説』が届 ており 夜はそれやカメラ 目録をよんですごした。
五月十三日、午前中、下宿ですごした。午後、外出。イギリス案内記（ベディカーか）を求めた。またコダックの写真現像用器具の目録をもら
一
　
抱月のイギリス生活
英都ロンドン。讃岐丸は、五月七日午前六時ごろ、ティルブリ・ドック
	T
ilbury	D
ock （ロンドンの東
―
テムズ川河口の船着場）に到着した。この日、天気はよくなく雨模様であった。
九時半ごろ、野沢商会の店員二名がやってきたので、下船し、十時十分発の汽車でフェ
ンチャーチ街駅
	F
enchurch	S
treet	S
tation （グレート・イースタン鉄道
―
ロンドン塔に
近い）にむかった。駅で店員二人とわかれ、辻馬車をやとい渡辺氏（不詳）のやどにむかった。のち同人とともに出て、市街を巡覧した。大英博物館で昼食をとったのち、トリングトン広場
	T
orrington	S
quare	 五十八番地（大英博物館の裏手）に下宿することにした。
林　菫公使
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った。きょうで満一週間になるので、夕方に下宿代三〇シリング支払った。この日、ブラシと新聞を買った。五月十四日、朝博物館に行き入館証をもらい、蔵書目録などをしらべ、午後帰宅した。十五日、午前中渡辺氏といっしょにビショップゲイトの洋服屋におもむき
背広一着……………三ギニー
　　
ズボン一着……一六シリング
フロックコート 四ポンド
などをあつらえ、七ポンド一五シリングにまけてもらった。帰路
シルクハット……一六シリング
　　
帽子箱……一シリング
帽子用ブラシ……一シリング
などを求めた。ａｂｃ店（不詳）で昼食をとったのち、帰宅。五月十六日、午前中博物館にいき、ヴィルヘルム・ルーエブケ（一八二六～一八九三、ドイツの美術学者）の英訳
	O
utlines of the H
istory of A
rt （さし絵が豊富な上下二冊本、一八八一年ニューヨーク刊）をよんだ。午後は下宿で
すごした。五月十七日、朝ウッド商会に行き、カメラおよび現像機械一式をもとめた。代金は四ポンド一七シリングであった。
ロンドンについて十日ほどのあいだに、洋服とカメラ道具のために十ポンド（邦貨百数十円、一ヵ月の生活費をこえる）あまりの大金を支出し
た。抱月は「
C
am
era	 ハ三ギ
（ギニー）
ニアノ
	H
and	cam
era	 ナリ」 （日記）といっている。これはおそらくつぎのようなカメラのことであろう。
一九〇〇年（明治
33）に、イーストマン・コダック社が発表した「ブローニー」
B
row
nie	 とよばれる折りたたみ式のカメラである。画面サイズ
は、六×九センチ。ロールフィルムを用いる。かれは五月十七日（土）の夜、さっそく撮った写真を現像した。この日、ドイツに留学中の金子馬治から葉書がきた。
五月十八日、朝は晴であったが、午後から雨になった。下宿の親戚の妻が子どもたちをつれて泊りに来た。子供たちに錦絵（浮世絵の木版画）
をあたえた。夜、教会にいってみたが説教はなかった。五月十九日、聖
ホイットサンタイド
霊降臨祭である。市中の商店は休むところが多かった。午前中、博物館の
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氏をたずね、下宿の件をたのんだ。脚本目録などをもとめた。この日、ドイツの金子君より手紙がきた。夜、原稿をかいた。五月二十三日、午前中博物館ですごし、午後は下宿にいた 夜、写真の現像を試み 五月二十四日、下宿はみつかった 、博物館から遠いので断わった。この はじめてフロックコートを着、シルクハットをかぶった。午後、洋服屋より背広がとどき、シャツなどをもとめ
五月二十五日（日） 、好天気。午前中、博物館にいったが、読書室は午後に開くとのことで帰宅する。五時すぎハイドパーク（ケンジントン公
園に隣接する公園）にいき、演説を聴いた。五月二十六日、午前中は博物館ですごし、午後はウッド商会にいき、写真の小道具などを買った。夜、春陽堂の原稿をかいた。五月二十七日、終日博物館 読書室ですごし、夜は原稿の執筆。五月二十八日、終日読書室ですごし 公使館およびフレデリック・サマーズ（一八四四～一九一九、ユニテリアン教会の伝道師）より来信があった。夜は春陽堂に送る原稿をかいた。五月二十九日、雨。ルーエブケ 英訳本をよみおえた。サマーズ師に昼食会 行くむねを手紙でつたえた。春陽堂に原稿を郵送した。五月三十日、公使館にいき新聞をよみ、のち博物館にいった。夜、 「メトロポリタン・スクール」 （英語学校）にいき、入学の手続を った。五月三十一日、午前中、正金銀行と博物館をおとずれた。
六月一日（日） 、午後公園にいき、雨にあった。
読書室ですごし、午後は下宿にいた。夜は外で食事をとり、スープ、じゃがいも、めん類のようなものを食べ、七ペンス支払った。翌五月二十日、朝博物館にいき、午後は下宿ですごした。春陽堂に原稿を送った。
五月二十二日、午前中博物館ですごし、午後エセック
ス街のエセックス・ホールに豊崎善之介（一八六三～？、関西学院神学部を卒業後、オクスフォードのマンチェスター・カレッジに三ヵ年留学。社会主義者）をたずねオクスフォードのようすなどを尋ねた。正金銀行の荻原
抱月がもとめたコダックのハンドカメラ。
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六月二日、いつものように博物館に出かけた。六月三日、午前中博物館ですごし、午後は洋服屋に行き、燕
えん
尾び
服ふく
（上着のうしろのすそが、ツバ
メの尾のようにわれて長い。男子の洋式礼服）をあつらえた。その代金は、ズボンなしで七五シリングであった。この日、洋服屋の手前で讃岐丸の事務長小南氏とあった。
この日はじめて「メトロポリタン・スクール」 （夜学の英語学校、所在地不詳）にいった。六月四日、いつものように午前中を博物館ですごし、
午後は散髪し、そのあと銭湯にいった。夜、故国に出す手紙をかいた。六月五日、午前中博物館にいき、夕刻英語学校に行った。六月六日、朝博物館ですごし、のち洋服屋に仮りぬ にいった。この日、レインコートをあつらえた。その代金は三〇シリング。六月七日、サマーズ夫人に招かれていった。夕食に招かれたとおもい、六時ごろ訪れ失敗した。この日、サマーズ家に下宿することを相談して帰った。
六月八日（日）
―
テムズ川の上流にある避暑地メイドンヘッドに、ロンドン在住の日本人百名ほどが野遊びに出かけた。抱月も仲間入りをし
たが、このとき西本願寺の世子（大谷
光こう
瑞ずい
（ ［一八七六～一九四八］？）と会った。六月九日、朝サマーズ氏宅をおとずれ、来る十六日（月）に
引越してくるこ を伝え、十二時すぎ博物館にいった。夜、英語学校にいった。教師から日本人はアヘンを吸うのか、といわれ 不快の念がおこった。六月十日、午前中は博物館ですご 午後は銀行やウッド商会にいった。同夜、下宿の主人に十四日（土）に下宿を出、転宅する旨つたえ
た。
六月十一日、朝博物館にいき、夜はカヴェント・ガーデン劇場で
イタリア・オペラ（ヴェルディの歌劇「アイーダ」 ）をみた。六月十二日、朝博物館にいき、夜は在宅。六月十三日、終日、雨。井上某（井上雅二のことか）とテート美
ギャラリー
術館（ロンドンのウェストミン
スターにある。十七世紀 ら現代にいたるイギリスの美術品を収蔵する国立美術館）をおとずれ 夜はライシアム劇場でヘンリー・アーヴィング（一八三八～一九〇五、イギリスの俳優）の「ファウスト」 （五幕、八時十五分～ 時半まで）をみたが、あまり感動しなかった。六月十四日（土） 、朝食をす せ、清算したのち、ス
W・リューブケの英訳『美術史大要』。
［立教大学附属図書館蔵］
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アレキサンドラ・パレス
ストーク・
ニューウイングトン
抱月の下宿（スタ
ムフォード・ヒル）
ユーストン駅
リバプール街駅
チャーリング・クロス
ヴィクトリア駅
ロンドンの地図
正面の建物がサマーズ師宅（抱月の下宿先）。
4	Durley	Rd.	Stamford	Hill
いまのスタムフォード・ヒルの駅舎。
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タムフォード・ヒル（ロンドン北東部の新興住宅地、抱月によると、東京でいうと牛込の奥あたり）に引っ越した。
サマーズ宅は、スタムフォード・ヒルのダルレー通り四番地にあった。この通りの家は、一八八五年ごろ建てられた中産階級用の住宅地であっ
た（岩崎功著『評伝
　
島村抱月
　
上巻』石見文化研究所、平成
21・６） 。
当時ここからロンドンの中心部へ出るには、スタムフォ ド・ヒル駅から汽車にのり、リバプール駅に出たものであろう。六月十五日（日） 、朝晴、午後小雨がふった。下宿において、ドイツや日本に葉書をかいた。午後、友人二名がやってきたので、写真をとった。
六時すぎ教会にいった。六月十六日、晴。朝、小課（英語の勉強か）をおえたのち、友人宅を訪れ、そのあと博物館にいき、
桂ポウィット・ローリエット
冠詩人
のこと
を調べ、夕方帰宅した。この日うわばきを買った。二シリ グ九ペンス。夜、サマーズ夫人（ハリエット・マーチン、一八五八～一九三九）と宗教について話しあった。また日本の悪口を書いた新聞記事をみ、不快になった。六月十七日 脳に異状をおぼえた。夜、写真を現像した。
六月十八日、国の女房にみやげなどを送った。夜は日本公使館 おいて
小こ
松まつの
宮みや
彰あき
仁ひと
親しん
王のう
（一八四六～一九〇三）を正賓とする立食パーティが
あり、西洋人と日本人男女とりまぜて二、三百人が出席した。島村は午後十時から十一時半ごろまですごし、帰路馬車をやとい それに乗ったが、御者が道にまよい、帰宅は午前一時半ごろになった。六月十九日、お茶のとき、日本から持参した錦絵・通貨・筆などを宿のものに贈った。六月二十日、雨。午後下宿の主人サマーズ師とストーク・ニューイントン図書館を見学におとずれた
エドガー・アラン・ポー（一八〇九～四九、アメリカの作家・詩人・批評家）は、少年のころ養父アランとともにロンドンにいたことがあった
（一八一七～一九） 。そのとき入学したのがストーク・ニューイントンのグラスビー博士の私立学校であったが、その跡地に建てられたのが「ストーク・ニューイントン図書館」であった。
同夜、オクスフォードからきた豊崎君（不詳）やファーレー、および、カーペ ター嬢らと会食した。十一時すぎ床についた。六月二十一日（土） 、晴。午後、日本公使館の浮田書記官から電報が来、 「時事新報」の通信員になってほしい、とたのまれ ので、承諾した。
夕刻、豊崎君といっしょにプロムレー嬢宅を訪れ、会食した。豊崎は和服を着て出かけたのであるが、同嬢の妹らも来ており、テーブルはにぎわった。食事のとき、福神漬をひらいた。六月二十二日、晴。プロムレー嬢、サマーズ師 せがれ（クライブ？） 、豊崎君らとアレクサンドラ公園に出かけた。こ 公園の中央にあるのが「アレクサンドラ宮殿」と呼ばれる北ロンドンの水晶宮（一八七三年開設 である。広場ではインド兵らが野営しており、群集はそ さまを見物していた。帰宅後 写真を現像した。
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六月二十三日、晴。サマーズ師とロンドン橋のむこう側に戴冠式見物の席を一ギニー出して買った。帰路、正金銀行、ウッド商会（コダック） 、
公使館に寄った。中古のオペラ・グラスを九シリング半出してもとめた。六月二十四日、午後豊崎君と市中見物に出かけたが、 （乗合？）馬車のうえで、国王が病気のため即位式がのびたことを知った。六月二十五日、晴 午後、シティ（ロンドンの商業、金融の中心地）にいった。夕方、シティの北の端の公園を散歩した。二十六日、暑気がくわわった。六月二十七日、下宿のせがれに写真の撮り方をおしえてやった。
六月二十八日、即位式の見物席を解約するため、サマーズ師と金を取り返し いった。夜、プロムレー嬢が来たので会食した。六月二十九日
（日） 、朝は近所の教会（ 「聖アンデレ教区教会」ベスュン街一六番地）にいった。夜はサマーズ師のユニテリアン教会にいった。ファーレという豊崎君の友人（イギリス人）の妻となるべき女性もきた。六月三十日、朝早く豊崎君を見送るためにユーストン駅にいった。のち博物館の読書室で桂冠詩人 ことを調べた。
七月一日（火） 、雨。下宿で春陽堂に送る原稿の準備 した 夜、サマーズ師の教会にいき、貧民 送る即位式 宴 催すための案内状をかく
手伝いをした。七月二日、午前中に原稿をかきおえ、お昼ごろ日本に送っ 題は「英国詩宗」 。七月三日、午前ちゅう家ですごし、英語の課業をつづけた。午後は謝肉祭の行列をみ 出かけた。七月四日、
G ガイuy	B ブースィoothy （不詳）が書いた小説
	L
ove M
ade M
anifest	 をよんだ。七月五日、旧市
内のアレクサンドラ・トラストにおける即位式に、貧民が招かれる席へ、サマーズ夫妻といっしょに見学におもむいた。
七月六日（日） 、夕方よりサマーズ師の教会にいった。七月七日、暑気ははなはだしく、夕方入浴した。二ヵ月まえのきょうロンドンに上陸し
たことを想いだした。七月八日、京都の藤原家よりマクミラン社へ 支払いの件をた まれ 七 九日、午前中 もり、午後より雨 前中、銀行にいき、のち散髪をした。七月十日。豊崎君に葉書 だし 夕方、散歩にでた。七月十一日、晴。エミリイ・ブロンテ（一八一八～四八、小説家・詩人）の『ジェーン・エア』 （孤児が ち家庭教師となり、主 と恋 おちいる話）をよんだ。夕方、サマーズ夫人らの散歩に途中までつきあい、のち郵便局 者に古切 をあたえ
七月十二日、ハンカチや案内記を下宿のものにあたえた。七月十三日（日） 、終日家にいて『ジェーン・エア』をよみ、夕方教会にいった。七
月十四日、晴。下宿 もの（サマーズ夫妻ら）は、遠足に出かけた。終日、家にいて『ジェーン・エア』 よんだ。夕方、豊崎君がいなか（オクスフォード？）からもどった。けさソ ルズベリー首相（一八九五～一九〇二在任）が辞職したことを新聞で知った。七月十 日 夜教会にいき、
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貧民らの催す盆栽会を見学した。七月十七日、
水クリスタル・パレス
晶宮
（一八五四年に南ロンドンのシドナムに移築した鉄骨ガラス張りの建物。一九三六年に
焼失）に、知りあいの少年と見学におとずれた。豊崎君は、この日ドイツにむけて出発した。七月十八日、国から来状。七月十九日は国へ葉書を出した。
七月二十日（日） 、この日はじめて田中穂
ほ
積づみ
（一八七六～一九三一、東京専門学校の邦語政治科を卒業後、 『東京日々新聞』論説委員。早大留学
生としてアメリカやイギリスで財政学をまなぶ。明治三十七年（一九〇四）早大講師、のち常務理事、総長となる）の下宿をおとずれた。夜、教会にいき、ヘンリー・リダー・ハガード（一八五六～一九二五、イギリスの小説家）の小説『ベアトリチェ』を借りて帰った。
七月二十二日（火） 、 『ベアトリチェ』をよむ。七月二十三日、ドイツの金子から、また塩沢（不詳）より手紙がきた。塩沢は二十八日に渡英と
のこと。夕方よりピアノを習った。七月二十四日、午前中に郵船会社にいき、船のことを聞いた。のち洋服屋にいき、背広をあつらえた。代金は十五シリング五ペンス。藤原家から のまれた金十五シリング余りをマクミラン社に払った。
七月二十五日、昨日サマーズ夫人より、装飾用のレースをもらったので、じぶんとサマーズ夫妻の写真といっしょにそれを国に送った。七月二
十六日（土） 、田中穂積がやってきた。五時ごろ同君を送りながら散歩 で 二十七日、朝つよい雨がふった。が、午後にはやんだ。夜、教会に出かけた。七月二十八日、朝フェンチャ チ街
ストリート
駅に塩沢君を出迎えにいった。本人を田中君の下宿につれていった。午後はいっしょに市内
見物。七月二十九日、午後に田中と塩沢両君が来たので茶をのみ、夕方まで談話した その後、 っしょに夜景見物に出かけ、夜半帰宅した。七月三十日、田中君の下宿をおとずれ、塩沢君を案内して市中見物し 夕刻帰宅した。七月三十一日 終日下宿ですごした。春陽堂の『新小説』と
あつらえた洋服が届いた。
八月一日、春陽堂へ送る原稿を“見聞記”にすることにした。この日、日
本から手紙や新聞がたくさん送られてきた。新聞の広告によって自著『新美辞学』が刊行されたことを知った。八月二日、午前中ロイヤル・アルバート・ドックまで塩沢君を見送った。船は因幡丸であり、十時半出帆。午後、国へ葉書や手紙をだした。八月三日、夜教会へいった。八月四日、この日
明治34年（26才）ごろの田中穂積。
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『小天地』 『新美辞学』が到着した。八月五日、 『新美辞学』一冊をサマーズ夫妻に贈った。八月六日、この日『ベアトリチエ』をよみおえた。七日、八日と天気にめぐまれた。
八月九日（土） 、この日エドワード七世（一八四一～一九一〇、イギリス王、一九〇一～一〇在位。母の在位が長びき、六〇歳で即位）の戴冠
式がおこなわれ、ロンドン市内はにぎやかであった。夜、近所の
照イルミネーション
明
をみに出かけた。
八月十日（日） 、くもりのち晴。ジョンというこの家の親類の子どもを写真にとった。夜、教会に出かけた。帰路、サマーズ夫人と霊魂につい
て論じた。八月十一日、即位式の様子をつたえる新聞報道を国に知らせるために、手紙を計十四、五通だした。夜、市中の照明をみにでかけた。八月十二日、日本公使館に新聞をみに出かけた。帰路、博物館の読書室をおとずれた。午後、旅行のしたくを
湖レイクディストリクト
水地方
（イングランド北西部の湖水と山岳からなる景勝地）へ
島村はロンドンの夏を避けるために、下宿先のサマース師夫妻、および同夫婦 知人らとイングランドの北西部に位置する観光地
―
湖水地方
に出かけることにした。 日（日）の夜、日曜日の教務をおえたサマーズ師は、先発として北のいなか むかった。
八月十四日（木） 、朝七時におきた。八時半ごろ馬車で、ユーストン駅にむかった。旅行者は、
―
サマーズ夫人近所に住む姉妹のミス二名島村抱月
ら四名である。が、あとでおくれてやって来たサマーズ夫人の息子たち（長男レジナルド、次男アーサー？）といっしょになった。ひとまず四名
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は、汽車でユーストン駅（ 「ロンドン・および北西鉄道」の終着駅）をたち、ノーサンプトン―スタフォード―プレストン―ランカスターを通過し、午後四時半ごろウィ ダミア駅（イングランド北西部
―
ウィンダミア湖北東岸の町の駅）に着いた。
四人はこの駅で、あとからやってきたサマーズ夫人の息子らの一行九名を一時間ほど待った。ウィンダミアに着くまでの車中（コンパートメント）のようすについて記すと、ロンドンから汽車がうごきだすと、姉妹のミスは機械のように
しゃべりだした。サマーズ夫人はあまりにもうるさいので注意でもしたものか、ちょっと言い合いになった。が、
倦う
み、つかれた夫人は、コナ
ン・ドイル（一八五九～一九三〇、イギリスの推理小説家）の『ヂュエット』をよみだし、独りわらいをした。姉のほうは熱心に刺しゅうをはじめると、妹は六ペンス本の『秘密の家』をよみだしたが、やがて居寝りをはじめた。
この姉妹のミスは、つぎのような風貌の女性であった。姉は二十二、三歳くらい。器量は“二
に
の町
まち
”ではあるが、気だてはひじょうによい。じ
みな服を着て、鼻メガネをかけている。
妹のほうは、年は十七、八歳。体は小づくりであり、色はず と白い。器量は十人なみである。にぎやかなヤングレディーである（島村抱月
「旅中旅行
　（上） 」 『新小説』所収、明治
35・
12） 。
あとからやって来た人々 すべてイギリス人であり、牧師サマーズと親しい関係にあった。島村によると、みなにぎやかな、多趣味の人たちで
あった。
後続隊は、つぎのような人々であった。
デザイナー夫妻……夫は三十歳ほどの好男子。妻はユダヤ人。もの静かなレディーであるが病身のおもむきがある。建築業者……………六十歳ぐらいの赤ら顔の 。一人娘をのこして細君に先立たれ、内々若い後ぞいを探しているようである。不動産のおやじ石油会社の役員小蒸気の持主夫妻
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のであるが、この日は折りあしく、もやがかゝっていて、よくみえなかった。また近くの丘陵に目をむけると、石を積みあげて造った胸壁が囲いになってい 、緑色 牧場があり、そこに牛や羊の群れが遊んでいた。帰路は山の背にでて、ウィンダミアのすばらしい眺望がえられるジェンキンの断
クラッグ
崖で休息をとった。ここで一時ほど休み、夕刻宿に帰った。
八月十六日（土）晴。一行十三名はウィンダミア湖を汽船でくだり、レイク・サイド（ボウネス村から六マイル、ウィンダミア湖の南端）の駅
から汽車に り、ファーネス修道院（十二世紀にシトー修道会がつくったもの）の廃墟を見学に出かけ、写真などを撮った。同地で三時間ほど休息をとり、帰路はおなじル トをとり、夕方アンブルサイドに戻った。湖上の景色はすばらし が、着船するころ な てにわかに空がくも
やがて一行十三名は、乗合馬
車にのるとアンブルサイド（ウィンダミア湖の先端にある村）にむかい、午後六時すぎ到着した。宿はコ プストン街道のビリングトン夫人の家（靴屋の二階、民宿か？）と定まっていた。
八月十五日（金） 、晴。一同
はワンスフェル・パイク（峰のとがった山［一五九七フィート］ 。アンブルサイドの東に位置
（２））に登った。頂上はながめの
よいところであり、天気がよければウィンダミア、グラスミア、ライダルなどの湖
（３）
を俯瞰できる
グラスミヤー村 ライダル・マウント
アンブルサイド村
ウィンダーミヤー村
ホークスヘッド村 ボウネス村
ウィンダーミヤー湖
湖水地方の地図
ランカスター
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り、荒模様となった。しかし、煙雨をおび、黒々とした山々の風景は、なかなか趣があった。
八月十七日（日） 、一行の大半は教会にいったが、島村は宿にとどまり、国に手紙などを書いた。のち近くの教会にいった。アンブルサイドの村には、
―
ウェズレーアン教会堂
　
W
esleyan	C
hapel （ウェズレー教派）
ローマカトリック教会
　
R
om
an	C
atholic　
C
hapel
などの教会があり、それぞれ日曜日に二度ミサをおこなっていた（
W
ard and L
ock's P
ictorial and 
H
istorical G
uide to E
nglish L
alces;	W
ard	L
ock,	and	C
o.	L
ondon 、一八五〇年、一〇四頁）
八月十八日（月） 、雨。午前中は、 “ストック・ジル・フォース”
S
tock	G
hyll	F
orce	 と呼ばれる滝を
見にでかけ、午後はグラスミア村（イングランド北西部、カンブリア州にある湖。その北端の湖畔にワ
ーズワースが住んだ［一七九九～一八〇八］ 。アンブルサイドの村から北へ五キロほどの地点）に、詩人ウィリアム・ワーズワース（一七七〇～一八五〇）の旧跡を見学に出かけた
グラスミア村にいく途中、ライダル・
マウント（ライダルの小丘の意）を訪れたが、そこにワーズワースの旧宅があった。それはツタやつるがからまった、つつましい住居であった。ワーズワースは
グラスミア湖と村（A.	P.	Abraham	:	Some	Portraits	of	the	Lake	Poets,	1914）より。
向って左はしの墓石が，ウィリアム・ワーズワー
スの墓（グラスミア教会）。
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一八一七年から亡くなる一八五〇年まで、この家でくらした。ほかに“ライダルの滝”や“ワーズワースの岩” （すわった所）などを見学した。
そこからさらに一時間ほどゆくと、グラスミア湖の先端にいたり、さらに村の中を通ってゆくと右手に“ハ
ダブ・コテイジ
ト小屋”と呼ばれるワーズワースの
旧宅に着いた。一七九九年にワーズワースがグラスミア村にやって来て、住居としたところである。案内の老女がいて、屋内に入ると、天井のひくい、暗い家であった。室内の装飾品は、当時のまゝに保存してあ た。ほかに沿道に、コールリッジ（一七七二～一八三四、イギリスの詩人・批評家）やドクウィンシー（一七八五～一八五九、イギリ の随筆家・批評家）らが住んだという家も った。途中の景色は、すばらしか 。
夕暮に宿にかえった。坪内逍遥や哲学会の会員らに絵葉書をだした。夜、いろいろなゲームをやってすごした。八月十九日（火） 、雨のち晴。この日はトゥング・ジルから山 越え、グリゼディル
小ターン
湖
をわたり、ヘリヴェリン（イングランド北西部
―
湖
水地方の山［九五〇メートル］ ）に登った。こ 山はこの地方の名山である。登山には青草の小道を午前十一時ご より、午後四時ごろまで五六時間かかってのぼった。が 下りは二時間 らずであった。山頂からは わりの連山、山間の湖
ターン
水、マン島（アイリッシュ海にあるイギリスの
島）までがみえた。帰途ふ たびグラスミア村にもどり、教会（ 「グラスミア教会」 ）にあるワーズワースとコールリッジの墓を見学した。
ワーズワースの墓は、妻のものと一つの石であり、一家の墓とならんで立っていた。ここで記念の写真をとった。宿に帰 たのは夕暮であった。
きょうは急斜の山道を長い時間のぼっ ので、疲労こんぱいした。
八月二十日（水） 、午前ちゅう雨がふり、午後は晴れた。連れ 者 、小艇で出かけたが、島村は終日宿ですごし、読書など した。翌二十一
日は晴。グラスミアでボートレースがあるため、一同それを見物する めに出かけ 往復とも途中の景色を一 二枚写真にとった。ふ たびワーズワースの旧宅（ “ハト小屋” ）を写真におさめ 。
島村はレースの途中から宿にかえり、フロに入った。 ち、服をかえ、読書をしたり 葉書をかいたりし八月二十二日、雨。午前中宿ですごした。午後、
飛
ステッピング・ストーンズ
び石
見物に出かけ、写真をとった。雑誌『小天地』がとどいた。翌二十三日は、小蒸
気船に乗ってボウネス村よりウィンダミア村に行き、アレスト・ヘッド（地名―小丘）を訪れたが、見晴しのよいところであった。
八月二十四日（日） 、晴。連れはボート のって教会に出かけ が、島村は宿にとどまり、手紙を一、二通 。八月二十五日は晴。この日、
一同は馬車でアンブルサイド村側からみて、ウィンダミア湖の対岸に位置するラン デイル・パイク
p パイクike	 は湖水地方の峰のとがった山の意）
に出かけた。一行十三名ちゅう島 と他二名のイギリス人は、みなと別れてダンヂョン・ギル・フォールとよばれる滝
たき
を見るために引きかえした。
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瀑布に着くと、樹蔭によこたわり、雑誌（日本のものか？）などをよんだ。
帰路はグラスミア湖畔に出て登山者一行とまちあわせ、夕暮に宿に帰った。きょうの空の色は、浅い青色であった。牧場の草の色は、概して黄
みがかっていたが、 ても美しかっ 。
八月二十六日 、終日宿で休息をとった。八月二十七日（水）は、うすぐもりであ 一同馬車にのると、コニストン村（ランカシア州、鉄道の終着駅がある。ウィンダミア湖の対岸
の山間に位置）にむかった。この村はオールド・マンという山のふもとにあった。ここは釣びとや旅行者に人気があった。ジョン・ラスキン（一八一九～一九〇〇、イギリスの社会批評家 評論家）の家や墓 ワーズワースが泊ったという「ロッジ」 （行楽地のホテルの意）などを見、エススウェイト湖の先端ちかくにある
市マーケット・タウン
場町
―
ホークスヘッドにむかった。
ホークスヘッドでは、ワーズワースが少年のころ通ったグラマー・スクール（ヨークの大主教サンズが、一五八五年に創設）を見学し、教場に
あるオーク材の机に、かれが刻んだ名前などをみた。それはガラスをあてて、ていねいに保存されていた。
八月二十八日（木） 、晴。湖水地方への旅行をおえて、一行十三名はこの日の午前八時半、
アンブルサイド村を出発し、帰京の途についた。ウィンダミア駅より、十時二十分発の汽車にのり、ロンドンのユーストン駅には午後五時ごろ着いた。島村は昨晩はよくねむれなかったので、車中ではほとんど寝てすごした。
ワーズワースの墓の図
ワーズワースの墓のまえで撮
った島村抱月。
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九月三日、夜原稿をかきおえ、夜半床についた。
九月四日、晴。けさ原稿を日本へ送った。いまやっかいになっている別荘の持主である老人は、画家の二男をつれてやってきた。画家はいまパ
リで絵の勉強をしており、中村
不ふ
折せつ
（一八六六～一九四三、明治・大正期の洋画家）のことを知っていると語った。この日、 『新小説』 （春陽堂
ンから八キロに位置）におもむいた。午後五時ごろ“チャーチ・ヴィラ”というあるイギリス人の別荘に旅装をといた。近くに古い教会（七世紀に建てられた「セント・メアリー・アンド・エセルバーガ教会」か）があり、夕方それを見学した。
きょう当地に来るとき、はるか遠方にキャンタベリー寺院（イギリス国教の総本山）の建物をみた。八
月三十日は雨。終日別荘ですごし、読書などをした。夕方、サマーズ師がやってきた。夜、バーミンガムで役者をやっている同師の息子の話などを聞いた。八月三十一日（日） 、雨。朝、教会に出かけた。午後、アーサー（同行者か？）がロ ドンに帰るので駅まで見送った。のち春陽堂に送る原稿のことを考えた。
九月一日、くもり。この日から湖水地方への紀行文をかきはじめた。九月二日、原稿をかきつづけた。
ケント州リミンジへ島村は二週間にわたる夏季旅行をおえて帰京後、旅のつかれもま
だ十分にいえぬのに、一晩寝ただけで、ふたたび小旅行にでかけた。かれはサマーズ師の知人所有の別荘でさらに二週間すごすのである。
八月二十九日（木） 、晴。午前十一時ごろ、第二の旅行に出発し
た。同行者は三名。一行はロンドンブリッジ駅（テムズ川北岸のシティと南岸のサザクをむすぶ橋のちかくにある）にむかい、十二時半の汽車にのり、リミンジ（ケント州の南東 村、フォクスト
ワーズワースが少年時代をすごしたホークスヘッド村。
（A.	P.	Abraham	:	Some	Portraits	of	the	Lake	Poets）より
リミンジ村（ケント州）
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刊）が届いた。第一回目の「滞欧文談」が、こんどの号より載ることになった。
九月五日、晴。島村はこの日、海岸保養地フォークストン（ケント州南東部の町。ロンドンの東一一二キロ）に出かけた。この町は海水浴場が
あるので有名であるが、はげしい雨にあった。帰路 日本器物などをひさぐ茶店でやすんだ。同夜、知人らに葉書をだした。
九月六日は葉書をかいてすごし、九月七日（日）は、朝教会に出かけた。夜はホール・ケインの『
永エターナル・シティ
遠の市
』をよんですごした。午前一時就寝。
九月八日（月） 、風がふ た。午後 ポストリングの村まで散歩した。この日からドイ 『シャロック・ホームズの冒険』をよみはじめた。
寒さのせいか、夜腹が痛くなり、早くベッドに入った。九月九日、晴。つめたい風が吹いた。夕方、散歩に出かけた。夜、なかなか寝むられず、寝返りを打った 九月十日、くもり。昨夜はよく寝れな っ ので きょうは気分がすぐれなかった。ドーバーのボローズと う名の牧師がやってきた。午後 教会の塔にのぼった。夕方、散歩。夜、家人とともにゲームなどやった。九月十一日はよく寝れた。
九月十二日、坪内逍遥氏から葉書がきた。九月十三日（土） 、去る日曜日に、クラップトンのアガペイモナイト教会において、
じぶんはキリストの再来である、といったピゴット牧師の記事を新聞でよみ、おもしろいと思った。きょうはロンドンにもどることになっていたから、やっかいになった別荘や教会などを写真に撮った。
午前十一時発の汽車にのり、キンタベリー（ケント州東部の町。ロ ドンの東南東九
九キロ）にむかい、いったん下車して、寺院を見学した。僧 案内して、いろいろ説明するのだが、案内料は六ペンスであった。見物をおえ、午後二時半発の汽車にのり、四時四十分ごろ ンドンブリッジ駅に着いた。
九月十四日（日） 、くもり。フロに入ったのち、アガペイモナイト教会におもむいた
が、見物人が多く、中に入れなかった。夜、教会にいった。九月十五日、銀行 寄 た
抱月がもとめた“スワンの万年筆”の広告。
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のち田中穂積宅を訪れたが、本人は不在であった。九月十六日、午後写真を現像し、避暑旅行の写真を下宿の家族にあたえた。九月十七日、十一時すぎサマーズ夫人の案内をうけて、ロンドン西郊のキューにある「キュー国立植
ガーデン
物園」を訪れた。九月十八日、下宿において昨夜より『読売新
聞』に寄稿する原稿をかき、今朝脱稿したので日本に送った。
九月十九日（金） 、下宿のサマーズ夫人とシティに買物に出かけ、つぎのような買物をした。
S スワンw
an	 の万年筆（メイビィ、トッド・アンド・バード社製） ………十シリング半
くつ下……………………………………………………………………値段不詳対の毛布… 八シリング半
『さし絵入りロンドン・ニュース』 （一九〇二・五・一〇付）をみると、 “スワンの万年筆”の広告が出ている。これは俗に“スワン・ペン”と呼ばれる、細長の万年筆であったことがわかる。広告文にいわく
―
筆無精な友人がいたら、スワンの万年筆を贈り、筆まめにしてやりなさい、
と。
九月二十日（土） 、田中穂積の下宿におもむいた。慶応義塾の名取和作（一八七二～一九五九、大正・昭和期の実業家。明治三十三年［一九九
九］アメリカに留学、帰国後、母校教授。のち実業界に入る。写真家・名取洋之助の父）という人が来ていた。閑談ののち辞去し、帰路カバンを買った。九月二十一日、夜教会にいった。九月二十二日、午前、午後と下宿ですごし 夜散歩がてら市街にで 、
常ナイト・ライト
夜
ランプ、帽（寝るとき
かぶるナイトキャップのことか） 、ナイフなどを求め 。
九月二十三日、サマーズ夫人の案内によってダルストン劇場におもむき、一
ピット
階席で「平和の代償」をみたが、あまり感心しなかった。九月二十
四日、下宿ですごした。妻から来信。九月二十五日、キーツ詩集、 『ジェーン・エア』など 求めた。九月二十六日は何もしるさなかった。九月二十七 ドイツから林川（源太郎？明治
29年、早大文科卒）がやってきた。夜、ロイアル・オペラにいき、 「ファースト」をみた。九月二十八
日（日） 、夜教会にいった。九月二十九日、春陽堂に送る原稿の準備をし （ 「湖畔紀行」のつづき） 。九月三十日 夜半、原稿をかきおえた。この日、エミール・ゾラ（一八四〇～一 〇 、フランスの自然主義小説家）が亡くなったという記事を新聞で知った。
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十月一日、ゾラの続報を春陽堂に送った。午後、林川君とドルリーレーン劇場にいき、 「ザ・ベスト・オブ・フレンズ」をみ、夜はオクスフォ
ード・ミュージック・ホール（寄
よせ
席）を一見。市街を散歩したのち、夜半帰宅。十月二日、寒気がつよまった。大英博物館の読書室、日本公使館
などに寄った。夜はホール・ケインの『永遠の市』が、ヒズ・マジェスティ劇場ではじめて上演されると聞きいってみたが、入場券は売れきれ、中に入れなか きょうオクスフォード（イングランド南部―テムズ川上流の大学町）の下宿に、土曜日に移るむねの葉書をだした。十月三日、寒気はきびしい。荷造りにいそがしかった。荷物四個、汽車便でオクスフォードに送った。
一
　
オクスフォード大学の聴講生
オクスフォードへ。十月四日、早朝に起床 八時半すぎ、小さいカバン一つ
とカメラの道具だけをもって、サマーズ師宅を出た。パディングトン駅（ロンドン西部）まで、サマーズ夫人や林川君が見送ってくれた。
オクスフォードまでの汽車賃……五シリング三ペンス
十時十分発の汽車にのり、十一時半ごろ目的地に到着し
た。荷物もつづいて到着、不足分三シリング半。
こんどの宿は、
46,	S
outhm
oor	R
d.	 （ホクスフォード郊
外―
サウスムア街四十六番地
―
町の北西に位置
（４））であ
る。すでにロンドンで五ヵ月すごしたが、オクスフォード
抱月の下宿
（サウスムア街 40 番地）
ベイリャル・カレッジ
マンスフィール
ド・カレッジ
マンチェスター
・カレッジ
ニュー・カレッジ
コーパスクリスティ・カレッジ
新劇場オクスフォードの駅
オクスフォードの地図
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一週間の支払い……一ポンド八シリング四ペンス
またロンドンの下宿に宛てた大谷氏からの葉書（いつオクスフォードに来れるか、といった文面）が転送されてきた。十月十二日、晴。十月十
三日（月） 、 『新小説』用の一月の原稿として「思想問題」をかくことにした。夕方、新聞雑誌などが送られてきた。
十月十四日、下宿で原稿をかき、夜脱稿。この日 午後、大谷英丸君が来訪。いっしょに大学図書館（ボードレー図書館のことか）にいき 入
館手続をとった。同君は田舎に帰るため、駅まで見送った。十月十五日、風雨。けさ日本に原稿を送った。十月十六日、オクスフォード大学につ
六日、くもり。午前中、市内を一見したのち、
文ライティング・ケース
房具箱
や絵葉書などを求めた。帰宅後、ロン
ドンやドイツにいる諸友に便りをだした。十月七日、晴。中学生などへ返事の葉書をだした。ロンドンの田中穂積よ 返書がきた。十月八日、晴。夕方 市中を散歩した。九日、くもり。
十月十日、小雨がふった。ドイツの林川君やロンドンのサマーズ師から午後に来信。林川君の
乗った汽船は、サウザンプトン港（イングランド南部）を出港したが、霧のため衝突事故をおこした、といった新聞の切抜きをサマーズ師から送られてきた。十月十一日 晴。この日、下宿代を支払った。
への転住は、かねての学習計画にもとづくものであった。新しい下宿は、寝室 居間と二間があった。
十月五日（日） 、くもり。寒気は
きびしい。昼すぎ近くに住む大谷英丸氏（不詳）を訪ねたが、不在であった。夜、服薬して早くねた。十月
ローマ時代の城跡からみた，オクスフォードの眺望。
抱月の下宿と考えられる建物。
46		Southmoor	Rd,	Oxford.
232（29）
島村抱月の「滞欧日記」
いての原稿を『早稲田学報』 （担当・徳田）に送った。午後、図書館にいった。夜、龍田君（不詳）が下宿にやってきた。アメリカへ行く金が不足しているので十五円ほど貸してくれといわれたので、大谷君の添口上もあり、貸
たい
与よ
した。
十月十七日（金） 、この日、風呂にいった。入湯料は一シリングであった。これはマートン街にあった“トルコぶろ” （蒸しぶろ、水浴プール、
温水浴場をそなえたもの）を訪れたのかも知れない。また図書館へもいった。夜は原稿の修正と追加の分をかいた。十月十八日（土） 、下宿において原稿をかいた。午後、豊崎君とファーレー君がやってき 。サマーズ夫人から来信。きょう下宿代を払った 一ポンド六シリングあまり） 。
十月十九日（日） 、豊崎君がやってきた。夕方、いっしょに公園（ポート牧
メドウ
草地のことか）を散歩した。
十月二十日（月） 、午後豊崎君の
学カレッジ
寮
にいった。ついでおなじカレッジ（マンチェスター・カレッジ
―
マンスフィールド街にある一七八六年創立のカレッジ）の学生ファーレー君の部屋で茶などをのんだ。この
日、 『早稲田学報』と春陽堂宛の原稿を送った。夜は昼もとめた『オクスフォード大学新
ガゼット
聞』によって、講義目録をみた。
十月二十一日（火） 、晴。けさスタウト氏（教授）に面会をもとめる手紙をだした。
夕方、牧場（
牧ポート・メドウ
草地
のことか）やイシス川（オクスフォ
ードにおけるテムズ川の名称）の河畔を秋色をさぐりながら散策した。夜、友人や妹に葉書をだした。十月二十二日、午後図書館にいった。夜、ブラックウェル（書店か）で、ドイツ語の辞典をもとめ 値段は二シリング六ペンス。また景色を撮った写真 二枚そえ、国に手紙をだした。十月二十三日、スタウト氏から返事がきた。午後、茶にくるようにといった内容であった。午後四時ごろ訪ね 種々の談話を 、『国華』一冊を贈った。十月二十四日（金） 、午前十時よりエ
オクスフォードのイシス川。
抱月が好んだ散策地―ポート牧
メ ド ウ
草地（オクスフォード）。
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グザミネーション・スクールズで、スタウト氏の心理学の講義をきいた。
夜、サマーズ師に手紙をだした。十月二十五日（土） 、ドイツにいる金子君より百円借用の手紙がきた。五十円送り、あと五十円は同君から借りたかたちにした。十月二十六日（ ） 、午後七時からコーパスクリスティ・カレッジ（一五一七年設立）において哲学会の晩さんがあり、スタウト氏に招かれて
いった。晩さん会ののち、ムアーという学生が
	Ideal	R
eality	 についての論文を朗読した。スタウト氏およびその他の会員の批評があり、十一時
半散会し
十月二十七日（月） 、ドイツにいる田中君より金百円をうけとった旨の返事がきた。午後、豊崎君がやってきた。十月二十八日、こぬ 雨がふ
り、終日うっとうしさを覚えた。日本公使館の浮田君より、戴冠式の原稿料二ポンド十シリングが送られてきた。十月二十九日、霧がでた。午前中、スタウト氏の講義を聴きにいった。十月三十日、国から来状。十月三十一日、午前講義にいき、帰路床屋にいき散髪したのち、風呂にいった。この日 『小天地』 『新小説』新聞などが届いた。
十一月一日、午後豊崎君とその友人と三人で アプトン氏（不詳 大学教師か）の家を訪れた。大勢 来客 あり 茶など飲んで夜帰宅した。
十一月二日（日） 、故大西
祝はじめ
先生（一八六四～一九〇〇、明治後期の哲学者。東京専門学校［現・早大］で教鞭をとった）の二周忌であることを
思った。十一月三 、晴。けさ大西宅に葉書をだした。午後、豊崎君がやってきた。
十一月四日、くもり。午後、マンチェスター・カレッジのドウテレイという学生の部屋にいき、お茶などを飲んだ。十一月五日、雨。いつもの
ように午前中、講義を聴きにいった。十一月六日、くもり。毛抜きを買った。一シリング三ペンス 一月七日、講義をきいた。写真の本をもとめ、カメラ交換の件を交渉した。十一月八日（土） 、朝暴風雨
本ハイ・ストリート
通り
のカメラ店で、手もちのマガジン式のハンドカメラを小型のものと交換
した。追い銭は、一ポンド八シリング。十一月九日（日） 、快晴。新 い写真機で一枚ためし撮りをした。十一月十日、 本から新聞や『歌舞伎』などが届 た。
十一月十一日（火） 、くもり。十二時半、アーネスト・ド・セリンコート氏 一八七〇～一九四三 英文学者）宅をおとずれた。シェイクスピ
アの講義を聴講するための相談のためである。夜、龍田君に用立てた金十五円、大谷君から送られてき 十一月十二日 午前 時からスタウト
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氏の心理学の講義をきいた。またこの日十一時から、ユニヴァーシティ・カレッジ（一二四九年創設）において、セリンコート氏のシェイクスピア論をはじめて聴いた。十一月十三日、快晴。トルストイの本（書名不詳）をよみおえた。
十一月十四日、午前中は講義をききにい
った。午後、豊崎君が来たので、いっしょに公園（ポート牧
メドウ
草地）を散歩した。夜、
「
新ニュースィアタ
劇場
」 （ジョウジ街にある劇場。一八
八六年［明治
16］開演。客席約九〇〇
（５））に
いき、 “
闘トレアドール
牛士
”という
喜コミック・オペラ
歌劇
をみたが、
あまり感心しなかった。十一月十五日、くもり。十一月十六日（日） 、くもり。マンチェスター・カレッジの教会へい後、豊崎君といっしょにカーペンター氏宅をおとずれ、お茶をのんだ。みごとな菊の花をみた。十一月十七日、快晴
十一月十八日、快晴。昨夜来、寒気つよ
く、霧をみた。入浴し、公園の一部を写真にとった。十一月十九日、くもり。寒気は
コーパスクリスティ・カレッジの図。
マンチェスター・カレッジの正面。
いまの「新
ニュースィアタ
劇場」（オクスフォード）。
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十一月二十九日、くもり。午後、豊崎君がきたので、いっしょにドラモンド氏（不詳）をたずね、お茶をのんだ。インドの女性もやってきた。
サマーズ宅からの来信により、サマーズ師が病気であることを知り、さっそく見舞い状をだした。十一月三十日（日） 、小雨。午前中、教会にいった。ドイツにいる金子君より用立てた金百円 送られてきた。
十二月一日、雨。終日下宿ですごし、読書。十二月 日、快晴。夕方、塩川君がやってきた 十二月三日、午前中講義を聴きにいった。ロンドンにいる田中君に、金子君が借りた分を送金
した。十二月四日、午後、坪内逍遥氏に十二、三冊書物を送った。三、四冊未読の本があった。十二月五日、昨日より寒気がはげしくなった。午
つよい。例のごとく、午前中講義をききにいった。十一月二十日、くもり。寒い。十一月二十一日、くもり。午前中講義をききにいった。十一月二十二日、銀行より金が送られてきた。今週の下宿代（一ポンド九シリング）を支払った。
十一月二十三日（日） 、
礼チャペル
拝堂
にいった。午後、豊崎と塩川（不詳）の両君が訪ねてきた。いっ
しょにミス・ウェルドを訪れ、お茶をのんだ。十一月二十四日、くもり。サマーズ夫妻に長い手紙をだ た。トルストイ論をか た。早稲田大学に写真を送った。正宗白鳥（一八七九～一九六二、明治から昭和期の小説家・評論家）から手紙が た。
十一月二十五日、国にクリスマスカードを出した。午後、塩川君をたずねた。十一月二十六日、
雨。午前中、講義をきき いった。 『新小説』や新聞などが届 た。十一月二十七日、くもり。国からきた新聞にアガペモーニ 関する通信が掲載さ たこと 知った ブラックウェル社に出した第二回目の注文書籍のうちの何冊かが届いた。十一月二十八日、雨。午前中はいつものように講義をききにいったが、きょうはスタウト氏は休講であった。夜、マンチェスター・カレ ジにおいて、マーティノー・クラブの晩さん会に出席した。シジウィク氏（不詳）が、 「シェレーとその理想」というテーマの論文を朗読し、のち討論がおこなわれた。十時ごろ散会
ベイリャル・カレッジ
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前中、いつものように講義にでた。午後から夜にかけて、国にクリスマスカードや年賀状をかいた。夜、豊崎君と「
いア・カントリー・ガール
なか娘
」という芝居をみ
に出かけた。
十二月六日（土） 、寒気はきびしい。サマーズ師から手紙がきた。直ちに返事を出した。英文の添削にたいする礼状である。十二月七日（日） 、
快晴。寒気はきびしい。朝、教会にいった。午後、豊崎と塩川君がやってきた。夜、塩川君と「ベイリャル・コンサート」 （オクスフォードのベイリャール・カレッジで開かれたコンサートのことか）へ出かけ、ピアノの演奏や唱歌などをきいた。
十二月八日、くもり。初雪をみた。このごろの気温は、外は三六、七度（華氏） 暖炉のある部屋で、五〇度から五二、三度といったところ。
十二月九日、国から新聞や『歌舞伎』 、便りなどが届いた。十二月十日、午後、塩川君の下宿をたずね、お茶などをのみ、夜帰宅。十二月十一日、夕方散歩に出たついでに、豊崎君をたずねた。明後日、ロンドンにむけて立ち、一週間ほど滞在したのち、フランスへむかうと う
十二月十二日（金） 、午前中講義にでた。きょうで今学期がおわった。一ヵ月ほど休業となる。午後、 「新劇場」に昼興行をみに出かけた。ミ
ス・マリオン・テリーの一座が演じる「Ｈ・ウオード夫人」をみた。女優の演技はよ ったが 男優のほうは見劣りした。十二月十三日 くもり十二月十四日、晴のちくもり。けさマンスフィールド・カレッジ（一八八六年十月に創設）の教会にい た。十二月十五日（月） 、晴。ここ数日の寒気はつよくなかった。
十二月二十四日、下宿ですごした。夜、散歩に出かけた。写真皿などを求めた。十二月二十五日、晴れのちくもり。キリスト降誕祭（クリスマ
ス）である。午前中、教会にいき、帰路「聖ルカの感
ワークハウス
化院」を見学した。区長などの演説があった。夜、ミス・ブロムリーなどが下宿にやってき
た。午前一時ごろまで、話をしたり遊技をした。けさサマーズ夫妻からクリスマスの贈物が届 た。
十二月二十六日（金） 、午後アレクサンドラ劇場にパントマイムをみに出かけた。題目は“レッド・ライディング・フッド” いう 夜、荷づ
くりをした。十二月二十七日（土） 、快晴。朝八時半の汽車でロンドンにむ った。夜、パディングトン駅から九時五〇分発 汽車 のり、オクスフォードにもどった。夜、十二時すこし前に到着。雑誌『太陽』が届 ていた。カミソリなどを忘れたことに気づき、すぐロンドン 手紙をだした。十二月二十八日（日 、晴 けさカミソリのみを送 てきた。革
かくし
砥（刃物をとぐもの）は来なかった。
十二月二十九日、カガミにむかって自分の写真を撮ろうとした。のち読書。十二月三十日、けさロンドンから忘れも が送られてきた。十二月
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三十一日、くもりのち晴。大
おおみそか
晦日である。大谷、田中君などから年賀状がきた。夕方、散歩のついでに塩川君の下宿をたずねたら、旅行から帰っ
たところであった。きょうは散髪、入浴した。さすがに今夜は郷愁を感じた。 ［十一日間の部分、欠けている］ 。
明治三十六年［一九〇三］ 。一月十二日（月） 、寒気はつよい。一月十三日、春陽堂、坪内氏などへ便りを出した。一月十四日、晴。屋外の気温は、日中二十四度から二十
八度。屋内のそれは暖炉のそばであれば、五〇度ほど。夕方、散歩のついでに、下宿ちかくのポート牧
メドウ
草地でスケートを見学した。一月十五日、
さむい。昨夜、修理にだした靴、こんやできた。一シリング四ペンス
一月十七日（土） 、くもり、さむい。午前中、銭湯にいった。塩川君が下宿にやってきた。一月十八日（日） 、くもり。午前中、教会にいった。
午後、四時ごろスタウト氏宅をおとずれ 錦絵などを子供にやった。一月十九日、くもり。寒気やゝゆるんできた。日もながく感じられてきた。一月二十日、霧雨がふった。数日まえまで、路上が凍ると足がすべ て教会へいくのも骨 折れたが、昨日からやゝあたたかくなったので、平常の道となった。
一月二十一日、くもり。夕方、ファーカーソン氏に知識学を聴講したいむねの手紙をだした。一月二十二日、くもりのち雨。けさファーカーソ
ン氏より承知のむねの返事がきた。ユニバーシティ・カレッジ（本通りに位置。一六三四年～三七年に創設）のディヴィニティ・ホールにおいて、フラ シス・ベーコン（一五六一～一六二六、イギリスの随筆家・哲学者・政治家）の研究法の講義を十二時からきいた。帰路、ファ カーソン氏とシェレーの像をみた。一月二十三日、終日好天気。午前十時からスタウト氏の「
W
ill	 ノ心理」 （不詳）の講義がはじまった。夕方、公園を散
歩。サマーズ師から手紙と詩が送られてきた。 『国民之友』の記者に答えた『新美辞学』についての文章（書評）が、きょう届いた新聞に載っていた。
一月二十四日（土） 、くもり。国から新聞がとどいた。一月二十五日（日） 、朝教会にいった。二十六日、くもり。風がふいた。春陽堂へ送る原
稿をかいた。一月二十七日、午前中講義をききにいった。午後、 「英国の小説界」の現況をかい 原稿を脱稿 一月二十八日、晴。注文し
	M
ind	
その他の雑誌がとどいた。夜、 「新劇場」にいき、 「かれの
女ヒイズ・ランドレディ
主人
」 （一幕の小喜劇）と「か
リトル・フレンチ・ミリナ
わいいフランスの夫人帽子屋」 （道
ファルス
化芝居）をみた。
一月三十日（金） 、くもり。午前中、講義をききにいった。国から新聞がとどき 高山
樗ちょ
牛ぎゅう
（一八七一～一九〇二、明治期の評論家）の死と大
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磯の大火のことを知った。午後、塩川君がやってきた。サマーズ師に返書をだした。三十一日、くもり。午後、豊崎君がきたので、イシス川あたりを散策した。
二月一日（日） 、快晴。午前中、教会にいった。二日、くもり。女学会の原稿を脱稿。二月三日、くもり。午前中、講義をききにいった。夜、
「新劇場」にいき、ライリィ女史の「ネズミと人間」をみた。かなりの出来であった。新聞および早稲田の校友名簿などが届いた。二月四日（水） 、くもり。女学会への原稿、葉書などを国に送った。午後四時、マンチェスター・カレッジの豊崎君の部屋にお茶に招かれた。ベルギー人、塩川、旧福井藩主松平春獄の末子などが来ていた。二月五日、くもり。午前中、いつものように講義にでた。二月六日、くもり。午前中、講義に出席した。二月七日（土） 、くもり。散髪と銭湯にいき、帰路塩川君をたずねた。二月八日（日） 、くもり。午前中、教会にいった。塩川君から『日々新聞』 （元旦のもの）を借りてよんだ。二月九日、快晴。三月十日、くもり。戸外の気温四十七、八度（華氏） 。きょうは外とうを着ないで学校へいった。夜、 「新劇場」でローマの役者の「
永エターナル・シティ
遠の市
」をみた。ビー・トリー一座の者という。
二月十一日、快晴。終日下宿で読書をした。二月十二日（木） 、快晴。午前中、講義にでた。ファーカーソン氏から、来週の月曜に昼食をいっ
しょにとり いといわれた。こ 日、インキや葉書をも めた。二月十 日、快晴。午前中、講義をうけた。坪内氏に雑誌を送った。塩川君がやってきた。二月十四日（土） 、く り。けさ東儀鉄笛（一八六 ～一九二五、明治・大正期の音楽家 俳優）その他から手紙や葉書がきた。二月十五日（日） 、くもり 午前中、教会へいった。
二月十六日（月） 、くもり。正午よりファーカーソン氏宅で昼食をとり、のち
植ボタニック・ガーデンズ
物園
（マグダレン・ブリッジにある）を散歩した。二月十
七日、晴。午前中、講義 でた。二月十八日 快晴。二月十九日、国から くさんの来状 『歌舞伎』 、鷗外の『両浦島』 、新聞などが届いた 塩川君から小松宮逝去のむね知らされ
本ハイ・ストリート
通り
で枕時計を買った。三シリング十一ペンスほど。二月二十日、午前中、講義にでた。ロンドンの
サマーズ師から手紙がきた。神の
無オムニポテンツ
限力
について書かれたもの（切抜き）を送ってきた。二月二十一日（土） 、くもり。昨日あたりから、暖くな
ってきた。夜、塩川君がやってきた。二十二日（ ） 、くもり。午前中、教会にいった。午後、豊崎君がやってきた。
二月二十三日、くもり。のち雨。寒気がもどった。夜、サマーズ師に長文の手紙をかいた。中味は宗教論である。ブラックウェル書店から未払
いの分（六シリング）の請求書 届いた。二月 四 、くもり 寒気はつよい。午前中、講義に出た。ブラックウェル書店に送金した。二月二十五日、快晴。午前中、銭湯にいった 二月二十六日 快晴 午前中 講義に出席 寒いうえ 、風が吹いた。二月 十七
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講義に出席。ドイツにいる金子君に、早稲田にもどってからの執務時間のことなどについて、打合わせの手紙をだした。
十月にベルリンに移動するつもりなので、下宿のことを言い送った。二月二十八日（土） 、くもり。三月一日（日） 、風雨。けさ『太陽』および長谷川天渓（一八七六～一九四〇、明治から昭和期にかけての評論家・英文学者。東京専門学校を
出たのち、雑誌『太陽』の編集に従事。のち母校で英文学を講じた）から手紙がきた。午前中、マンスフィールド・カレッジの教会にいき、グラスゴーの有名な神学者ジョン・アダム・スミスの説教をきいた。午後、豊崎君がやってきた。四時半にスタウト氏をたずね、精神と肉体の関係快苦のことなどについて論じあった。生
フィスィオロヂ
理学の研究はあるていど必要であるが、帰国後なさるるべしとの説であった。夜、ユニバーシティ・チャ
ペル（不詳）に説教をききにいったが、なかった。
三月二日（月） 、雨。午後五時から、豊崎君といっしょにエグザミネーション・スクールズにおいて、詩学教授ブラッドリーによるイアーゴー
（シェイクスピアの『オセロ』に登場する陰険邪悪な人間）の講義をきいた。講義の趣意は、つぎのようなものであった。　―
イアーゴーは非凡なる悪党であるが、悪事をなす動機があった。野心のつよい人間は、じぶんより上の人間を好まない。これを苦しめて、
みずから慰める。これはこの種の人間 性質である。性格から来ているという。
三月三日、雨。けさは新聞が、午後からは『小天地』が届いた。きょうはファーカーソン氏の講義はなかった。夜、 「新劇場」に出かけ、ポー
ル作の「道
ザ・クラウン
化師」という喜劇をみた。かなりの出来栄えであった。三月四日、快晴。三月五日、雨。午前中、講義に出席。三月六日、快晴。午前
中、講義をきいた。帰路、トーマス・ハーディ（一八四〇～一九二八、イギリスの詩人・小説家）の『テス』とナサニエル・ホーソン（一八〇四～六四 アメリカの小説家）の『緋文字』をもとめた。夜、 「新劇場」にいき、 「う
ザ・ライアズ
そつきたち」をみた。女主人公役の女優の顔の表情は、絶妙で
あった。
三月七日、くもり。三月八日（ ）快晴。午前中、教会へいった このつぎの土曜 にロンドンにいく決心をした。午後、豊崎君がやってきた。
日本の議会解散後の選挙のようすなどのうわさを耳にした。塩川君はイーストボーン（イ グランド南東部
―
イースト・サセックスの英国海峡
にのぞむ保養地）にいるという。日本の宅へ葉書をだした。日本公使館の浮田氏に議会の入場券を依頼し
きょうは日本を出発して満一年の記念日であった。三月十日、くもり。午前中、講義にでた。夜、市
タウンホー ル
公会堂に音楽をききにいった。バッハのミ
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サ曲を二百人ほどの歌手がうたう雄大な曲であった。ソプラノの歌手は、すぐれていた。この日、東儀、坪内氏らに手紙および雑誌などを送った。京都の藤原家には、イギリスの学校教育のようすを知らせ、年
イヤーブック
報やオクスフォードの写真帖などを送った。
三月十一日（水） 、快晴。午後、図書館（ボードレー図書館？）にいき、ウィリアム・スミス・ロックストロ（一八二三～一八九五、音楽学者。
ピアニスト、作曲家）の音楽史のことを調べた。夜は「新劇場」にいき、 「
よピナフォー
だれ掛
」という喜劇オペラをみた。ヒロインのソプラノの声は、ひ
じょうにすばらしいものであったが、他はまずかった。筋はつまらなかった。帰宅後、公使館の浮田君から議会の傍聴券が届いていた。三月十二日、くもり。午前中 講義に出席し 。帰路、豊崎氏を ずね、カバンを借り ロンドン行のためである。
ロンドンへ。三月十三日（金） 、快晴。朝講義に出ようとしたが間にあわなかった。帰路、クツ底を修理してもらおうとしたが時間がなかった。昼食後、す
ぐロンドンにむかった。一時十三分発の直行列車に り 二時半ユーストン駅に到着。トリングトン
広スクウェア
場
十四番地の下宿屋のドアをたたいたが、
一週間だけの部屋はない、とことわられた。 かたなく、昨年はじめてロンド で下宿した―トリングトン広場五十八番地をたずねた。
給仕と下宿人の一部は、むかしのまゝであったが、経営者はかわっていた。主人はドイツ人であり、あまり上品でない老人。女房はフランス人
であり、五十歳台のやゝ上品 女性であった 先夫の娘とそ 亭主が来客とし 来てい ほかにい の夫の間にできた娘が一人いた。夜七時すぎに夕食をとったが、食後、娘とトルストイの『復活』にはじまり、いろいろ小説の話など した。娘 わく。　―
トルストイはおもしろいが、ぜんたい的に気がめいる。厭世的である。ゴーリキ（一八六八～一九三六、ロシアの小説家・劇作家）の新作
をよんでみたが、これもまたひじょうに気をめ らせる。ゾラはあまり好きでない。同夜 劇場へいそいだが間にあわなかった。しかたなく「オクスフォード・ミュージック・ホール」へいき、十時すぎ宿に帰った。
今夕、サマーズ師にロンドンに来た旨の葉書をだした。この日 『エレン・テリー』 （同人は有名な舞台女優［一八四七～一九二八］ 。シェイク
ス物によく出演した）と題する本 もとめた。一シリング半。
三月十四日（土） 、雨。朝大英博物館の読書室にいき、利用許可証更新の手つづきをとった。のち絵画史をしらべ 昼食後、退館した。それよ
りヘイマーケット（ロンドンのウエスト・エンドにある劇場街） 出 け 「ヒズ・マジェスティ劇場」の昼興行（ハーバート・ビアボーム・ト
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ゥリー［一八五二～一九一七］ 、イギリスの俳優兼興行主）の「復活」をみた。開演は二時十五分。
アシュウェルの表情は、評判どおりよかったが、トゥリーの芸は、あまり感心しなかった。第一場は牧
アイデリック
歌的でありよかった。獄屋の場における
アシュウェルの芸はよかった。終幕はおもしろく、五時におわった。
夕食は家政婦と二人でとった。この女性は四十代、な い間南米でくらしたという。外国旅行は好きであり、中国や日本にも行ってみたいとい
った。
夜、 「リリック劇場」で、キップリング（一八六五～一九三六、イギリスの作家）の芝居をみようとしたが、土曜の晩であり、大入り満員のた
め客止めとなっていた。代わって
曲ヒポドゥロウム
芸場
へいったが、そこも入場をことわられた。そこで「
帝エムパイア
国
」という
寄
ミュージック・ホール
席
に入った。いろいろな演技を
やっていたが、中には日本のコマまわし、足芸もあった。芸人は男三人と女一人、かなりかっさいを浴びていた。サマーズ師から返書がきた。
三月十五日（日） 、くもり。けさオクスフォード・サーカスちかくにあるリトル・ポートランド・チャペルにストップフォード・ブルック（ユ
ニテリアン教徒）という人の説教を聞きにいった。宗教の極意は、わずかな道徳に無限 努力をくわえるにあり、と っ 大意であった。牧師はでっぷりとした白髪の、政治家タイプの愛 ょうのある老人であった。午後はランガム・プレスにある「クウィーンズ・ホール」 （一八九三～一九四一まで存続）にコンサートを聴きにいった。コンダクターは、以前にシュトラウスものを指揮したウッドという人。バイオリンの独奏 、イレーネ・ペンソという名の名手。ほかにシューマン マ フレッド、リヒャルト・シュトラウスのドン・ジュアンなどの絶唱をきいた。席料は二シリング半であった。
三月十六日、晴。さむい。午前中にサマーズ師宅を訪問した。夫人は 母親が昨夜亡くなったので、けさバーミンガム（イングランド中部の工
業都市。英国第二の都市）へむかったという。この日、サマーズ師宅 下宿 ていた好
よし
本もと
督ただす
（一八七八～一九四八）と会った。かれは大阪のひと
である。中学を四年で修了したのち東京高等商業学校［現・一ツ橋大学］ 進んだが、のちロンドンで慈善事業につくしたり、オクスフォードのジーザス・カレッジで宗教学・神学をまなんだ。同人は弱視者であった。
当時、サマーズ師宅に下宿していた日本人は、つぎのような人々であった。
浅井（龍太郎？）……明治二十六年（一八九三） 、早稲田政経卒。ロンドンで就職。
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林川（源太郎？）……明治二十九年（一八九六） 、早稲田文科卒。
島村はこのとき好本より、井上円
えん
了りょう
（一八五八～一九一九、明治期の仏教哲学者。哲学館［現・東洋大学］の創設者）がイギリスに来ているこ
とを耳にした。井上は明治三十五年（一九〇二）十一月中旬、航西の途にあがり、翌明治三十六年一月二十四日ロンドンに到着した。日本公使館のちかくの街に投宿すると、倹約してくらした。
井上を好本に紹介したのは林公使であった。好本はオクスフォードでヨークシア（イングランド北東部）のバレー村出身の富豪の娘ミス・アー
ノルド・フォスター
（６）
としたしかったので、井上のために宿泊その他の便宜をはかってもらうことができた。島村は茶のあとまで長居したが、やが
て春陽堂から送られてきた原稿用紙、雑誌および新聞のつつみを受けとると辞去した。夜は「ドルリーレーン劇場」で、ダン・レノ（一八六〇～一九〇四、喜劇役者）が演じるマザーグースのパントマイム 無言劇）をみた。
三月十七日（火）くもり、さむい。午前中に日本公使館におもむき、浮田書記官に衆議院の傍聴券を手に入れてくれたので、チップとして二シ
リングあたえた。国会議事堂で海軍の条款のこと、水の供給のことなどについて討議していたが、活気なく、途中から帰った。夜は「デューク・オブ・ヨーク劇場」にいき、ジェームズ・マスュウ・バリ（一八六〇～一九三七、スコットランドの劇作家・小説家）作のＨ・Ｂ・アーヴィングが演じる「アドミラブル・クリヒトン」 （喜劇）をみ きわめてさみ い印象をえた。
三月十八日（水） 、くもり。朝、ガウアー街七十六番地に下宿している三宅
雪せつ
嶺れい
（一八六〇～一九四五、明治から昭和期にかけての評論家。雑
誌『日本人』を創刊）をたずね、二時間ほど話しあった。三宅によると、十代二十代で洋行すれば、刺激がつよく 見るもの聞くものが珍らしいが、四十代をこすと、それほどのことはないという。
三宅は明治三十五年（一九〇二）四 六
―
世界漫遊の旅に出、神戸からフランス郵船で出発し、香港、シンガポールをへてマルセーユに
上陸し、七月二 六日パリに到着した。画家の中村不析に案内されてパリ見物をしたのち 月一日イギリスにむかい、同日の夕方六時ごろロンドンに着き ガウアー街の下宿屋に入っ その後、欧州各国を巡遊し 翌年帰国した。
長い期間、方々を旅行してまわれば、ばく大な金がいることはいうまでもない。いったいその金は、どこから出ていたのか。出資もとは、島村
のばあいと同じように、京都の「藤原商店」であった。この木綿問屋の息子は、三宅が早稲田でおしえていたときの受講生であった。藤原家の先
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のをわすれ、大英博物館の読書室で手紙をかき、郵送をたのんだ。のち「ストラント劇場」で「チャイニーズ・ハネムーン」をみ、夜は「リリック劇場」で、キップリングの「ザ・ライト・ザット・フェイルド」 （
“消えた光”の意）をみた。ロバートの演技も結末もよかった。
三月十九日（木） 、晴。風があり、さむい。午前中、市街を散歩したのち、大英博物館にいった。同館で昼食をとったのち、
曲ヒポドゥロウム
芸場
にいき、ド
イツのライオン使いが、三十一頭のライオンを犬のように使うのをみたが、危険なおもいをした。帰途チャーリングクロス（ロンドンの中心部、トラファルガー広場にちかい）で古書を数冊もとめた。夜は「新
ニュースィアタ
劇場」でウィンダムの芸をみた。題は「ローズマリー」といった。劇場内はひじ
ょうに華やかであった。この日 下宿代一ポンド一三シリング半 支払った。三宅氏から画帖が届いた。
三月二十日（金） 、晴、風があった。午前中、郵船会社に板倉氏（不詳）をたずね、午後は大英博物館の読書室へいった。四時ごろ下宿に帰り、
明日出発の荷づくりなどをし けさ革の手ぶくろを求めた。二シリング半。また古書でロバート・バーンズ（一七五九～九六、スコットランドの詩人）の詩集や辞書などを買った。二十歳くらいの下宿 次女は、 「フラム座」において「おとぎの国 コケモモ」に出演しているとのことであった。下宿 者は、日本の絵葉書をほしがった で、オクスフォードにもどったら送ること 約束した。
夕方六時半ごろ外出し、トテナム・コート・ロードで夕食をとった。七時半ごろ、ユーストン・ロードにいた。三月三十一日（土） 、晴。朝九時すぎ辻馬車で出発した。下宿へ五シリング 給仕に一シリングの茶代、御者に二シリング支払った。九時五〇分発の汽車でロンドンをたち、 一時すぎオクスフォードに到着した。国から手紙や葉書、雑誌がたくさん来ていた。
代は、倹約のため、よういに電灯さえつけぬくらいつましくして金をためたが、息子の代になり、人のため世 に金を使うことを考えた。
何かの話の折に、三宅を洋行させてはという話が、陸
くが
羯かつ
南なん
（一八五七～一九〇七、明治期の
評論家）を通してあった。三宅は条件つきではこまるが、自由に旅行できるのであれば、ということで出発した（三宅雪嶺著『大学今昔譚』我観社、昭和
21・
12、五四～一五五頁） 。
両人は宗教のこと、道徳のことを話題にしたようである。三宅は、今月いっぱいロンドンに
いて、そのあ アメリカにむかうといった。帰りぎわに、ロシアの画帖をも ったが、持帰る
三宅雪嶺
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三月二十二日（日） 、快晴。風があったが陽気はあたたかであった。午前中、教会へいった。ところどころに桃に似た花が咲いていたが、アー
モンドの花という。午後、公園を散歩したのち、豊崎とカーペンター氏宅に茶をのみに出かけた。聖書学者のチェーン氏と会った。
三月二十 日、快晴、夜にかけて雨がふった。午前中、銭湯にいった。帰途、トルストイの著作を多く売っている書店に寄った。豊崎君をたず
ねた。ロンドン 下宿その他へ、錦絵などを送っ 。
三月二十四日、快晴、午後、豊崎君がやってきた。いっしょに散歩した。夜、 「新劇場」において、 「ネル・グリン」というものをみ 。時代劇
であったが、感心しなかった。ドイツの金子君から来状。学校 ことについての返事であった。三月二十五日（水） 、快晴。本や雑誌などをよんですごした。夕方、坪内、田中等に葉書をだした。三月二十六日、快晴 風があった。春めいてきたが、風がよくふい 坪内氏から手紙が届き、菊五郎の死をつ えていた。ロ ンの田中君より、ロンドンに来ないかといってきた。
トリングトン広場の下宿から、古葉書（ 本の？）くれないかといってきた。春陽堂に送る原稿の準備をした。三月二十七日。雨のち晴。終日家にいて日記をかいた。錦絵 きょう着き、何枚かを下宿のものに与えた。三月二十八日（土） 、くもり。風が
あったが、陽気はあたたかであった。午後、豊崎君がやってきた。塩川君が来週の火曜日にオクスフォードを出立し、ロンドンに寄ったのち帰国することを耳にした。よって明日午後七時より 島村の で惜別 茶会をひ くことにし、その旨を本人に伝えるため下宿を訪れたら、カゼでふせていた。
直ちに引き返し、夜豊崎君と市
タウン・ホー ル
公会堂へいき、通俗的音楽とクラッシック音楽の両方をきいた。入場料は六ペンス。十時ごろおわった。
三月二十九日（日） 、晴。午前中、教会へいった。午後ドイツにいる古川君（不詳） 、ロンドンの田中君、トリングトン広場の下宿屋のデーヴィ
ス夫人、ミス・バルディリへ古葉書や錦絵を送った。また郵船会社の板倉 に錦絵到着の礼状をだした。
午後七時
―
豊崎、塩川の両君がやってきた。菓子やオレンジなども買っておいたので茶会をひらいた。ロンドンの暗黒面、女子教育のことが
話題になり、十時ごろ散会した。茶をのみ 違例の食物をとっ めに腹が張り、夜よくねむれなかった。
三月三十日、快晴。風がふいた。午前中 原稿をかき 午後は豊崎君と公園のむこうにあるメソポタミアとい 所を散歩した。帰路、聖書やエ
ドガー・アラン・ポーの短篇集をもとめた。夜、原稿をかいた。風がつよい……。
三月三十一日、晴。原稿をかいた。夜「新劇場」にいき、探偵小説風の「ア・バッド・キャラクター」というメロドラマをみた。
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四月一日（水） 、くもり。サマーズ師から手紙がきた。原稿のつづきを書いた。坪内氏に送ったオペラ見物記を雑誌に載せたいといってきた。
四月二日、くもり。塩川君の出発の日なので、同君の下宿をおとずれた。午後一時十三分発の汽車で出発するのを見送った。こん夜、原稿をかきおえた。少々頭痛気味であった。四月三 （金） くもり。けさ春陽堂に原稿を送った。豊崎君にカバンを返しにいき、帰路散髪したのち銭湯にいった。夜、サマーズ師に手紙をだした。四月四日、くもり。午後図書館にいき、トマス・ハーディ（一八四〇～一九二八 イギリスの詩人・小説家）の評論をしらべた。帰路、ダンテ・ガブリエル・ロゼッティ（一八二八～八二 前ラファエル派の詩人・画家）論を買った。二シリング。
四月五日（日） 、快晴。午前中、教会（十三世紀に創建された「セント・ジャイルズ教会」のことか）にいき、午後七時ふたたび同教会におも
むいた。棕
パー ム・サンディ
櫚の聖日（復活祭直前の日曜日で、キリストが受難をまえにイエルサレムに入った記念日）のためである。この夜、しゅろの葉をもら
った。四月六日、くもり。午後図書館にいき、ハーディ ことなどを調べた。明日、ロンドンに出立する用意をした。
ふたたびロンドンへ。四月七日、小雨。風があった。朝九時半 下宿を出て駅にむかった。汽車の時間をまちがえ、十時四十三分まで駅ですごした。ロンドン 十二
時に着いた。一時半サマーズ師宅につ た。終日 話をした。四月八日、快晴 大英博物館にいった。美学の書などをよんだ。午後七時すぎ退館し、夕食をとったのちユーストン街を散歩し 夜、十一時ごろ帰宅。四月九日（木） 、くもり。新聞などが着いていた。南ロンドンにいる田中君より来訪をのぞむ便りがきた。四月十日（金） 、霧がすこしあっ 朝 ちかくの礼拝堂（教会） 午後、田中君 訪問しようとロンドン橋までいったが、馬車 便がすくな め帰宅 た。
この夜、湖水地方へいしょに旅行したシムス夫婦が、日曜学校の子どもたち十余名あまりを連れてやってきた。夜、おそくまで同夫婦と話をし
た。
四月十一日（土） 、けさ田中君がやってき 。午後まで話をした。同君、八月十四日の船で帰国するという すこし頭痛 したので、早目にベ
ッドに入った。四月十二日（日） 、快晴のち雨。夜、教会にいった。寒風にあたったせいか、腹痛がした。帰宅後、好本君から
宝ほう
丹たん
（頭痛、はき
け、めまいのとき用いる薬）をもら 、それを飲んで床に入った。このごろ風がつめたい。
四月十三日（月） 、快晴。きょうはイースタ・マンディ（復活祭の翌日）であった。市中は休みである。サウスケンジントンのエンペラーズ・
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ゲイト二十四番地の浜口（不詳）の下宿にあつまった者は、左記の面々であった。
田中穂積（一八七六～一九三一）……早大留学生、英米で財政学をまなんだ。内田銀蔵（一八七三～一九 ）……明治・ 正期の歴史学者。英仏独に留学後、京大教授。井上雅二（一八七七～？）……………海軍機関学校を退学し、東京専門 校英語政治科卒業。 「日本新聞」通信員。島村抱月
ら五名であった。五名は、午後五時半ごろ近所の写真館にいき写真をとった。十二枚で二十五シリング。帰路公園をとおり、浜口君の下宿で会食。夜十時ごろ散会し この日の費用はすべて八シリング五ペンス。十一時半帰着 日本の学校のおもなる人びとに葉書 だした。
四月十四日（火） 、熱さらず終日ベッドですごした。四月十五日、寒風つよく、午後雪がふった。午後、芝居をみに出かけたが、間に合わなか
ったり、中に入れなかった。帰路、ニューボンド
街
ストリート
の「山中」という日本店にいき、
七しっ
宝ぽう
花びん一対をもとめて帰宅した。三〇シリング。夜、
フロに入って就寝。四月十六日（木） 快晴。ロンドン滞在を二、三日のばすことにした。午後三時ごろ、浜口君がやってきた。つぎの日本人会で「日本の著名婦人」という演題で講演することになり、いろい 質問をうけた。
同人は五時ごろ帰った。六時ごろ、 「ヒイズ・マヂェスティ劇場」にいき、ふたたびトゥリーの「復活」をみ、十二時ごろ帰宅した。日本 ら
新聞が届いた。坪内氏に見舞いの葉書をだした。クリスマスごろよりもずっと寒くなり、寒暖計は二〇度以下までさがるという記事をみた。
四月十七日（金） 、晴。寒いのではだ着をもとめた。三シリング十一ペンス。きょうサマーズ夫妻と好本君らは、宗教上の会合に出席のため、
リバプール（イングランド―マージーサイド州の州都。港町）に出かけた。いなかの親戚の子どもたちも、きょう った。土産代 して一シリングあたえた。夜、 「インペリアル劇場」で、エレン・テリーの「ザ・ヴァイキ グ」をみた。
四月十八日（土） 、晴。きょうあたりより天候が回復した。午後、 「セント・ジェイムズ劇場」にいき、Ｇ・アレキサンダーの「古きハイデルベ
ルク」をみた。この昼興行の観客の七、八割は女性 あった。い ん 宅し、夜はちかくの「アレキサ ダー劇場」をのぞいたが、芝居は感心しなかった。四月十九日（日） 、晴。けさオクスフォ ド 戻ることに 下女に三シリ グ茶代としてあたえた。午前十時半すぎにサマーズ
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装置品店の一室をかりることにし、食事だけはホテルでとることにした。宿代は二シリング半。夕食は三シリング半。昼食と朝食とで二シリング半。しめて九シリング半の払い なった。オクスフォードの下宿には、あす十一時五十五分の汽車で帰るむねの葉書をだした。
市内を一覧することにした。ストラットフォード・オン・エーヴォンは、清潔な、しっかりとしたつくりの田舎町である。当時の人口は、約八
三〇〇人ほどであった（ベディカー『大ブリテン島』一九〇六年刊、二五八頁） 。島村は「小
しょう
町まち
ニテ人口一万ニ達セズ瀟
しょう
洒しゃ
タル所
ところ
也なり
」 （ 「日記」 ）と
いっている。景色がなんとなく新鮮なのは、エーヴォン川の水があるためであろう、という。
島村が見物したのは、つぎのような建物であった。
師宅を出たけれど、十一時四十五分の汽車に間にあわなかった。よって荷物をあずけ、公園を散歩し、午後三時二十分の列車でオクスフォード むかった。五時すぎ帰着。坪内氏の著書 少年文学もの 『歌舞伎』 『早稲田学報』などが届いていた。
四月二十一日（火） 、晴。夜、 「新劇場」で「ザ・カジノ・ガール」という道化芝居のミュージ
カルをみた。
ストラットフォード・オン・エーヴォン（イングランドのウォリックシア州のエーヴォン川沿い
の町。シェイクスピアの生地）へ
四月二十二日（水） 、くもり。風はつめたい。けさ思いたったようにシェイクスピアの里に行
くことにした。あすはシェイクスピア記念日だからである。白シャツを四シリング半だして一枚もとめた。十一時十三分の汽車にのり、途中レミントン（イングランド中部 町） 乗りかえ、ストラットフォード・オン・エーヴォンには、二時間ほどで着いた
ゴールデン・ホテル（ブリッジ街）に投じたが、客で込みあい空部屋なく、すぐむかいの室内
ストラットフォード・オン・エーヴォンの町。
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シェイクスピア
記
メモリアル・ビルディング
念館
……エーヴォン川の西河岸にあり、劇場・絵画陳列室・図書室をふくむ。入場料は六ペンス。もっとも古いシェイクスピア
の肖像、シェイクスピア劇の人物に扮した諸名優の画や庭にはシェイクスピアの銅像があった。奥に記念劇場があったが、いまふうのレンガの建物であり、土地の由緒と調和していないように感じられた。
聖ホウリ・トリニティ・チャーチ
三位一体教会
	
………………エーヴォン川の河岸にある。 シェイクスピアの墓は、 同教会の礼拝堂の
内チャンセル
陳
にある
（７）
。 島村は「沙
さ
翁おう
（
S
hakespeare の音訳）
ノ埋骨ノ所
其その
妻ノト
幷なら
ビテアリ」という（ 「日記」 ） 。この教会の入場料は六ペンス。ほかに記念切手一シリングと教会
案内記（三ペンス）をもとめた。教会のうしろはエーヴォン川、そ 景色はひじょうによかった。ボートに恋人をのせてこぐ少年をみた。折しも空はくもり、風はさむく、一種の感をよんだ。
グラマースクール
	
……………
（中等学校）
チャーチ街にある学校 シェイクスピアが少年 ころに通ったところ。入場料は六ペンス。
シェイクスピアの生家
	
………ヘンリー街にある。シェイクスピアは一五六四年（永禄七年）四月二十三日、この家で生まれた。入場料は一シリン
グ。この生家をおとずれる外国人観光客 なかで１／３はアメリカ人であったようだ。島村がおとずれたころ、年に四万五〇〇〇人ほども見学にやってきた。この家はたびたび修復され、こんにちに至っている 、床・壁・天井などの建材は当時のまゝであるという（ベディカの『大ブリテン島』 二五九頁） 。 「来客名簿」が置かれていない時代に生家をおとずれた者の中には落書きする者もいて、かれらは壁や天井や窓などにじぶんの名を刻んでいった。中には、つぎのような著名な文学者もいる。サー・ウォルター・スコット（一七七一～一八三二 スコットランドの詩人 作家）トマス・カ ライル（一七九五～一八八 、スコットランド生れ評論家・思想家）
    この二人は、窓ガラスにじぶんたちの名前を刻んだ。
ジョージ・ゴードン・バ ロン（一七八八～一 二四、イギリスのロマン派詩人）
壁にじぶんの名を刻んだ。
ロバート・ブラウニング（一八一二～一八六一、イギリスの詩人）
横よこげた
桁にじぶんの名を刻んだ。
ウィリアム・メイクピース・サッカレー（ ～一八六三、イギリスの小説家）
天井にじぶんの名を刻んだ。
A
 P
ictorial &
 
D
escriptire G
uide to S
tratford-upon-A
ron,	W
ard,	
L
ock	and	C
o,	L
ondon, 刊行年不詳。
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のついでにブラックウェル書店（ブロード街四十八～五一番地）により、本を注文した。またラテン語とギリシャ語の文法書をもとめた。四月二十五日（土） 、快晴。ロンドンから好本君がやってきた。昨夜、オクスフォードに着いたという。午後、いっしょにイシス河岸を散歩した。書店より注文した本が一、二冊とどいた。
夕食のあと、下宿の女主人に、六月末に当地をはなれる旨をつたえた。四月二十六日（日） 、小雨。午前中、教会 いった。午後、豊崎君がき 小説のことなどを論じたのち、カーペンター氏の家に茶をのみにい
った。四月二十七日、くもり。午後四時、スタウト氏宅をおとずれた。来年からセントアンドル ズ大学（スコットランド東部の町、スコットラ
夜はシェイクスピア記念館で、ベンソン一座の「マクベス」をみた。ベンソン夫人がマクベス夫
人を演じたが、あまり感心しなかった。
四月二十三日（木） 、晴のちくもり。さむい。きょうはシェイク ピア記念日であるため、人も
多く、国旗がひらめいていた。二、三枚写真をとったのち、午後の贈花式に出席しないでオクスフォードに帰ることにした。十一時五十五分発の汽車にのり、午後二時すぎ帰着した。
昨夜、同宿の老婦人（シェイクスピア協会の書記）とシェイクスピアのことを話した。彼女はい
った。ベンソン夫人の演技はいまひとつものたりない感じです。イギリス人はシェイクスピアに冷淡です。ドイツのゲーテやシラーのような熱心さがないのは残念です。またフラン ス・ベーコン（一五六一～一六二六、イギリスの随筆家・哲学者・政治家）がシェイクスピアの代作者であったという説は、取るにたらぬもの、沙翁の作をなしうる人物ではない などとのべた。
午後、豊崎君がやってきた。政友会 破裂がおさまったといったうわさを耳にした。四月二十四日（金） 、くもり。アメリカにいる宝山君（不詳）から手紙がきた。イギリスの生活
費などについての問いあわせをうけた。昨夜から今夜にかけて写真の現像などをした。午後、散歩
シェイクスピアが生れた部屋。
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ンド最古の大学［一四一一年創設］ ）の教授になるという。バーナード・ボサンケ（一八四八～一九二三、イギリスの哲学者。一九〇三～一九〇八まで、セントアンドルーズ大教授。島村は同人の著書を愛読した）も同勤のはずだといった。
先日ロンドンでもとめた花びんを、謝礼としてスタウト氏に贈った。
M
yer （不詳）の書については、ひじょうに不満のようであった。ベルリ
ンの一教授に紹介状をかいてくれるよう依頼して帰宅した。スタウト氏の写真を二枚もらった。
夜、ロンドンの浜口（不詳）から手紙と写真がとどいた。四月二十八日、快晴。午後、豊崎君のところに茶をのみにいった。キングストン街八番地に住む細君と娘二名の来客があった。ディヴィスとい
う学生もいた。あとから山崎という新来の日本学生もきた。夜、 「新劇場」で「闘
トレアドール
牛士」をふたたびみた。四月二十九日（水） 、快晴。新学期がは
じまった。
午前十時からスタウト氏の心理学を聴講にいった。題は「心理学と知識論」 「子どもと動物」である。この日、Ａ・Ｃ・ブラッドリー氏（一八
五一～一九三五、英文学者。のちリバープール、グラスゴー両大学の ）のワーズワー の講義を聴いた。これは公開講座であり、婦人の聴講者が多かった。ブラッドリー氏から 返事が届き、来週の土曜日、十二時半に来 くれとのこと。午後、春陽堂に送る原稿（トゥリーの「復活」見物記）を きはじめた。
四月三十日（木） 、朝好本君がきた。サマーズ夫人から手紙がき 午後四時まで、原稿をかい 夜、音楽会にいこうとおもったが、見あわ
せた。
五月一日（金） 、くもりのち雨。帰路
	T テーラーaylor• ・I インスティテュートnstitute （一八五四年に創設されたヨーロッパ語を研究するための図書館『セント・ジャイルズ
街とボーモント街が交わる角にある）に寄り イツ語の授業に出ることにした。日本から新聞や『帝国文学』などが届いた。午後、小杉（不詳）や紀
きの
淑よし
雄お
（一八六七～一九三六、東京専門学校文学科第一回卒業生。美学、美術史家。のち早大教授）などに手紙をだした。五月二日（土） 、
快晴。けさ散髪したのち入湯。十二時半に約束どお ブラッドリー氏宅（ ンヴェリ街二十八番地）おとずれ つぎのようなことが話題になった。　―
いまのイギリスの芝居も文学もつまらぬものが多い。とくに詩歌においてしかり。天才はいないのである。キップリングはあるていどまで
天才であるが、大した者ではない。シェイクスピア論者としてはエドワード・ダウデン（一 四三～一九一三、アイルランドの 芸評論家・シェ
（48）213
イムズ』紙により、政府と政友会とが仲直りしたことを知った。夜、ベルフォー君の招待により、クライスト・チャーチ・カレッジへ晩さんを食べにいった。五月五日 くもり。夜、市公会堂に ろう 芝居をみにいった。五月六日、午前中は講義をきゝ、午後はブラックウェル書店に本代をはらい、新 に本を注文した。夜は「新劇場」で「反抗するスーザン」をみ が、ちょっとよい作であった。
五月七日（木） 、くもりのち雨。午前中は聴講。午後、山崎君（不詳）がやってきた。ロンドンの日本料理店の話などを聞いた。夜、 「新劇場」
で「主教の転居」をみたが、これもよい芝居であった。この日、日本より『新小説』が届いたほか、西村真次君（一八七九～一八四三、大正・昭和期の歴史学者。早大史学科の基礎をつくった）からは葉書 、ロンドンの田中君からは手紙がきた。田中君は、オクスフォードを一遊したいという。
午前中、聴講にいった。ブラッドリー氏のワーズワースの講義は、きょうでおわった。テーラー・インスティテュートにおいて、ムア氏の講義
をきゝに った。夕方、講義の帰り豊崎君をたずね、ロンドンから田中君 やってき ら、同道案内してくれるようたのまれた。
スタウト氏の細君より、来る十八日に「コーパスクリスティ・カレッジ」 （一五一七年設立）において、気らくなお茶会があるので、来るよう
イクスピア学者）は第一人者である。いまのようすは知らないが、二、三十年まえの独仏の舞台は、ひじょうに簡素なものであった。
木版画を二、三枚贈り、この夏ロンドンで再会することを約して別れた。五月三日（日） くもり。午前中、教会にいった。昼食後、好本君ととなりの下宿屋
に住むウェールズ人の書生詩人をおとずれた。同人は無宗教であり、政治に不満がある。ゆえ カナダか日本に行きたいという。のちセリンコート氏宅をおとずれ、少年世界文学と錦絵一、二枚贈った。ベルフォーという名のクライスト・チャーチ・カレッジの学生と会い、その レッジの部屋をたずねたのち、島村の下宿にやってき
夜はベイリャル・カレッジの音楽会に出かけ、ホランダという婦人の歌曲をきいた。
イギリスのことを問いあわせてきた宝山君へ返事をだした。
五月四日（月） 、雨。午前中は講義をきいた。帰路新聞をみに市公会堂によった。 『タ
ビンゼイ村の古い教会（「アンティオキアの聖マーガレット」）。
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にいってきた。ブラックウェル書店に注文した『至
ハンドレッド・ベスト・ピクチャ
上の絵画百選』が届いた。きょう「ムーディズ書店」に、ジェームズ（ヘンリー？）とジョゼ
フ・コンラッド（一八五七～一九二四、イギリスの海洋小説家）の小説を注文し、為替五シリング五ペンスを送った。
五月九日（土） 、晴れ。終日、家ですごした。ロンドンの田中君に返事をだし、来る十三日（水）の午後にでも、オクスフォードに来るようい
った。くつの修繕をたのんだ。ダンテをよんだ。五月十日（日） 、くもり。午前中、教会にいった。日本から新聞が届いた。夕方、イシス川の河畔を散歩したが、雨のために満水であり、ポート牧
メドウ
草地（オクスフォードの郊外。すべての人が利用できる公共用地）のほとんどが湖水のように
なっていた。夜、川むこう ビンゼイ村（
B
insey ）に古い教会（ 「アンティオキア［古代シリアの首都］の聖マーガレット」
St. M
argaret of 
A アンティアック
ntioch	 のことか。この教会は十世紀ごろの創建）があ
ると聞いた。
五月十一日（月） 、くもり。修理に出したクツ、ムー
ディスへ注文した本などが届いた。田中君より、十三日にそちらに行くむねの返事がきた。夜は「新劇場」において、Ｊ・Ｋ・ジェローム（一八五九～一九二七、イギリスのユーモア作家）作の一幕ものとギリシャ神話にもとづく芝居をみた。いずれもおもしろかったが、ジェロームのものはとくによかった。五月十二日 火） 、晴。昨夜より寒気がつよい。夜、ふ たび「新劇場」に芝居をみに出かけた。ロマンチック物の「ルネ王」という幕ものは、おもしろかった。
五月十三日、晴天。午前中、聴講にいった。昼食後、
田中君をオクスフォードの駅に出迎え、図書館まえの「キングズ・アームズ」というホテルに泊らせた。島村
オクスフォード郊外の地図
オクスフォードの駅
オクスフォードの町
抱月が愛した
ポート牧草地
　    　メ ド ウ
†アンティオキアの聖マーガレット（教会）
ビンゼイ村
テムズ川（別名“イシス川”）
抱月の下宿×
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の下宿でいっしょにお茶をのみ、午後五時ごろイシス川の河畔を散歩した。夜はいっしょに豊崎君をたずね三人で閑談した。
五月十四日（木） 、くもり。風はつめたい。朝、聴講にいき、十時ごろ田中君と諸所を見学し、クライストチャーチの牧草地のブロード・ウォ
ーク（遊歩道）のベンチにすわって、日本における恋愛態度について話しあった。午後一時、豊崎君もくわわってクウィーン街の「ザ・クウィーン」というレストランでいっしょに食事をした。代金八シリングは、島村が払った。帰路、クライスト・チャーチなどを見たのち、島村の下宿で茶をのみながら歓談した。田中君は五時四十五分の汽車でロンドンに帰った。夜、 「新劇場」で キッツ・ロフタス一座の「
やノーティ
んちゃ
のナンシ
ー」 （ミュージカル・コメディ）をみた。いうほどもない作品であった。
五月十五日（金） 、朝、はれ。のち雨となる。午前中、聴講にいった。午後、豊崎、好本の両君がきた。話をしたのち散歩に出かけた。五月十
六日、くもり。午前中に入浴した（銭湯に行 たものか） 。夕方、山崎君をキ ストン街
ロード
六〇番地のロビンソン宅にたずねた。五月十七日（日） 、
くもり。午前中、教会にいった。午後好本君宅をたずねた。山崎君 きたので写真を撮った。 ち散歩に出かけた。
五月十八日、晴。午前中、聴講に出かけた。午後四時から「コーパスクリスティ・カレッジ」において、スタウト氏の茶会があり、それに出席
した。好本君に焼きつけた写真 二、三枚贈った。夜、 「新劇場」 おいて、オクスフォード大学演劇協会の興行「ベニスの商人」をみた。芸も黒人であった。五月十九日、晴。午後、好本君の下宿をおとずれ 。ディクソンという盲人が来てい ミス・ポーリングの「
金きん
蘭らん
簿ぼう
」 （したし
い友人の名簿）を持ち帰った。中の歌を英訳してくれと まれたからである。
五月二十日（水） 、午前中、聴講にいった。日本の新聞や『文学界』が届いた 後、好本君と散歩に出かけた。五月二十一日、快晴。午前中、
聴講にいった。きょうから“イングリッシュ・ウィーク”がはじまった。ボートレースをみにいっ 五月二十二日（金） 、快晴。午前中、講義をきゝにいった。日本から新聞が届いた あ くなった。午後、ミス ポーリ グの書画帖 歌な を書 てやった。夜、マンチェスター・カレッジでおこなわれる政治討論を傍聴しに出かけた。
山崎君の下宿先であるロビンソン宅にお茶に招かれたことを忘れており 山崎君が迎えにきたので同行し 娘さん 錦絵を贈った。五月二十三日（土） 、快晴。午後、豊崎君がやってきた。のち山崎君もやって来たので、島村は和服に着がえ写真をとっ 。のちボートレース
をみにいき、写真をとった。夜、島菊次郎君（不詳）の手紙が届いた。五月二十四日（日） 、快晴。午前中、教会にいった。 、好本・豊崎の二君がやって た。和服 着 写真をとった。五月二十五日、快晴 午前中、聴講にいった。ベルフォー君に招かれ、クライスト・チャーチ カ
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レッジの屋
はしけ
形船にいき、ボートレースをみた。
夕方、マンチェスター・カレッジの社会クラブの催しで道化芝居があったので、好本、ミス・ポーリング、島村の三人は観劇に出かけた。五月二十六日（火） 、快晴。午後、山崎君の下宿ロビンソン宅に、お茶に招かれた。席には女教師も来ており のち二曲奏し、歌もうたっ
夕方、散歩に出かけた。五月二十七日、くもり。午前中、聴講にいった。午後、ミス・ポーリング宅に写真を届けた。のち「新劇場」で、 「チルペリック」というコミック・オペラをみた。春陽堂への原稿をかいた（トゥリーの「復活」のつづき） 。
五月二十八日（木） 、くもり。午前中、聴講にいった。散髪したのち入浴。お昼すぎ、雷鳴がとどろき、雨やあられがふってきた。夜、オクス
フォードの社会 ラブにおいて、イギリスの帝国主義政策についての討論会があり、それを聞きにいった。
五月二十九日（金） 、雨。午前中、聴講にいった。きょうでド・セリンコート氏のミルトン
の講義はおわった。けさロンドンの内田銀蔵から、夏季講習会についての問い合わせの手紙がきた。よってエグザミネイション・スクールズ内なる
公
ユーニヴァースィティ・イクステンション・オフィス
開講座事務所
にいき、規則書
をもらい同君に送った。きょうドイツ行のこと、来年まで延ばすことを下宿先に伝えた。五月三十日（土） 、くもり。春陽堂に原稿と写真を送った。
五月三十一日（日） 、雨。午前中、教会にいった 後、豊崎君がや てきたので、いっし
ょにお茶をのんだ。ユニテリアン派の集会 招かれたが、サマーズ師に断わりの手紙をだした。
六月一日（月） 、晴。午前中、聴講にいった。夜、 「新劇場」において 「ムッシュ・ボケー
ル」 （時代もの）をみた。六月二日、くもり。山崎、好本両君らとイシス川河畔で写真をとった。六月三日、く り。午前中、聴講に った。午後、山崎君とともに河辺 散歩した。 『帝国文学百号記念』なる を、同君 下宿でみた。 『芝
プレイゴウア
居の常連』をもとめた。六月四日（木） 、
快晴。午前中、聴講にいった。内田君から来状 六月五日、晴 午前中、聴講 いった。帰路、ベルフォー君をたずねた。来週の火曜に に招待した。
イシス川に浮ぶクラブのはしけ。
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六月六日（土） 、午前中、図書館にいった。ミス・ウェルドの住所をしらべた。十一時八分、ロンドンからやってきた内田銀蔵君を駅で出迎え、
同道帰宅した。昼食ののち、学校へいったが、土曜日であったので夏期講習会申込所はしまっていた。ウェルド嬢宅をたずねたが、転宅していた。
お茶をのんだのち、同君のために下宿をさがし、隣りのキング夫人の紹介で、リッチモンド街
ロード
十六番地のミス・オーエン宅を見せてもらった。
内田君は午後七時二十三分の汽車で帰っていった。
六月七日（日） 、くもり。午前中、教会 いった。午後 豊崎、好本君らがきた。のちみなでクリック街十三番地のディクソンという盲学士の
ところに茶を飲みにいった。ケンブリッジを出た牧師も来ていて 宗教論とな 。六月八日、くもり。午後、豊崎君がきた。夜、 「新劇場」でベンソン一座による「パウロとフラ チェスカ」をみた。この芝居の書を書店 もとめた。四シリング半であった。
六月九日（火） 、雨。ミス・ハッキング方 パーク・クレセント二十二番地）を内田君の下宿として交渉した結果、返事がきたので、その旨を
同君に知らせた。またオーエン方は、急ぎ返事をもとめてき ので断わることにした。夜、オリヴァー・ゴールドスミス（一七二八～七四、アイルランド生れの英国詩人・作家）の「負けるが勝ち」をみた。六月十日、午前中、聴講にいった。六月十一日（木） 、午前中、聴講に った。金子、サマーズ師か 手紙がき 。湯浅吉郎（在ロンドン）君から、あすオクスフォード 行くといってきたので、豊崎君と茶のことを相談した。
六月十二日（金） 、晴。風はつめたい。午前中に好本君と停車場にいき、ロンドンからの来客三名を出迎えた。すなわ 、
―
湯浅吉郎
　
柳原（華族）
　
寺島（華族）
いっしょに諸処を見物し、昼食は「クウィーン」でとった。レストランの代金は、寺島君がもち、お茶は、島村の下宿でとった。豊崎をふくめ
つごう六名。写真を一枚とり、皆を停車場まで見送った。寺島は一汽車おくらせ、湯浅 柳原の二人は ストラット ・オン・エーヴォンにむかった。夕刻、ミス・ハッキング方を内田君の下宿とすることにした。夜、シェイクスピアの「ウィンザーの陽気な女房たち」をみ
六月十三日（土） 、小雨。午前中、銭湯にいった。午後、山崎、好本の二君が茶をのみにきた。夜、 「ハムレット」をみた。六月 四日（日） 、
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雨。午前十一時にカトリック教会にいった。カトリックの儀式はひじょうにこみ入っている。しかし、音楽はよい。午後、湯浅・豊崎・好本の三君がきた。のち好本君をたずねた。同君はあすウスター（イングランド中西部）の盲人学校にいくという。
六月十五日、雨。朝、湯浅君がやってきた。いっしょに博物館にいき、絵画や彫刻などをみた。昼食後、書店に寄った。夜、日本から雑誌など
が届いた。自宅および京都の藤原家から来状。六月十六日（火） 、晴。午前中に湯浅・豊崎君らがきたので、古い教会があるビンゼイ村にいき、さらにイシス川に沿ってあるいた。ゴットストウ（不詳）までいき、河をまわって街にもどった。午後、ロビンソン氏宅に茶に招かれた。山崎君の部屋で、鈴木という商船学校の教師と会った。
六月十七日（水） 、午前中、聴講にいった。午後、スタウト氏をたずねたが、ロンドンにいったとかで不在であった。夜 坪内、五十嵐、西村、
金子、谷口、自宅に便りをだした。六月十八日、くもり 午前中、聴講にいった。のち荷づくりをした。ロンドンの寺島君から来状。クツを修理にだした。六月十九日（金） 、雨。荷づくり つづきをし 洋書を三冊、日本に送った。スタウト氏 手紙と写真を郵送し 。宝山君から明日くるとの葉書がエデンバラからきた。豊崎と好本 二君がやってきた。夜 約束のクツなおしができないので、雨のなか催促にいった。
ふたたびロンドンへ。六月二十日（土） 、くもり。風がつめたい。朝 好本君をたずねたのち郵便をだした。十時に辻馬車で出発した。御者に二シリング払った。十
時四十三分発の汽車でロンドンにむかった。十二時すぎ到着。停車場（パディング ン駅？）に荷物をあずけた 、大英博物館の読書室にいった。昼食をとった ち、モンタギュ街二十七番地の下宿を ずね、部屋をきめた。荷物をとりに停車場にもど 途中 コ モリがさを一本もとめ 十六シリング九ペンス。辻馬車代に二シリング半。内田君が会いにきた。火曜日に訪問することを約束した。
市内を散歩し、七時に夕食をとった。郵便をだし、新聞を買った。六月二十一日（日） 、午前中、セントポール大寺院に説教を聞きにいき 後は「サウスケンジントン博物館」にいっ 。六月二十二日、晴。
朝、一日くり上げてハムステッドヒース（ロンド 北西部の高地帯）の内田君 たずねた 近くの公園 ともに散歩した。景色はひじょうによかった。夜は「
帝インペリアル・スィアタ
国劇場
」でエレン・テリー（一八四七～一九二八、イギリスの女優）が演じるシェイクスピアの「空さわぎ」をみた。
宝山君その他から来状。オクスフォードに忘れてきたカミソリ砥石も届いた。
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六月二十三日（火） 、晴。午前中にサマーズ師宅をたずね、昼食ののち帰宅。夜、夕食後、カヴェントガーデン（ロンドン中央部）の劇場で、
オペラ「トリスタンとイゾルデ」その他をみた。六月二十四日、晴。午前中、大英博物館の読書室にいき、午後は「ヒズ・マヂュスティ劇場」でキップリングとアルフレッド・オースティン（一八三五～一九一三 イギリスの桂冠詩人）の芝居をみた。けさ中島茂一君（不詳）から来状。
六月二十五日（木） 、晴。午前中、日本公使館と田中穂積君をたずね、午後は下宿で読書をした。夜、 「ヴォードヴィル劇場」で、サー・ジェー
ムズ・マシュー（一八六〇～一九三七、イギリスの劇作家・小説家）の「
屋
クウォリティ・ストリート
敷町
」 （一九〇一）をみた。六月二十六日、晴。けさ宝山、阿部
能文（不詳）二君がやってきた。あすアーヴィング（一八三八～一九〇五、イギリスの俳優）をみる約束をした。午後は読書室へいき、夜は「ギャリック」で、フランスの女優ルジェヌが演じるデュマも をみた。
六月二十七日（土） 、晴。ここ数日、あつくなってきた。サマーズ師から結婚式に出てほしい旨の手紙がきた 正午に読書室で宝山君と落ちあ
い、昼食のあと「ドルリーレーン劇場」でアーヴィ グが演じる「ダンテ」をみた。夜、夕飯ののち「新劇場」でパトリック・キャンベル（一八六五～一九四〇、イギリスの女優）とジョ ・マ テ ・ハーヴィ（一八六 ～一九四四 イギリスの俳優、劇場支配 が演じるヘルマン・ズーダーマン（一八五七～一九二八、ドイツの小説家・劇作家）作の「生のよろこび」をみた。かなり 出来ばえであった。キャンベルの演技よかった。
六月二十八日（日） 、晴。午前中、セントポール大寺院にいった。午後は下宿ですごした。暑気がつよくなっ 。夕方、宝山君 やってき
サマーズ師には、あつくなければ結婚式に出席する旨つたえた。六月二十九日（月） 、晴。終日、読書室ですごした。夕方、宝山君がきた。いっしょに夕飯をたべたのち、ハイドパークに出かけ、中学制度のことなど話しあった。六月三十日 火） 、晴。午前十 時よりメア街のセンド・グラヴェル・ピット教会で カーペンター君 結婚式に出席した。
浜口君から来状。ケンブリッジには七月中旬にくるとのことである。夜、 「ウィンダム劇場」で、ウィンダム一座による「ゴリンジ夫人のネッ
クレス」をみた。
七月一日（水） 、晴。日本から新聞・雑誌、 『新小説』などが届いた。午後、 「アデルファイ において、サラ・ベルナ ル（一八四四～一
九二三、フランスの女優）が演じるナポレオンものをみた。七月二日、あつい。午前中、読書室ですごし 午後、 「アレクサンドラ劇場」で、「東
イースト・リラ
洋の竪琴」をみたが、感心しなかった。七月三日、晴。午前中、読書室にいった。午後は「アヴェニュー劇場」で「ローナドゥーン」 （リチャ
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ード・ロ・ブラックモア［一八二五～一九〇〇］ 、イギリスの作家の歴史ロマンス）をみ、夜は「ヘイマーケット劇場」で「いとこのケイト」をみた。
七月四日（土） 、午前中読書室ですごし、午後は「アポロ劇場」で「ケイからきた娘」と喜劇の「ボーケル氏」をみた。七月五日（ ） 、くもりのち小雨。午前中、セントポール大寺院にいった。七月六日、晴。風がふいた。午前中、読書室にいき、夜は「プリン
ス・オブ・ウェールズ劇場」で「女学生たち」をみた。七月七日（火） 、晴。午前中、 「ロイアル・アカデミ・オブ・アーツ（ 「王立美術院」一七六六年創立、本部はピカデリィの「バーリングトン・ハウス」にある）を見学した。七月八日、晴。午前中、読書室ですごした。ここ数日、ロンドンはフランス大統領エミール・ルーベ（一八三八～一九二九）の訪問によってにぎわった。午後、 「ヒズ・マヂェスティ劇場」で「トリルビー」をみた。
七月九日（木） 、春陽堂への原稿（ 「偶感」 ）を郵送した。 『読売新聞』によって、藤井
宜せん
正しょう
君（一八五九～一九〇三、本願寺文学寮の教授、埼
玉県第一尋常中学の校長。本山の命でヨ ロッパに留学）が、パリで亡くなったことを知った。七月十日、晴。あつくなった。銀行にいき、帰路バンク・オブ・イングランドを写真にとった。このごろイチゴ うまくなった。値いは一ポンド六ペンスほど。桜の実は、一ポ ド八ペンス。
七月十一日（土） 、午前中、読書室ですごし、午後は「ドルリーレーン劇場」で 「ダンテ」をみた。夜は「シャフツベリー劇場」で、ニグロ一
座の「ダホメー」 （アフリカ西部の国ベニン こと）をみた。七月十二日（日） 、午前中、セントポール大寺院にいき、午後 「 イアル・アルバート・ホール」 （ロンドンのケ ジントンにある大公会堂）で音楽をきいた。七月十三日、晴。終日、読書室ですごした。夜は「オクスフォー ・ミュ ジック・ホール」で、 “日本の奇術師”と称する中国の手品師の演芸をみた。
七月十四日（火） 、晴。午前中、読書室ですごした。午後、 「ドルリーレーン劇場」において、 「ヴェニスの商人」をみた。けさサマーズ師から、
ワーズワースの墓のうえにあった樹の枝を送ってきた。七月十五日、午前中、読書室にいっ 午後、 「
新ニュースアタ
劇場
」において、キャンベル・パトリ
ック夫人（一八六五～一九四〇、イギリスの女優） 「タ ケレイ夫人の再来」をみた。七月十六日（木） 、小雨 午前中、読書室ですごし、午後は約束によりサマーズ師宅をおとずれ 。妻君の親せきの婦人とあった。
七月十七日、晴。終日、読書室ですごし、夜はフラム（テムズ川の北岸）においてバレエをみた。七月十八日（土） 、午前中、読書室ですごし、
午後は「リリック座」において、 「女中とメデル」をみた。七月十九日（日） 、くもりのち雨 雷鳴。午前中、セン ポール大寺院 いき、午後は
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七月二十三日（木） 、雨。終日、読書室ですごした。夕方、平田
禿とく
木ぼく
（一八七三～一九四三、明治から昭和期にかけての英文学者）がやってき
た。七月二十四日（金） 、くもり。読書室にいった。七月二十五日、午前中、読書室ですごした。午後、 「ティヴォリ劇場」で昼興行をみた。七月二十六日（日） 、午前中、セントポール大寺院 、午後には「ロイアル・アルバート・ホール」にいった。のち平田君の下宿
―
ロンドンの南郊
外クラパムのザ・チェイス八十一番地をたずねたが、不在であった。
七月二十七日、午前中、読書室ですごした。日本から新聞が届いた。宝山君が大陸から帰ってきた。七月二十八日、宝山君がやってきた。いっ
しょに古本屋をのぞき、ともに昼食をとった。七月二十九日（水） 、午前中、読書室ですごし、午後「ストランド劇場」において、ふたたび「チャイニーズ・ハネムーン」をみた。夜は「アドミラブル・クライトン」をみた。日本から『新小説』 『早稲田学報』などが届いた。
七月三十日（木） 、日本公使館にいった。夕方、平田君と下村
観かん
山ざん
（一八七三～一九三〇、明治・大正期の日本画家。のち東京美術学校教授）
がやってきたので、いっしょに日本レストランにいった。野沢商店の社員と田中君と 料理はまずかった。七月三十一日（金） 、くもり。けさサマーズ師宅をおとずれた。午後、 「スタンダード劇場」で、オヴィディウス（四三Ｂ・Ｃ？～Ａ・Ｄ・一七、ローマの詩人）の作を劇 したアメリカもの
―
「二つの旗のもとに」をみた。
八月一日（土） 、午前中、読書室ですごし 午後は「ディリィ劇場」 「いなか娘」をみた。オクスフォードで二度みたので、これで三度目で
ある。林氏訳『佐倉宗五郎』が届い 同宿の人 貸してやった。八月二日（日） 、いつものように 前中、セントポール大寺院にいき、午後は「ロイアル・アルバート・ホ ル」 」にいった。八月三日、読書室 いった。八月四日（火） 、午前中、読書室ですごした。午後、大英博物館「ロイアル・アルバート・ホール」において音楽をきいた。頭痛がしたので早目にねた。七月二十日（月） 、雨。午後、読書室にいった。のち、「
帝ズィ・エンパイア
国座
」において、パントマイム・バレエをみ、日本のおどりなどと比較してみた。
七月二十一 （火） 、晴。昼は読書室ですごし 夜は「パレス劇場」にいった。七月二十三日、くもり。午前中、読書室ですごし、午後は「ギ
ャリック劇場」にいき バウチア（不詳）の、 「主教の転居」をみた。こ 芝居はオクスフォードでも田舎一座によるものをみたことがある。帰路、エミール・ゾラとジョバ ニ・ボッカチョ（一三一五～七五、イタリアの作家 の本を とめた。夜、 クライテリオン劇場」において、フランスの笑劇の翻案「カラガンのようなもの」をみた。
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内のエジプト室で魔術ドラマというものをみた
八月五日、午前中、読書室ですごし、午後は「アデルフィ劇場」で、ディケンズものの翻案「エミリィ」をみた。八月六日（木） 、終日読書室
ですごした。きょう『読売新聞』が届いた。八月七日、読書室にいった。八月八日（土） 、けさ春陽堂に「雑感」を送った。またサマーズ師からF
ire	E
xhibition （消防車の展示会のことか？）に同行をもとめられたが断わった。午前中、読書室ですごし、午後は「ヘイマーケット劇場」でマ
ーシャルの一幕物「
夜
ザ・シェイズ・オブ・ナイト
闇
」をみた。二番目はまえにみた「いとこのケイト」である。
八月九日（日） 、午前中、セントポール大寺院にいき 田中穂積君をたずねた。夜、帰宅。八月十日、くもり。午後、急に雨がふった。
午前中、平田、禿木、下村観山君らをたずねた。昼食後、リッチモンド・アポン・テムズまで散歩した。景色はよいし、写真をとった。夕食をいっしょにとったのち、夜帰宅。八月十一日、午前中、読書室ですごし、午後散髪した。八月十二日（水） 、晴。田中君がやってきた。いっしょに昼食をとった。自宅へ手紙をだした。
八月十三日、晴。午前中、読書室ですごし、午後は「ケニングトン劇場」にいった。八月十四日（金） 、雨。午前中、読書室にいった。午後、
田中君が神奈川丸で帰国するのを見送るため、ロイアル・アルバート・ドックにいった。ディクスィ夫人も見送りに来ていた。写真をとり、夕方帰宅。坪内氏への『こ
プレイアズ・オブ・ザ・デイ
んにちの役者』十二冊を田中君に托した。
八月十五日（土） 、晴。午前中、読書室ですごし 後は「アポロ劇場」にふたたびいき、 「ケイからきた娘」をみた。八月十六日（日）
り。午前中、セントポール大寺院にいき 午後は「ロイアル・アルバート・ホール」にいった。夜 ブルックス夫人に英文の添削を依頼した。八月十七日、読書室にいった。日本公使館の浮田君から 日本協会」の入会証を郵送する旨つたえてきた。
八月十八日（火） 、午前中、読書室にいき、午後はテート
美ギャラリ
術館（ロンドンのウェストミンスターにある）を訪れた。夜、英文の添削をしても
らった。八月十九日、午前中、読書室にいき、のちアテナイウム社を訪れ 雑誌など もとめた。八月二十日（木） 、午前中、読書室ですごした。午後三時すぎ、平田と下村君がやってきた。写真をわたし、夕方いっしょにピカディリー（ロンドンの繁華街）の「ザ・フロレン 」で夕食をとった。
八月二十一日（金） 、午前中、読書室ですごし 午後サマーズ師宅をおとずれ、豊崎君と会った。夜、サマーズ夫人と息子らとイズリントン
（ロンドン北部）の「グランド劇場」で、ナポレオンとジョゼフィーヌの「
王ザ・ロイアル・ディヴォース
室の離婚
」をみた。ちょっとよい芝居であった。八月二十二日、
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午前中、読書室ですごし、夕方、 「グランド劇場」にいき、サマーズ師のせがれと落あい、楽屋をみせてもらった。団員にビールを一杯おごってやった。
八月二十三日（日） 、午前中、下宿ですごし、宿の女、子どもたちの写真をとった。浜口君がケンブリッジから来たので、いっしょにオクスフ
ォード街で昼食をとった。のちハイドパークを散歩し、 「ロイアル・アルバート・ホール」に音楽を聞きにいった。八月二十四日、雨。午前中、読書室にいき、帰路写真のスライドの絵を三枚もとめた。一枚一シリング半。袋が一シリングであった。
八月二十五日（火） 、雨。午前、午後を読書室ですごした。クレイターとディソン夫人から来信。八月二十六日、午前中、読書室ですごし、午
後サマーズ師宅をおとずれた。八月二十七日、風はつよかった。山崎君からたのまれたアルバムをさがしたが見当らず 午後読書室にいった。夜は「クウィ ンズ・ホール」で、プロムナードコンサート（遊歩［ダンス］しながら聞く音楽会）をきいた。八月二十八日 晴。けさリージェント通り（ロンドンのウエストエンドにある高級商店街）でアルバムをみつけたので、二冊もとめた。二ポンド半 坪内氏か 来信。
八月二十九日（土） 、読書室にいった。八月三十日（日） 、夜、下宿人の手代より、きょうここを出てゆくので、後日写真を送ってくれとたのま
れた。八月三十一日（月） 、午前中、読書室 いき、夜はオペラの「ローエングリ 」 （ゲルマ 伝説の主人公）をみた。
九月一日（火） 、けさ『新小説』が届いた。平田君は オクスフォードの下宿の件を、浜口君はケンブリッジに移るむねをいいにきた。九月二
日、昨日来あつくなる。オランダの から葉書がき 読書室 、昨日から四日間閉鎖となった。好本君 平田君の下宿の件を依頼した。夜、小雨がふった。九月三日、きょうはすずしかった。午後、散髪にいった。数 前より春陽堂に送る原稿 準備をした。
九月四日（金） 、下宿で原稿をかいた。ダンテ論の緒論である。九月五日、けさ脱稿、宅および藤原氏への手紙とともに日本に送った。午後、
「セントジェームズ劇場」において、ウィラード一座による「トム・ピンチ」というディケンズものをみた。九月六日（日） 、けさサマーズ師宅を訪問した。オランダから夫人、子供、豊崎君らが帰ってきた。長男のウィルソンという役者と会った。
九月七日、午前中、読書室にいき、午後は下宿ですごした。九月八日（火） 、午後 平田、下村君をたずねた。平田君のオ スフォ ドの下宿
のことをくわしく話してやった。下村君の和服を借りて帰った。晩さん とき、これを着てテーブルに出た。 『読売新聞』 『早稲田学報』 、学校から為替が届いた。九月九日、ここ数日、来雨 あと冷気がおとずれかつ晴天がつづいた。秋のけは がする。けさ好本君から平田君の下宿変更の
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むね連絡がきた。こんどの下宿は、ウォルトン・クレセント二十二番地である。
午前中、読書室ですごし、午後「コメディ劇場」にいき、 「登
クライマー
山者」というアメリカものの芝居をみた。まずい作品であった。
九月十日（木） 、読書室にいった。九月十一日、さむかった。読書室にいった。九月十二日（土） 、伊原、ベルフォー君に手紙をだした。午前中
は読書室にいき、午後は「クライティリオン劇場」で、 「ビリィのちょっとした恋愛」をみた。九月十三日（日） 、きょうは風がひじょうにつめたかった。午後、下村君から借りた和服を返しにいったが、不在であった。帰途、萩原君方（グレネグル街
ロード
ストレテム三十八番地）を訪れたが、こ
れも不在であった。九月十四日（月） 、朝ゴールドスミス通
ロウ
りのスミスという洋服屋にいき、防水のコートをあつらえた。代金は三十五シリング。
午後は読書室にいき、夜「クウィーンズ・ホール」で、ワーグナーものをみた。
九月十五日、晴。さむかった。けさ平田君がやってきた。読書室にいき 昼食をともにした。午後も在室。このごろ美学についての雑誌をみて
いる。九月十六日、晴。午前中、読書室にいき、午後は「ヴォードヴィル劇場」で 屋敷町」をみた。これで二度目である。夜は「クウィーンズ・ホール」で、チャイコフスキーの音楽を聞 た。九月十七日、晴。読書室にいった。夜は「ヒズ・マヂェスティ劇場」で、トゥリーの「リチャード二世」をみた。
九月十八日（金） 、朝霧が出た。け の新聞でチェンバレン 辞職したことを知った。午前中、読書室にいき、夜は「クウィーンズ・ホール」
で、モーツアルトとベートーヴェンの音楽をきい 九 土 晴。午前中、読書室 すごし、午後「 ジェームズ劇場」で、ウィラードの「枢機
卿けい
」をみた。九月二十日（日） 、けさシティ
聖テンプル
堂（不詳）にいき、レジナルド・ジョン・キャンベル（一八六七～一九五六、イギ
リスの聖職者、一九〇三～一五までシティ・テンプルの牧師をつとめた）の説教を聞きにいったが、聴衆多く中に入る が容易でなかった。午後、動物園をおとずれた。
九月二十一日（月） 、晴。読書室にいった。リミンジのサマーズ氏に手紙をだした。九月二十二日、 った。この日、クツがやぶれた
ので、新しいものを買った。十二シリング半。九月二 三 午前中、読書室にいき、午後は国
ナショナル・ギャラリ
立美術館（ロンドンのトラファルガー広場にある。
一八三八年の開設）にいった。九月 十四日、午前中、読書室にいき、午後「ダルストン劇場」で「サムトイ」をみた。九月二十五日（金） 、ここ数日、朝霧がふか 。
九月二十六日（土） 、午前中、シャフツベリー通り百十番地のテラという店で、いまのカメラ 一ポンドで売り、ブリティッシュ・エンサイン
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（新型一眼カメラ？）を三ポンド六シリングで買うことにした。午後、 「ドルリーレーン劇場」で、 「
上フラッド・タイド
げ潮
」をみた。九月二十七日（日） 、午前
中、シティ聖堂にいった。九月二十八日（月） 、午前中、読書室ですごし、午後カメラを受けとった。ガラス板のフタにぐあいの悪いところがあり、問屋に店員をやり、取りかえさせた。
九月二十九日、雨。春陽堂に送るダンテ論のつづきをかいた。午後、新型のカメラを見いだしたので、昨日のものと交換しようとしたがだめで
あった。九月三十日、つめたい風が吹いた。秋びよりである。午前中、読書室ですごし、午後は家で原稿をかいた。好本君より留岡幸
こう
助すけ
（一八六
四～一九三四、明治から昭和期にかけての社会改良家。同志社神学校にまなぶ。後年感化事業 教誨師として活躍）の下宿の世話をたのまれた。
十月一日（木） 、晴。 『新小説』が届いた。午前中、読書室ですごし、午後は在宅。留岡君より便りがきた。十月二日、けさベッドフォード
街
プレイス
二十八番地を留岡君の下宿とした。夕方、エディンバラからロンドンに着いた同君を案内した。夜、ふたたび会った。十月三日（土） 、けさ留岡君をつれて日本公使館にいき、浮田書記官と会った。この日、 『ネイションズ・ピクチャ』の第四巻を買っ 。十月四日（日） 、午前中 下宿ですごし、午後はカメラ もって公園などを訪れた。
十月五日、くもりのち雨。午前中、みやげを買いに外出し、午後は家ですごした。角田（柳作？）君から手紙がきた。十月六日（火） 読書室
にいった。 『読売新聞』および中学の雑誌用の原稿を送った。数日前より坪内氏に送るオペラ本など リージェント通り一九七番地のシャーツという店でもとめた。夜、 「ウィンダム劇場」で バリーの新作「リトゥル・メアリ」をみた。十月七日、サマ ズ師宅 たずね、荷物をあずかってくれるよう依頼し ギャリック Ｈ・チェンバースの新作「ゴウルドゥ ・サイレンス」をみた。
十月八日、荷づくりをした。夜、 「デューク・オブ・ヨーク劇場」で、アーサー・ウィング・ピネロ（一八五五～一九三四、イギリスの劇作
家）の新作「レティ（女子名） 」をみた。今夜は初日だったので立ってみねばならなかった。十月九日（金） 、雨。生江君（不詳）がやってきた。荷づくりや買物をした。夜「クライティリオン劇場」で、 「鏡
ミラ
」という芝居をみた。
オクスフォードへもどる。十月十日（土） 、けさ九時馬車で下宿をでた。宿の下男下女に二シリング、宿の子どもに一シリングあたえた。パディントン駅から九時五十分
発の汽車にのりオクスフォードにむかい、十一時八分に着いた。汽車のなかでスコットランド人と話し が、 地の景色の美をしきりに説いて
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いた。午後、平田、内田君らがつぎつぎにやってきた。山崎君の下宿などをたずねた。明日、内田君の下宿で茶をのむことにした。夜、 「市公会堂」で音楽をきいた。
十月十一日（日） 、雨。朝、好本君がやってきた。午後、内田君の下宿にお茶を飲みにいった。フランスとノルウェーの女性らが来あわせてい
た。高田早苗（一八六〇～一九三八、明治から大正期の教育者・政治家。東京専門学校学監、のち大隈内閣の文相。早大総長）より来状があり、『早稲田学報』への寄稿（学事通信）を依頼された。サマーズ師宅に送った荷物の着否について問あわせの手紙をだした。
十月十二日、ときどき雨がふった。午前中 をたずねたが不在であった。平田君がきた。午後、山崎、好本君らがきた。夕方、いっしょ
に散歩した。ブルックス夫人（不詳）に手紙と錦絵を送った。十月十三日、晴のちくもり。午後、山崎、好本、平田君らをおとずれ、山崎君の下宿で茶をのんだ 日露事件切迫の記事を新聞でみた。
十月十四日（水） 、くもり。午後、散歩にで 平田君の下宿をたずね、のち好本君宅にいき、いっしょに茶をのんだ。天長節（天皇誕生日の
称）に一
いち
会え
する相談をした。十月十五日（木） 、晴のち夜雨。内田君が茶会に出れないといいにきた。公園（ポート牧
メドウ
草地）を散歩。午後、平田、
好本、山崎君らがやってきて、茶会をひらいた。サマーズ師、浜口（不詳） 、ドイツにいる谷口、古川らに郵便をだした。十月十六日（金） 、午前中は在宅。午後、平田君が農務省の島田君（不詳）をともなってやってきた。い しょに市内見物に出た。同人が四時半の汽車で帰るのを見送った。帰路、平田君宅に立ちよ た。
十月十七日（土） 、晴。午前中、散歩した。午後 ド・セリンコート氏宅をたずね、礼物 贈るはずであったが不在であった。夜、 「市公会堂」
にいき、音楽を聞いた。十月十八日（日） 、くもり。午後、好本君がやって た。マディソンの
歩ウォーク
道
あたりを二時間ばかり散歩した。のちド・セ
リコート氏宅に茶 のみにいった。夜、内田、山崎両君がやってきた。十月十九日（月） くもり。午後、ウィリアム・マークビィ卿（ヘデングトン・ヒル在住）をたずねたが不在につき 平 君宅に寄り をのんだ。天長節のことなどを相談した
十月二十日、雨。中島君（不詳）より文科の課業担当表を送ってきた。 二十一日、けさはじめて文学の講義（ドライデン論）を聴きにい
た。平田君より団十郎の死 きいた。美学の講義 出る件でユーニヴァースィティ・コレッジのＥ・Ｆ・カーリット氏に照会状をだした。夜、すぐ返事がきた。
十月二十三日（金） 、このごろ毎日のように雨がふる。午後、平田君 ともない聴講にいった。ファーカーソン氏と会った。カーリット氏は不
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在であった。ドイツの坂本、池田の二君より手紙がきた。十月二十四日（土） 、午後、平田君の下宿で茶会をひらいた。天長節のことなどを相談した。十月二十五日（日） 、午前中、教会にいき、午後はマークビィ氏の昼食会にいった。ガードナー氏への紹介状をえ、帰路リンカン・カレッジにこれを置いて帰った。平田君がきた。夜、山崎君がやってきた。
　
徳田（不詳）からの来状により、土肥、東儀君らの芝居発起のことを知っ
た。
十月二十六日（月） 、雨。 「新劇場」で「もし王であったら」をみた。十月二十七日（火） 、雨。午後、散歩のついでに好本君とバーカーという
盲人の家をたずねた。サマーズ師とブルーク氏に手紙をだした。夜、六時から美学を聴講した。ボドレー図書館で詩人シェレー 遺品などをちょっとみた。十月二十九日、晴 春陽堂にダンテ劇 つづ の原稿を送った。十月三十日（金） 、晴 午前中 聴講にいき、午後は原稿をかいた。ドイツの池田君（不詳）より来状 来 六日ごろ来英といってきた。十月三十一日（土） 、晴。午後、雨。散髪にいき のち入湯。帰宅後、原稿をかいた。
十一月一日（日） 、午後、好本、平田の二君とカーペンター氏の家を訪問した。菊が咲いていた。十一月二日、雨。明日は天長節であるため、
午後、好本君宅で茶会をひらき、福引きなどをした。十一月三日（火） 、快晴 けさ春陽堂に原稿を送った。きょうは天長節なので、島村宅に日本人五名 外国人一名（ショウという日本で育ったイギリス人）があつまり 会食した。のち散歩に出、ロビンソンという名の天文台の役人にともなわれ、望遠鏡（ 「ラドクリフ天文台」？ をのぞいた。みごとな月が出て た。
十一月四日、あさ霧がふかかった。のち晴れた。午前中、聴講にいった。午後、ロビンソン氏宅で太陽の黒点などを望遠鏡でみた。夜も聴講に
いった。バーカーという盲学生と っしょに帰った。十一月五日（木） 、朝はくもり。午後 図書館へいった。夜、ディキンス氏の依頼により、万葉古義の序をローマ字で書きなおした。十一月六日、くもり。午後、平田君とい しょにバーカー君宅
十一月七日（土） 、朝はくもり。ここ数日はさむい。 君らとアプトンというマンチェスター・カレッジの哲学教授宅をおとず
れた。途中でミス・ハッキングの一行と会った。帰路、霧がふかかっ 。十一月八日（日） 、 前中、教会に き、午後は平田君とド・セリンコート氏宅をたずねたが、ロンドンにい ていて不在であった。細君があるじとなり 茶をのんだ 十一月九日 くもり。朝 ガードナ氏から返書がきた。十一時より「アッシュモリーン博物館」 ブロード街にあるイギリス最古の博物館）において ギリシャ彫刻の講義をきい
十一月十日、くもり。聴講にいった。正午にアッシュモリーン博物館でガードナー氏と会った。午後はダ テや美学 講義をきい 留守中、
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ショウ君がきた。夜、ディキンス氏から来信。この日、縁
キャップ
なし帽をもとめた。三シリング半。十一月十二日、くもり。ディキンス氏に返事をかい
た。十一月十三日（金） 、くもり。午前中、聴講にいった。クツを修理にだした。十一月十四日（土） 、くもり。けさロンドンより池田君（不詳）ほか一名がやってきた。昼食後、カレッジなどを見、のちロンドンへ同行した。サマーズ師宅をおとずれた。
ドイツから早稲田留学生来英。十一月十五日（日） 、午後池田君のモンタギュー街にある下宿にいった。夕方、 「ヴィエナ・カフェ」で夕食をとったのち別れた。池田君のとな
りの家を金子君らの下宿に借りた。 一月十六日（月） 、晴。朝、池田君らと郵船会社にいき、船のつごうなどを問いあわせた。午後、三時ごろドイツから金子、坂本 二君が到着した。満三年ぶりで再会した。しば く話した ち 二人を大英博物館に案内し、のち市内を遊覧した。夜は「ドルリーレーン劇場」で「上げ潮」をみた。
十一月十七日（火） 、午後、すこし雨がふった。きょうは両人といっしょにケンジントン博物館、バッキンガム宮殿などを一覧し、夜は「ロン
ドン演芸場」にいった。十一月十八日、浜口君（不詳）がロンドンにやってきた 日本料理をたべながら“早稲田大学校友会”をひらいた。写真もとった。夜、ピカディリーのドイツ料理店「インペリアル」で夕飯をたべたのち、ホテル・コンティネンタルの夜景などをみ こんやは金子君らの宿で一泊することにし、両君と学校の前途のことなどをいろいろ話しあっ 。
十一月十九日（木） 、くもり。朝からロン ン見物を た。昼食はロンドン橋のむこうで食べたが、まずかった。裁判所をみたのち、テムズ
河インバンクメント
畔通
（北岸の約二キロの遊歩道）で写真をとった。この日、イタリア国王のパレードがあり、市内は混雑していた。夜食は「フラスカーティ
（レストラン名？）でたべた。夜、 「ヒズ・マヂェスティ劇場」で「リチャード二世」をみた。二
ドレスサークル
階正面席のうしろの席を五シリングでえた。
十一月二十日（金） 、霧がでた。けさドイツから来た友人らが阿波丸で帰国の途につく で、伊東君といっしょにアルバート・ドックまで見送
った。十二時半出帆。伊東君とはバ クのちかくで昼食をとったのちわかれた。夜、ミス・カーペ ターの学校の生徒のおどりをみた。十一月二十一日、はれのちくもり 夕方、風がふいた。午後、 「ゲイエティ劇場」で「
らオーキッド
ん
」 （喜劇）をみた。十一月二十二日（日） 、くもり。夜、教会に
いった。
十一月二十三日（月） 、くもり。写真の“
た
プルーフ
めし焼き
”が届いた。夜、 「リリック劇場」で「ダンツィヒの公爵夫人」をみた。十一月二十四日
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オクスフォードにもどる。十一月二十八日（土） 、雨。午後、内田君がやってきた。内田君は、シベリア経由の邦字新聞に尾崎紅葉の死についての記事がある、といった。
夜、散歩のついでに平田君宅をたずねた。日本酒が届いたということで、夜食をともにした。十一月二十九日（日） 、くもり。寒気がつよい。午前および夜、教会にいった。午後、マークビィ卿宅をおとずれ、贈物をした。十一月三十日、くもり。寒気つよく、雪がちらついた。初雪である午前中、聴講にいった。午後、ダンテ論のつづきを書いた。
十二月一日（火） 、くもり。さむい。午後 原稿をかいた。十二月二日、快晴。さむい。午前中、聴講にいった。夕方、内田君とともに大谷英
丸君がやってきた。 聴講にいった。十二月三日、風がふいた。午前中、平田君がやってきた。午後、内田君宅をたずね、 『国民之友』にのった紅葉の死についての記事をみた。　―
午後、エグザミネイション・スクールズにおいて、詩学教授アンドルウ・セシル・ブラッドリー（一八五一～一九三五、リヴァプール、グ
ラスゴ大学教授、オクスフォード大学教授 文学・詩学・哲学を講じた）の“
S サブライムublim
e ” （荘厳美の意）についての公開講義をきいた。美は
sublim
e,	grand,	beautiful,	graceful,	pretty	 の五つにわけられる。
beautiful	 が中央において、すべてに一貫する性を有し、それより量の大小に分か
るという。
sublim
e	 は量の大きいことである。
十二月四日（金） 、晴。午前中、聴講にいった。平田君はきょうロンドンにいった。夕方、バーカー君の茶会へいった。夜は原稿をかいた。十
（火） 、午後「ロイアル劇場」で「テンペスト」を、夜は「ストウク・ニューイントン劇場」でジョンズの去年の新作「過去をかくすジュリア」をみた。かなりの作品であった。十一月二十五日（水） 、夜「デューク・オブ・ヨーク劇場」で、ピネロの「レティ」をみた。これで二度目である。
十一月二十六日、夜「コロネット座」で、ディケンズの『二都物語』の翻案
―
Ｍ・ハーベ
イの「ズィ・オウンリ・ウェイ」をみた。十一月二十七日、雨。けさ九時五十分の汽車にのり、ロンドンよりオクスフォードにむかった。夜、 「新劇場」で「キティの結婚」 （笑劇）をみた。
A・C・ブラッドリー教授
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二月五日（土） 、朝、霧がでた。午後、日本へ原稿を送った。十二月六日（日） 、午前中、聖メアリ教
チャペル
会、マンスフィールド教
チャペル
会にいった。午後、
好本君がやってきた。いっしょにビンゼイ小
レイン
道を散歩した。のち好本君宅で『万朝報』をみて、坪内逍遥氏が紅葉の葬儀のとき卒倒したことを知
った。夜、また教会へいった。
十二月七日（月） 、午前中、聴講にいった。夜、 「新劇場」で「ゴーリンジ夫人の首かざり」をみた。ロンドンにおいて観たから、これで二度目
である。本場といなかまわりの芸の差は いちじるしい。十二月八日、くもりのち雨。散髪したのち入湯。サマーズ師から来状。十二月九日、くもり。午前中、聴講にいった。夜、 「市公会堂」 おいて音楽を聞いた（アメリカインディアンの英雄「ハイアウォサ」をテーマとしたものか？） 。
十二月十日（木） 、晴のち雨。午後、好本君といっしょに内田君宅をおとずれ、 “自然美”について
論じ合った。同人の意見では、日本人は自然美に包まれているので、かえっ これににぶいとの説であった。のち「新劇場」で、 「わたしたちが二十一歳のとき」をみた。十二月十一日、午前中、聴講にいった。きょうで今学期はおわった。十二月十二日（土） 、平田君がやってきた。ロンドンで下村君と不仲になったものか。夜、山崎、好本の二君と茶をのんだ。十二月十三日（日） 、くもり。午前中、教会 午後、平田君をたずねたのち、いっしょに散歩にでた。夜、教会にいった。十二月十四日、晴。午前中、平田 好本 らがきた。来期より寄宿舎 入るという 午後、平田君を ずねたのち、買物をした。日本人クラブ設立の寄附金半ギニア ロンドンに送った。夜、 「新劇場」で、「個人秘書」 （笑劇）をみた。
十二月十五日（火） 、くもり。国に年賀状を送った。十二月十六日、くもり。十二月十七日（木） 、
くもり。午後、図書館にいった。留守中にショー君、好本君らがやってきた。
キクリスマデイ
リスト降誕日（一
二・二五）に招待することを伝えにきた。十二月十八日、好本 内田君らがやってきた。平田君の心配の件を内田君 話した。午後、図書館へいった。
十二月十九日（土） 、くもり。 『新小説』 『歌舞伎』 『女学雑誌』などが届いた。終日、雑誌などをよ
み、のち散歩にでた。十二月二十日（日） くもり 教会にいった。マンチェスター・カレ
ビンゼイ小道（ポート牧
メ ド ウ
草地）。この細道をまっすぐゆくと古い教会にいたる。
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ッジにおけるカーペンター氏によるマセドニア事件についての説教を聞いた。夕方、ベーカー君方に茶をのみにいった。十二月二十一日（月） 、くもり。午前十時ごろ突然心臓に異常を感じ、卒倒する気味があったので、好本君にしばらくそばにいてもらった。午後、コリアという医師をたずねたが、不在のため夕方再びたずね、処方せんをもらった。
十二月二十二日（火） 、くもり。カゼ気味のため、午後散歩したのちベッドに入った。夜、くすりを服用。十二月二十三日、くもり。午後、す
こし散歩した。病気は快方にむかっているが、数日前より尿道にさわりがあり、不快。サマーズ師、ブルックス、ガードナー氏らにクリスマスの贈物を送った。十二月二十四日（木） 、霧がふかい。クリスマスカードを送った。午前中、平田君がきた。銭湯にいった。十二月二十五日（金） 、くもり。クリスマスである。午前中、内田君がやってきた。日本人の美感について話し 午後一時、ショ君宅に招かれていった。日本人五名、客としていた。夕食はミス・ポーリング宅でとった。
十二月二十六日（土） 、くもり。寒気はつよい。午後、アプトン氏宅を好本君といっ ょにたずねた。スペンサー ヘーゲル、ロックなどにつ
いての哲学談となった。十二月二十七日（日） 、寒気つよく、雪がちらついた。午前中、教会 いった。十二月二十八日、くもり。スタウト、ガードナー氏から来状。午後、散歩のついでに平田君をたずねた。十二月二十九 、晴。寒気はつよい。夕方 ロビンソン 宅に夜会に招かれた。
十二月三十日（水） 、晴。寒気はつよい。内田君がやってきた。十二月三十一日（木） 、くもり。さむい。おおみそか。サマーズ師宅に贈物と手
紙をだした。午後、内田君方をたずね茶を んだ。女性客もあり 小説の話などをし 夜、山崎君をたずねた。
明治三十七年（一九〇四） 。一月一日（金） 、くもり。午前十一時、平田君方に日本人五名があつまり、リンゴ・オレンジ・クリ・イチヂクをたべ、ボブリル（スープに用
いる牛肉のエキス）を飲み、新年を祝した。午後、好本君と市公会堂にいき 商品 展示会をみたのち散歩し 夜 山崎君が来たので好本君方をおとずれ、十時ごろまで閑談
一月二日（土） 、くもり。朝、平田君がやってきた。終日、家ですごした 一月三日（日） 、くもりのち雨。夕方、好本君とマークビー氏宅に茶
をのみにいった。一月四日、霧が出た。毎日のように日露関係が切迫した記事を新聞にみる。夜 「終身刑」 （喜歌劇の うなもの）をみた。一月五日、小雨のち晴。午後、散髪にいったのち入湯 夜、好本君がやってきた。
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一月六日（水） 、霧がふかく、のち晴れた。午後、図書室にいき、 『クォータリー・リヴュー』誌にのったドイツ文学の時代精神と題する論文を
よんだ。夜、ミス・ポーリング宅で夜会があり、和服を着てでかけた。一月七日、くもり。午後、内田君宅に夕飯をたべにいった。一月八日（金） 、くもり。薄田君（不詳）より、いなかに引きこもるという葉書をもらった。一月九日（土） 、午後、平田、内田、好本、山崎君らと茶会をひらいた。山崎君に貸した五十円返却してもらった。
一月十日（日） 、くもり。朝、雪がふった。夕方 好本君といっしょに聖 学者シェーン宅に茶をのみにいった。一月十一日、くもり。早大図
書館長の市島
謙けん
吉きち
（一八六〇～一九四四、明治から昭和期の著述家）から、立てかえた書籍代四十円を送ってきた。 「新劇場」で「しずかなる
敵」 （笑劇か？）をみた 一月十二日（火） 、くもり。知人らに葉書をだした。夕方、散歩のついでに『
教チャーチ・ヒストリ
会史
』を買った。
一月十三日、くもり。風がふいた。平田、好本君らがやってきた。夕方、日曜学校の子どもたちを招待したミス・ポ リング宅をおとずれた。
夜、内田君がいとまごいにやってきた。あすボーンマス（イングランド南部―イギリス海峡にのぞむ保養地）にいくという。一月十四日、くもり。ここ数日、あまり寒くなかっ 午後一時五十分すぎ、内田君を停車場で見送った。夜 山崎君がやってき マークビー夫人から 日曜 に昼食に招待された。一月十五日（金） 、晴。一月十六日 快晴。のち雪がふり、寒気がつよまった。ロシア皇帝の平和宣言の記事を新聞でよんだ。
一月十七日（日） 、快晴。道が凍りすべった。好本君が写真をもってや てきた。教会へいっ 帰り、マークビー氏宅に昼食 いった。ロンド
ンのデント書店の主人 平 などが来て た。のちハックリング方へ茶をのみにい 一月十八日（月） 、午後散歩 ついでにみた新聞によって、日本がひじょうに“イギリスび き”であることを知った サマ ズ師や内田君に手紙や葉書をだした。夜 「長
プス・イン・ブーツ
靴をはいた猫」 （フランス
の詩人・童話作家シャルル・ペロー［一六二八～一七〇三］の 話―主人をたすけ、女王と結婚させる牡猫）という無言劇をみた。
一月十九日（火） 、くもり。午後、山崎君方で茶会をひらいた。夜、 “万
ミリオラマ
景画” （多くの小画を組みあわせた見世物）というものをみた。 “絵のぞ
き”の類である。一月二十日、くもり。さむい。午後、ショー君その他を招いて茶 のんだ。一月二十一日（木） 、くもり 一月二十二日（金） 、くもり。寒気はつよい。ガードナー氏から茶の招待がきた。アメリカにいる豊崎君から手紙がきた。午後、好本君宅で茶をのん 。著書三版訂正の件についていってきた
一月二十三日（土） 、くもり。 『読売新聞』と宅から来信。一月二十四日（日） 、朝 教会にいった。午後、二階に同宿するニューカレッジの学
生三人とイシス川畔を散歩した。うち一人は歴史を学んでおり 将来は宗教事業に ずさわ いといっ 。のちガードナー氏宅にいき、お茶を
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のんだ。一月二十五日（月） 、くもり。きょう好本君は寄宿舎に移った。夜、 「マイ・レィディ・モーリー」をみた。これで二度目である。
一月二十六日、くもり。雨がふった。すこし暖気があった。ディキィンス氏から「万葉」を送ってきた。平田君宅でお茶をのんだ。帰路、ミ
ス・ポーリング宅をおとずれた。一月二十七日（水） 、雨。けさガードナー氏の講義を、夕方にはムーア氏の講義を聴いた。夜、 「わが海軍」という映画をみた。海戦および日本の軍艦が写っていた。夜おそく がきた。
一月二十八日、雨。二階のヘインズ君（ニューカレッジの三年生［特待生］ ）と運動をした。のちニューカレッジの寄宿生の部屋で茶をのんだ
のち、マンチェスター・カレッジの憲法講義をききに同行したが、おもしろくなかった。マクドガル氏から心理学聴講の件についての返事がきた。一月二十九日（金） 、晴。ディキンス氏からチェンバーの文学辞書 とどいた 午前中、聴講にいった。夕方、ロビンソン君宅で茶をのんだ。散歩のついでにジョ ・ロック（一六三二～ 七〇四、イギリスの哲学者）の
E
ssay の古本
―
A
n E
ssay C
oncerning H
um
an U
nderstanding 『人間悟
性論』 ことか
―
を求めた。またブラックウェル書店に本を二、三冊注文した。
一月三十日（土） 、雨。夜、ミス・ポーリング宅で好本君と会った。一月三十一日（日） 、雪がふった。午前中、教会にいった。午後、平田君が
やってきた。のちバーカー君宅に茶をのみにいった。夜、山崎君がきた。
二月一日（ ） 、朝晴。午前中、聴講にいった。日本より『新小説』 『歌舞伎』などが届いた。午後、ガードナー氏のギリシャ演劇を聴講した。
夕方、ミス・ポーリング宅をおとずれ あすの茶会 出席できない旨をつたえ 夜、カール・ロッサ一座のオペラ「ローエングリン」をみた。かなりの出来であった。二月二日（火） 、くもり。午後、ヘインズ君がやってきた。のち山崎君もきた で いっしょに
学
ユニオン
生クラブ
」を見物に
いった。四時四十五分よりマクドガル氏の心理学の講義をきき、のち同氏 ですこし話をした。夜、ミス・ポーリング宅をおとずれた。
二月三日（水） 、雨。午前中、聴講にいき、夜はワーグナーの歌劇「タ ホイザー」 （一八四五年）をみた。この夜、大入満員、平田君も来てい
た。二月四日、くもり。午後聴講にいった。夜、 「パリアッチ」 「カバレリア・ル ティカナ」といったオペラを聞いた。二月五日（金） 、快晴。午前中、聴講にいき、午後はポート
牧メドウ
草地
あたりを散歩した。一面の水に白い帆をはった小舟を数十隻みた。美しいながめであった。夕方、ミ
ス・ポーリング宅の茶会に出た 夜、モーツアルト作曲 「ドンジョヴァンニ」を聞い きょうの新聞によって 日露関係 切迫していることを知った。
二月六日（土） 、くもり。午前中、平田君がきた。午後、山崎君宅をおとずれ、のち散歩にでた。二月七日（日） 、晴のちくもり。午後、好本君
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とディクソン氏宅をたずねた。のちニューカレッジの“礼拝”にいった。山崎、平田の二君もきた。両人から日露の公使が任地をはなれたうわさをきき、戦争になるかと思った。
二月八日（月） 、くもり。午前および午後聴講にいった。午後、平田君宅をおとずれた。好本君もきた。きょう新聞を『タイムズ』紙に変更し
た。二月九日（火） 、雨。けさの新聞で、日本の軍艦が露船を二、三隻
拿だ
捕ほ
したことを知った。午後四時ごろ、好本君の家に茶をのみにいった。
このとき日本の水雷艇が露艦をおそい、三隻傷つけたという報道をみた。夕食後、ミス・ポーリング宅をおとずれた。
二月十日（水） 、くもり。午前中、聴講にいった。夜、スティーヴンズ、ヘインズ、バーカー、平田、山崎君らがやってきた。日露のことなど
が話題になった。二月十一日、くもり。午後、聴講にいった。好本、平田らがきた。夜、 「ユニオン・討論会」に出席し、 「極東におけるロシアの政策は正当とみとめられるか」を聞いた。この動議は三十対百で否決された。二月十二日（金） 、雨。すこし頭痛と寒気のため聴講にいかなかった。夕方、ヘインズ君のところで茶 のんだ 平田君もき 。好本君もきて 退舎の相談があった。夜、ミス・ポーリング宅をおとずれた。
二月十三日（土） 、晴のち雨。午後、ロビンソン方で茶をのんだ。二月十四日（日） 、晴。午前中、マンスフィールド教会にいった。午後、バー
カー君の家で茶をのんだ。好本君の寄宿舎 天井の焼け跡 みた。サマーズ氏に手紙をだした。二月十五日（月） 、くもり。この日、新聞を五、
六種買いあつめてみた。午後、ソラス教授宅に茶をのみにいった。のち聴講。夜、シェイクスピアの芝居「お気に召すまゝ」をみた。
二月十六日（火） 、雪がふった。午後、好本君といっしょにスティーヴンズ君の寄
宿舎にいき茶をのんだ。ポーリング家の人々もきた。のち聴講にいった。夜、山崎君がきた。ミス・ポーリングの家で音楽をきいた。二月十七日（水） 、朝雪がふった。ここ数日寒気がつよい。午前中、聴講にいっ 二月十八日（木） 、快晴。午後、聴講にいった。きょうボートレー がはじまった。ヘインズ 平田君らがきた。
二月十九日（金） 、晴。午前中、聴講にいった。午後、ボートレースをみるために、
ニューカレッジのはしけにいった。スティーヴンズ、平田君と会った。帰路、平田君とスティ ヴンズ君 ところで茶をのんだ。夜、ミス・ポーリング宅を ずね 二
右はしの部分がミス・ポーリングの家（二戸建住宅）。
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月二十日（土） 、雨。午後、バーカー君がきた。いっしょに茶をのみ、夜散歩に出たとき、山崎君をたずねた。ロビンソン宅で音楽をきいた。二月二十一日（日） 、くもり。風があった。午前中、山崎君がきたのでいっしょに好本君をたずねたのち教会にいった。
午後、好本君がきた。夕方、ショー君のところに茶をのみにいった。夜、ランプをこわしたために、ローソクの火で読書した。二月二十二日（月） 、くもり。午前中、聴講にいった。午後、バーカー君がきた。いっしょにソラス氏のところに茶をのみにいった。二月二十
三日、くもり。午後、聴講にいった。夜、ミス・ポ リング宅を ずねた。二月二十四日（水） 、くもり。午前中、聴講にいっ 今夕の新聞によって、日本の軍艦四隻が旅順で沈没したとの記事をよみ、胸をいためた。二月 十五日、けさの新聞 よ 、前日の記事は虚報であることを知り安心した。
二月二十六日（金） 、雪がつもった。さむい。午前中、聴講にいき、午後はバーカー君のところで茶をのんだ。夜、ミ ・ポーリング宅 たず
ねた。二月二十七日（土） 。二月二十八日（ ） 、晴。午後、平田、好本君らがやってきた。好本君は寄宿舎を出るという 夜、ディケンズ氏へ長い手紙をだした。二月二十九 （月） 、くもり。午前中 聴講にいった。角田君か 手紙がきた。午後、バーカー、平田君らがき ので、いっしょにソラス君のところに茶をのみにいった
三月一日（火） 、雪がちらついた。午後 聴講にい 好本君がきた。坪内氏と宅に手紙を出した。三月二日、雪。午前中、聴講にいった。
きょうより『タイムズ』紙を『モーニング・ポスト』紙に変えた。三月三日（木） 、夜雪がふった。午後、聴講にいった。図書館に寄った。夜「ミカド」をみた。劇場は満席であった。ウィリアム・Ｓ・ギルバート卿の『
喜コミック・オペラ
歌劇
』集をもとめた。
三月四日（金） 、雪。午前中、聴講にいき、午後はブラッドリー氏のシェレーの講義を聞いた。夜、ミス・ポーリング宅をおとずれ 三月五
日（土） 、くもり。夜、ベルフォール君の招待により クライスト教会に晩さんにいっ 。バーカー君もきた。三月六日（日） 、雨。午前中 教会にいった。午後、平田君がきた。 っしょにガードナー氏宅に茶を みにいった。三月七日 午前中、聴講に 午後は「大学音楽クラブ」の音楽会に出席した。
三月八日（火） 、くもり。午後は晴。散髪した。一昨年のこの日、日本を出発した。満二年たった 夜 ミス・ポーリング宅で音楽をきいた。
ポーの短篇を朗読した。三月九日、快晴。朝山崎君が来 ので、ビンゼイ村を散歩した。午後平田君が来 ので ウォルター・ペーター（一八三九～九四、イギリスの批評家・随筆家）とフレデリック・マックス・ミュラー 一八二三～一九〇〇、ドイツ生れのイギリスのサンスクリット語
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学者）の墓をおとずれ、写真にとった。
三月十日（木） 、快晴。午後、図書館と聴講に出かけた。三月十一日（金） 、図書館にいった。ミス・ポーリング宅をおとずれ茶をのみ、ミラー
（不詳）の朗読を試みた。三月十二日（土） 、晴。午後、ベルフォール君とその学友がやって来たので茶をのんだ。のち好本君、ポーリング家の人々と市公会堂の子供会に出席した。三月十三日（日） 、晴。午後、バーカー君のところで茶をのんだ。ソラス教授の招待により、夕方「大学ホール」の晩さん に出たが、礼服を着ていなかったので、きまりが悪かった。
三月十四日、晴。午後、図書館にいった。三月十五日（火） 、午後快晴。ザファート君と帆船を走らせた。のちヘインズ君の部屋で茶をのんだ。
夜、ミス・ポーリング宅で、音楽をきいた。三月十六日、快晴。午後、好本君をたずねた。三月十七日（木） 、快晴。ロンドンより阿部龍三君（不詳）が来たので、市内を案内した。のちクウィーン・レストランで昼食をとり、帰宅後、茶をのんだ。同君はロンドンにもどった。午後、ヘインズ、ザファート君らがきた。夜 好本君と市公会堂にいき、 「エジプトのイスラエル人」を聞いた。この日、早稲田から為替が届いた。
三月十八日（金） 、午後、好本君がきた。山崎君 金を貸した。のち散歩がてら 図書館にいった。夜、ミス・ポーリング宅をおとずれた。三
月十九日（土） くもりのち雨。山崎君が朝やって来、ロンドンの宿の世話してくれというので、モンタギュ 街二十七番地のクラレンス宅に手紙をだした。午後、バーカー君がやってきたので、いっしょに散歩にで ブラックウェル書店に本代一ポンド六シリング払った。サマーズ師にパリ行 ことわる手紙をだした。
三月二十日（日） 、雨。午後、山崎、平田君方をたずねた。平田君と散歩に出、のちニューカレッジのサファート君のところで茶をのんだ。三
月二十一日（月） 、くもり。午前中、好本 きた 午後、図書館にいった。三月二十二日 晴。午後、銭湯にいき 夜ミス・ポ リング宅をたずねた。三月二十三日（水） 、晴。山崎君にロンドンの下宿を紹介したのであるが、同人から空き間がないとの葉書が た。午後、好本 と散歩にでた。主人を失ったと思われる犬が、下宿ちかくまでついてきた。
三月二十四日（木） 、くもり。午後、平田、バーカー君らがきた。のちバーカー君と散歩にでた。のち図書館にいった。三月二十五日、くもり。
午後、平田君宅で茶をのんだ。夜、ミス・ポーリング宅を ずねた。親戚の若者 きていた。三月二十六日（土） 、くもり。朝、好 君がき午後、大谷君が帰国するということでいとまごいにきた。昼食をともにし のち、好本君 ミス・ポーリングらと景色のよいカムナー村を散歩した。六時ごろもどり、夜、ミス・ポーリング宅をたずねた
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た。四月三日（日） 、快晴。風がふいた。午後、バーカー君と山崎君宅をたずねた。のちバーカー君が、ソラス氏の伝言をもってやってきた。
四月四日（月） 、晴。午後、ソラス氏宅をおとずれ茶をのんだ。夕方、平田君がやってきた。四月五日、くもり。風があった。午後、平田、好
本、山崎君らと会い、茶をのんだ。その後いっしょにイシス河畔を散歩した。大谷君からダンテ劇の絵葉書を送ってきた。四月六日（水） 、晴。風がふいた。スティーヴンズ君は、きょう日本にむけて立った。午後、 のついでにミス・ポーリングの誕生日のプレゼントをもとめた。
四月七日（木） 、晴。午後、散歩のときハッキング（不詳、学生か）と会い、内田君がオクスフォードに来たことを知り一訪した。茶をのんだ
のち帰宅。四月八日（金） 、くもり。新聞（日本の？） きた。四月九日（土） 、晴。風があった。内田君がやってきた。四月十日（日） 、平田君がやってきた あす旅行に出発すると う 四月十一日（月 、快晴 好本君とビンゼイ村のあたり 散歩し 夕方、ミス・ポーリングの誕生日会に招かれ出席した。
四月十二日（火） 、晴。夜、ヴァーグナー、ヘンデル、ヴェーバーなどの音楽をきいた。ボーンマス（イングランド南部の保養地）にいる平田
君から手紙がきた。四月十三日、風がふいた。午後、好本 、ポーリング家の者とホワ トリィ（郊外？）を散歩した。四月十四日（木） 、くも
三月二十七日（日） 、くもり。午後、好本君をたずね、のちポーリング家の主人
（エイサ・ポーリング）に錦絵を二、三枚贈った。好本君と散歩した。きょうは復イー スター
活祭なので、ローマカトリック教会へいき、ラテン語の讃美歌をきいた。三月二
十八日、くもり。終日在宅。三月二十九日（火） 、くもり。ひょうが降った。夕方、雨。午後、図書館にいった。三月 十日、くもり。バーカー君がきた。三月三十一日（木） 、晴。午後、好本、バーカー、平田の三君がきた。のちバーカー君と散歩した。
四月一日、くもり。聖
グッド・フライディ
金曜日（復活祭のまえの金曜日）であった。市中はしずか
であった。夕方、山崎君がやってきた。同君に一ポンド半貸した。夜、ミス・ポーリング宅で音楽をきいた。四月二 （土） 、晴。市中はにぎやかであった 夕方、平田君をたずね 夜、スティーヴンズ君がやってき ロ ン ら送金 あっ
イシス川と田舎家（ポート牧
メ ド ウ
草地）。
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り。きょうマカロフというロシアの海将が溺死したことを新聞で知った。夜、市公会堂にいき、カービィ夫人の歌をきいた。四月十五日（金） 、内田君がやってきた。あすオクスフォードを立つという。夜、ミス・ポーリング宅でルビンシテーイン（一八二九～九四、ロシアのピアニスト・作曲家）を聞いた。
四月十六日（土） 、くもりのち晴。内田君を見送るため停車場にいった。四月十七日（日） 、快晴。午後好本君と散歩し、のち茶をのみながら結
婚論などをした。四月十八日、快晴。平田君がボーンマスよりアルフレッド・テニソン（一八〇九～九二、イギリスの詩人）の住居 写し 葉書を寄こした。四月十九日、快晴。夜、ミス・ポーリング宅で、サマーズ師がオクスフォードにくるという話を聞いた。
四月二十日（水） 、ミス・ポーリングに送った絵葉書の句について説明の手紙をだし 朝、好本君と「ウィルバーフォース」という“テンペ
ランス・ホテル” （酒 ださない旅館）をたずね、サマ ズ師と会った。豊崎君が急にアメリカより帰国したうわさ 昼食のとき、高楠氏（不詳）から紹介された文部省の英語留学生・永野武一郎がやって来たので食事をともにし 談話ののち散歩した。
四月二十二日（金） 、けさ永野君は帰っていった。夜、ミス・ポーリング宅で音楽を聞いた。四月二十三日（土） 、くもり。古本でアンデルセン
の物語を買い、バーカー君はイプセンの「幽霊」 （一八八一年）を貸してくれた。夜、ボーンマスからもどった平田君がやってきた。四月二十四日（日） 、くもりのち晴。午後好本君がやって来たので散歩にで 四月二十五日、快晴。陶人形（一個八シリング）と日本の扇子を下宿の主人に贈った。先日こわしてしまった陶人形のつぐないのためである 永野君からヘン ー・ライダー・ハガード（一八五六～一九二五、イギリス小説家）の小説を、先日のお礼に送ってきた。
四月二十六日（火） 、くもり。昨夜おそくまで話したヘインズ君が帰 をおとずれた。四月二十七日、くもり。山
崎君から明後日茶をのもうといってきた。四月二十八日（木） 、くもり。さむい。四月二十九日（金） 、くもり。あた い。けさ 新聞によって、日本の運送船・金州丸が沈没したことを知った。午後、山崎君のところで茶をのみ、夜ミス・ポーリ グ宅をおとずれた。四月三十日（土） 、くもり。あたた かった。
五月一日（日） 、晴。午後、バーカー君と茶をのんだ。イプセンの「幽霊」について議論し 五月二日、くもり。けさの新聞によって、日本
軍が鴨緑江において戦勝したことを知 五月三 （火） 、晴。夜、ミス・ポーリング宅をおとずれ 五 四日（水） 、晴 平田 を ずねた。五月五日（木） 、くもり。春陽堂より日露交戦録、また早稲田から伊原
青せい
せ々い
園えん
（一八七〇～一九四一、明治から昭和期の劇作家・劇評家。一高退
（74）187
学後、 「早稲田文学」に入社）の『日本演劇史』 （明治
37年）を送ってきた。
五月六日（金） 、雨。ディキィンス氏からたのまれた翻訳を郵送した。夜、ミス・ポーリング宅をたずねた。五月七日（土）くもり。五月八日
（日） 、晴。さむい。午後、好本君と散歩したのち、平田君方で茶をのんだ。五月九日、くもり。さむい。伊原君から手紙がきた。麦わら帽子を買った。三シリング。夜、ミス・ポーリング宅をおとずれた。五月十一日（水） 、くもり。ドイツにいる大谷君から手紙がきた。五月十二日（木） 、くもり。
五月十三日（金） 、サマーズ師から来状。五月十四日（土） 、午後、好本君と散歩 ついでに、アプトン氏宅に茶をのみにいった。五月十五日
（日） 、晴。ハッキング氏宅に茶をのみにいった。夜、バーカー君からもらった切符でベイリオル・カレッジのコンサートにいった。五月十六日、晴。両三日、春陽堂への原稿をかいた。五月十七日、晴。バーカー君と山崎君のところに茶をのみにいった
五月十八日（水） 、急に雨がふった。五月十九日（木） 、午後平田君がきた。同君はあすストラットフォード いくという。いっしょに“エイ
ト” （八本オールのボートの意。学寮対抗の夏のボートレース）を見にいった。五月二十日（金） 、晴。昨日、坪内氏らの来信により、日本軍艦二隻が沈没したことを知った。五月二十一日（土） 、雨。きょうの新聞により、日本軍が敗北し、退却したことを知った。
五月二十二日（日） 、くもり。午後、好本君と散歩し、のちともに茶をのんだ。五月二十三日、晴。ミス・ポーリング宅に茶をのみにいった。
平田、山崎君も来会した。五月二十四日（火） 、雨。散髪後入浴した。五月二十五日、くもり 暑気あり。午後、好本君がや てきた。いっしょにボートレースを見にいっ きょうは最終日。五月二十六日（木） 晴のち雨。午後、図書館にいった。五月二十七日、雨、雷雨。午後、図書館にいった。
五月二十八日（土） 、くもり。ベイリオール・カレッジで「音楽発達史」の講義をきいた。五月二十九日（日） 午後バーカー君のところで
のんだ。好本君もきた。五月三十日（月） 、晴。ソラス氏宅で茶をのんだ。高楠君（不詳）が来たのでともに茶をのみ、 ち散歩 でた。
六月一日、くもり。高楠、鈴木（不詳） 、平田、好本 山崎君らを招いて茶会をひらいた。ショー君もきた。諸宗教について話しあっ 。六月
二日、くもり。風があった。十二時、リバプール むかう高楠君を停車場に見送った。ドイツの副島君に下宿のことを依頼し 六 三日（金）洋服をあつらえた 三ポンド。夜、ミス・ポ リング カメラを
包
カバーむもの
をたのんだ。六月四日（土） 、快晴。午後、ショー君宅で茶会があり、
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日本人だけが招待された。夜、鈴木君がやってきて写真を現像した。夜十二時ごろ同君を平田君の下宿まで見送った。
六月五日（日） 、晴。午前中、マンスフィールド・カレッジでフェアバーン（不詳）の元気のよい説教をきいた。夕方、河畔を散歩後、ビンゼ
イ教会（ 「アンティアックの聖マーガレット教会」のことか）にいった。六月六日（月） 、くもり。ドイツの副島君から下宿の返事がきた。六月七日（火） 、晴。風があった。ウォルトン・クレセントに住むミス・ローレンツ（独人）より、毎日一時間ドイツ語会話を習うことにし、きょうは初日であった。授業料は一時間二シリング。夜、ベンソン一座 よるシェリダン（一七五一～一八一六、アイルランド生れ 劇作家）作「
好ザ・ライヴァルス
敵手
」をみた。
六月八日（水） 、晴。午後、 「シャードニアン講
スィアタ
堂」において、Ｃ・Ｈ・Ｈ・パリー（一八四八～一九一八、イギリスの作曲家、音楽史家）の音
楽に関する講義をきいた。好本君、ポーリング家の者も同行した。六月九日、くもり。ドイツの大谷君とその弟がやって来たが、不在につき会えなかった。夜「新劇場」で、ベンソン一座の「オセロ」をみ 帰り クラレンドン・ホテルに二人をたずね、夜半まで話しをし
六月十日（金） 、晴。ミス・ポーリングにたのんだカメラの袋ができた。六月十一日（土） 、くもり。六月十二日 日） 、くもり。洋服ができ、
きょうはじめて着てみた。午後、ハストリング君のところに茶を みにいった。ドイツ語のけいこもした。六月十三日（月） 晴。夕方より雨。ミス・ポーリング宅で写真をとった。のち茶をのんだ 六月十四日（火） 、くもりのち雨。きょうドイツ語 やすんだ
六月十五日（水） 、くもり。サマーズ師から来状 副島君から返事がきた。六月十六日、晴。六月十七日（金） 、晴。サマ ズ師に返事をだした。
六月十八日（土） 、晴。午後、マックス・ミューラー夫人（ノーラム・ガーデ 七番地）を ずねた。六月十九日（日）くもり。午後、平田君方で茶をのんだ。六月二十日、晴。きょう好本君に五ポンド用立てた。六月二 一 午後、ニューカレッジのグッドハルト君 ところに、ミス・ローレンツといっしょに茶をのみにいった。
六月二十二日（水） 、夜気がつめたかった。夜、ウスターカレッジの牧歌劇を観にいった。ミルトン、ジョンソン物が中心であった。六月二十
三日（木） 、晴。 二十四日（金） 、晴のち雨。午後三時すぎ、平田、好本、山崎の三君とボートこぎにいった。これが別れになると思 てのことである。雨のなかボートをこいで帰った。
六月二十五日（土） 、くもり。六月二十六日（日） 、くもり。セント・アルディツ教会で“フラワ ・サーヴィス”があったので、出かけた。六
月二十七日（月） 、晴。午後 好本、ポ リ グ家の者とボートこぎにいき、夕方帰 た。六月二十八日（火） 、晴。暑気はつよい 二十九日、
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晴。午後、ロビンソン君のところで茶をのんだ。きょうポーリング家の者に告別の贈物をした。六月三十日（木） 、晴。暑気がますますつよくなった。きょうでドイツ語のけいこをおわりにし、八シリング（四日分）払った。
七月一日（金） 、晴。近々当地をはなれるため、荷づくりをはじめた。午後、ショー、ジョージィ君らを茶に招いた。山崎君はロンドンにいっ
た。夜、ミス・ポーリング宅をたずねた。さいごの音楽会であった 七月二日（土） 、晴。風があった。荷づくりをおえ、五箇だけをあらかじめ送っ 送料五シリング六ペンス。午後、ミス・ポーリング宅 茶をのみ、のち音楽をきいた。夜、ロビンソンにいとまごいにいった。
七月三日（日） 、朝小雨がふった。午後、好本君と散歩した。これをオクスフォードさいごの逍遥とし、のちともに茶をのんだ。夜、ミス・ポ
ーリング宅に讃美歌を聞きにいった 七月四日（月） 、くもり。けさ好本君がいとまごいにきた。ショー君 ポーリング家にいとまごいにいった。一時間ばかり、さいごの音楽をきき、辞去した。十時十分すぎ、馬車にて下宿を出、十時四十五分の汽車でロンドンにむかった。
午後一時半すぎロンドンに到着。夜、山崎君を ずね、その下宿で夕食をともにしたのち散歩に出た。 「ベルリン案内記」 （ベディカーか）をも
とめた。オクスフォードに葉書をだした。
七月五日（火） 、くもり。ディキンスその他に葉書をだした。七月六日（水） 、晴 暑気はつよい。トマス・クック旅行社にいき、旅行券につい
て聞きただし 七月七日（木） 、くもり。この日、高楠君の下宿（セ トジェームズ公園のちかく）をたずねた。七月八日（金） 、晴。終日、ディキンス氏への返書をかいた。湖水地方からきた好本君 返事をだ 七月九日（土） 、晴。午前七時五十分 ヴィクト ア駅にドイツからやってきた山尾君（不詳） 出迎え、山崎君の下宿まで案内した。のち「ポートレ ト陳
ギャラリ
列館」を見物した。
午後、島村の下宿（サマーズ師宅）に寄り、茶をのんだのち外出し、夕食 とった。七月十日（日） 、晴。暑気はつよい。終日、家ですごした。オクスフォードで会っ ジョージィ ドイツ語会話を試みた。七月十一日、晴。
午前中、山尾君をたずねたが不在であった。帰路、トマス・クック社におもむき、ドイツ行の切符をもとめた。
旅程は、水曜日か土曜日の午後八時四十分にロンドンのリヴァプールストリート駅を発し ハリッジ（イングランド南東部にある港町）にむか
う。ハリッジには午後十時に到着予定。直ちに「ジェネラル
汽
スティームシップ・ナヴィゲイション・カンパニ
船会社
」の船でハンブルクにむかい、翌々日の朝、ベルリンにおも
むくものであった。
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七月十二日（火） 、晴。あつい。七月十三日（水） 、晴。あつい。高楠君から来電。日本人クラブで会食し、ビールをのんで別れた。七月十四日
（木） 、晴。あつい。山尾、山崎君らと和食をたべたのち、 「
国ロイヤル・アカデミ・オブ・アーツ
立美術院
」を見物した。夜、 「新劇場」でチャールズ・ウィンダム（一八三七
～一九一九、イギリスの俳優兼支配人）の「うそつき」をみた。七月十五（金） 、晴。荷づくりをした。
七月十六日（土） 、晴。あつい。銀行にいき英貨をドイツ貨幣にかえたのち、萩原君と昼食をたべに出た。夜、七時半サマーズ師宅を出、リヴ
ァプールストリート駅にむかった。見送る者サマーズ師夫妻、ジョージィ君であった。午後八時四十分の汽車にのり、ハリッジには十時すぎに着いた。乗る船は二等であったが、船室はせまいうえにきたなかったので、十シリング割増し料金を払い、一等に移っ 十時三十分抜錨したが、港口で駆逐艇とぶつかり、出帆は翌朝になった。
一
　
抱月のドイツ生活
　　　
ベルリン大学の聴講生
七月十七日（日） 、好天気。朝、十時半抜錨。甲板のうえはすずしく、冷気を感じた 八 月 昨夜、海はあれ、けさおそくまで、
船酔いのためベッドでふせていた。十一時すぎエルベ川に入った。お昼ごろ起床した。はじめは川の両岸はみえず、にごった水しか目に入らなかった。のち川はばがせばまった。冷気つよく、予定より早くハンブルク 到着した。チップとして、ボーイに二シリング、給仕には一シリングあたえた。
荷物をまとめて上陸。税関で荷物検査をすませたのち、ヴェッグナーとい 人と荷馬車を駆って、午後八時十四分発の汽車にのるためにクロー
スタァトル駅にむかった。この駅でかれといっしょに食事をした。二等の切符をもってい が、三等列車でベルリンにむかった。夜行 から、車窓の景色は目に入らなかっ 。ただ平野のようなものだけがみえた。
午後十二時五分まえ、ベルリンのレーター
駅
バーンホーフ
に着いた。副島君が迎えにきていた。荷物はあずけ、同君の宅にいき一泊し、翌日下宿にいくこ
とにした。電 でティーアガルテン駅までいき、あとは歩くことにし 暑いうえに、カバ 重 ので、代わる代わるもった。
七月十九日（火） 、晴。朝食をすませた ち、かねて決めておいたアオグスト
街
シュトミーセ
八十三番地のヴィンター夫人宅に着いた。大きなよい部屋で
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あった。部屋代は一ヵ月一三〇マルク。住人は、家主の夫人のほかに、若者が一、二名（むすこか）いた。下宿人は
―
、島村のほか、
ルーマニア人一名、高岡熊雄君一名
であり、副島君は昼食をここでとっていた。朝一時間、家族にドイツ語のけいこをたのみ、新聞は『ローカル・アンツァイガァ』を購読することにした。
かくして島村のベルリン生活がはじまった。まず夏服や外とうをあつらえ、小閑をえて劇場・王城・博物館・美術館・水族館・動物園などをお
とずれたが、ベルリン大学の聴講がはじまったの 十月下旬であった。明治三十八年六月までかれは美術史学者ハインリヒ・ヴェルフリン（一八六四～一九四五）の「十九世紀芸術史」の講義をきいた。 二 日（木） 、島村はこんどアルティレリー街十七番地のモーゼル方（四階の一室）に引越した。部屋代は、朝食付で四十四マルクであった。前の下宿よりもずっと安かった。
明治三十八年（一九〇五）一月一日、日本公使館にいき年賀を祝し、のち日本人クラブで和食をたべた。一月十三日からマックス・デソワール
の「美学原論」をきい
ヨーロッパ大陸巡遊後
　
帰国
六月上旬ベルリンを発し、ドレスデン ベルリンの南一八九キロ）にむかい、四、五日この古都ですごしたのちブタペスト（ハンガリーの首
都）をへてリエカ（クロアチアの港町。アドリア海にのぞむ）に至った。そこから海路アンコーナ（イタリア中部）にむ い、さらにそ から陸路ローマへ旅をつづけた。
ローマで市内見物をすますと、フィレンツェ、ヴェネチア、ミュンヘン、バーゼル（スイス）に入り、七月上旬フランス パリに着い 。十日
ほどパリ見物したのち、サンアザール駅よりデイエップ（フランス北西部、イギリス海峡に ぞむ港町。パリの北西 八 キロ）にむかい そこからイギリス海峡をわたってニュヘイブン（南イングランドの港町）に至り すぐ汽車でロンドンにむかい、サマーズ師宅に身をおちつけた
182（79）
島村抱月の「滞欧日記」
（七・一二） 。
七月二十五日（火）ロンドンのウォータルー駅を立ち、サザンプトン（南イングランドの港町）にむかい、翌日ドイツ船「ローン号」 （五〇一
三トン）に乗船し、帰国の途につき、九月十二日（火）満三年半と五日の欧州留学をおえて、ぶじ横浜に帰着した。
むすび明治三十五年（一九〇二）五月、抱月が英都ロンドンに第一歩をふみだしたとき、イギリスはエドワー 七世の治世（一九〇一～一〇年＝明治34～同
43）であった。当時のイギリス社会は、その後もおなじであるが、上流・中流・下流階級からなり、貧富の差が大きかった。ロンドン市民
の三十パーセント以上が貧困線上 い
た（８）
。とくにロンドン東部のイースト・エンドは、下層民街・工業地区として知られ、 “どん底の世界”であ
った。
しかし、エドワード時代、イギリス経済は比較的良好であった
（９）
。一九〇二年（明治
35）一月、わが国はロシアを威圧するためにイギリスと「日
英同盟」をむすんだから、両国は友好ムードにあり、抱月はイギリス一般の好意的環境
）（（
（のなかでくらすことができた。
抱月の著書に『滞欧文談（英国現代の文芸） 』 （春陽堂、明治
39・７、全四八一頁）というものがあるが、これはかれがヨーロッパにいた明治三
十五年（一九〇二）五月から同三十八年（一九〇五）秋までの三年半のあいだの見聞を皮相的に描いたものである。本書は
―
劇壇
―
文壇
―
思潮
―
風光（旅行記のたぐい）などからなり、収録されている文章は、 『読売新聞』や『新小説』などの文芸欄にかかげられたものである
（ 「序」 ） 。
しかし、同書の素材の一部は、 「日記」 黒皮表装。たて
16.3センチ、よこ
10センチの小型ノート三冊、題名なし）であった。これらの日記はいま早
稲田大学中央図書館に貴重書として架蔵されている。うち二冊は、早大教授・
川かわ
副ぞえ
国くに
基もと
によって「渡英滞英日記」として翻刻され、川副国基編
『
島村抱月
　
長谷川天渓
　
片上天弦相馬御風
　
明治文学全集
　
43』 （筑摩書房、昭和
42・
11）に収録された。
もう一冊ある「滞独帰朝日記」 （仮題）のほうは 早大教授・榎本隆司、同竹盛天雄によって翻刻され、 『早稲田大学図書館紀要
　
第
40号』 （平
成６・
11）に発表された。このドイツ日記は、前者 イギリス日記にくらべて、記述も浅く、おもしろ味にやゝかけるうらみが 。
イギリス滞在中、抱月はほとんど一日も欠かさず、几帳面に その日のできごとを横がきでペンで記している。その日の天気 はじまり、どこ
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九三年にニューヨークの
	F
unk	&
	W
agnalls	 社から刊行された
	Standard D
ictionary of E
nglish L
anguage	 のことか）をもとめ、ついで大英博物館の
読書室の利用手つづきをとり、 「イギリス案内記」 （
B
aedeker's	G
reat B
ritain	 や
	L
ondon and its environs などか）やコダック・カメラのカタログな
どを手に入れたり、洋服をあつらえたりしている（５・
12～
13） 。
抱月は渡英まえ早稲田中学で英語や倫理をおしえていたから、一定ていどの語学力はあったであろうが、英語を聞いたり、話したりする機会に
とぼしく、訳読型教師であったと想像される。そのため夜学の「メトロポリタン・スクール」に入学の手続をとった（６・２） 。しかし、そこの教師から日本人はアヘン常用者かといわれ、気分を害し ようである（６・９） 。その後、日記にこの学校のことが出てこないが、おそらくいや気がさし、ほどなく退学したようである。
ロンドンにおけるかれの最初の下宿は、トリングトン広
スクウェア
場の五十八番地（大英博物館の裏手に位置、現存しない）であったが、一週間ほどする
と、スタムフォード・ヒル（ロンドン北東部）に引っ越した（６・
14） 。新しい下宿は、ユニテリアン派の牧師サマーズ宅であった。サマーズ師
の下宿は、多くの日本人留学生が世話になったところである。
に行き何をしたか。何をよみ、何をみたか。だれから便りをもらい、何を書いて送ったか。何を買っていくら払ったか。だれと会って何をしたか。どんな芝居をみて、その印象はどうであ たかなど、手落ちなく記載している。
日記からみえてくる抱月像は、まじめな勉強家。ま
じめな観察者。およそ色恋やふしだらさとは無縁な、教師気
かたぎ
質である。
ロンドンに入京し下宿を定めた抱月が、異郷におけ
る環境になれる間もないくらい、せかせかとうごきまわっている。二日目にはスタンダード英々辞典（一八
島村抱月の「滞欧日記」。［早稲田大学中央図書館蔵］
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抱月はロンドンで半年ほどすごすのであるが、この間大英博物館の読書室へいったり、美術館や劇場、教会などを訪れたり、書店によったり、
知人と会ったり、下宿で本をよんだり、原稿をかいたりしている。
　
暑気にくるしむようになると、サマーズ師の知人らと湖水地方旅行をたのしんだ（８・
14～８・
28） 。帰京後、すぐこんどはサマーズ師の友
人の別荘があるリミンジ（ケント州）に出かけ保養し、ロンドンにもど 途中キャンタベリー寺院をおとずれた（８・
29～９・
13） 。
　
やがてかれはロンドン滞在にいったん終止符をうつと、こんどは拠点をオクスフォードに移した（
10・４～明治
37・７・４） 。主なる目的は、
大学で聴講するためであった。オクスフォードの下宿は、郊外のサウスムア街四十六番地（
46,	S
outhm
ore	R
d ）であった。受講した科目および担
当者、時期をしるすとつぎのようになる。
［科目］
　　　　　　　　　　　　　
［担当者］
　　　　　　　　　　　　
［年月日］
　　　　　　　　　　　　
［場所］
心理学
　　
Ｇ・Ｆ・スタウト
　　　　　　　　
明治
35［一九〇二］
10・
24～？
　　
エグザミネーション・スクールズ
シェイクスピア論
　　　　　　　　
アーネスト ド・セリンコート
　　
11・
12～？
　　　　　　　　　　　
ユニバーシティ・カレッジ
フランシス・ベーコンの研究法
　　
ファーカーソン
　　　　　　　　　
明治
36［一九〇三］１・
22～？
　　
ユニバーシティ・カレッジ
シェイクスピアの「オセロ」論
　　
詩学教授Ａ・Ｃ ブラッドリー
　　
３・２～？
　　　　
エグザミネ ョン スクールズ
ワーズワース論
　　　　　　　　　　　　
〃
　　　　　　　　　　
４・
28～５・７
　　　　　　　　　　　
？
ミルトン
　　　　　　　　　　　　
アーネスト・ド・セリンコート
　　
？～５
29　　　　
ユニバーシティ・カレッジ
ドライデン論
　　　　　　　　　　　　　
？
　　　　
10・
21～？
　　
？
審美論（公開講義）
　　　　　　　
Ａ・Ｃ・ブラッドリー
　　　　　　
12・３
　　　　　　　　　　　　　
エグザミネーション・スクールズ
美学
　　　　　　　　　　　　　　
Ｅ・Ｆ カーリット
　　　　　　　
10・？～？
　　　　
ユニバーシティ・カレッジ
荘厳 について
　　　
Ａ・Ｃ ブラッド
　　　　
12・３
　　　　
エグザミネ ョン スクールズ
ギリシャ彫刻
　　　　　　　　
Ｐ・ガードナー
　　　　　　　　　
明治
37（一九〇四）１・
27～
　　　
アシュモリーン博物館
ダンテ
　　　　　　　　　　　　　
ムーア
　　　　　　　　　　　　　
１・
27～？
　　　　　　
？
音楽発達史
　　　　　　　　　　　　　　
？
　　　　　　　　　　　　
５・
28　　　　　　
ベイリオール・カレッジ
音楽論
　　　　
Ｃ・Ｈ・Ｈ・パリー
　　　　　　　
６・８
　　
シャードニアン講堂
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生活の中心をオクスフォードにおいた抱月は、この学都で一年九ヵ月ほどすごすのだが、この間にロンドンでしばらく暮らし、芝居をさかんに
みたりしている（明治
36［一九〇三］３・９～４・
19） 。またシェイクスピアの生誕地ストラットフォード・オン・エーヴォン（ウォリックシア
州）に小旅行を試みている（４・
22～４・
23） 。ロンドンへは再度おもむき、芝居などを熱心にみている（
11・
14～
11・
27） 。
欧州留学生は、孤独や無聊をなぐさめるために、よくカフェや劇場に足をはこんでいる。抱月もそうしたひとりであったが、イギリスにおける
かれの学究生活の中心は、つぎの三点であった。
一
　
オクスフォードにおいて文芸と芸術の一部をまなぶこと。
一
　
西洋演劇（役者の演技、舞台うら、舞台装置）の心
エッセンス
髄をきわめること。
一
　
西洋人（イギリス人）の内的生活―精神生活をきわめるために教会にかよい、かれらの心情、宗教観を知ること。
要するにかれがいうところの“欧州文明の背景”を構成しているものの一
いっ
班ぱん
を知ることによって、全体を推察することであったのであろう。
抱月は大学の聴講に熱心であったが、それにおとらず観劇 ほうにも熱中している。かれはもともと演劇や歌舞伎にすくなからず関心があっ
ようだが、ロンドンに着いて翌月（六月）中旬ごろから芝居を観ることをはじめている。かれはイギリス、ドイツにいた三年半ほどの間に、相当な回数劇場に通っている。
いまかれがみた芝居（新劇）を一覧表にすると、つぎのようになる。注・演目や劇場名がわからぬものは、？としておいた。
［題名］
［劇場名］
　
［年月日］
ヴェルディの歌劇「アイーダ」
カヴェント・ガーデン劇場
明治
35・６・
11
ヘンリー・アーヴィングの「ファウスト」
ライシアム劇場
　　　　
６・
13
「ファウスト」
ロイヤル・オペラ
　　
９・
27
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ザ・ベスト・オブ・フレンズ
ドルリーレイン劇場
　　　　
10・１
寄席（夜）
オクスフォ ド・ミュージック・ホール
　　
〃
闘トレアドール
牛士（喜歌劇）
新ニュースィアタ
劇場
（オクスフォード）
　　
11・
14
Ｈ・ウォード夫人
新劇場
　　
12・
12
パントマイム
アレクサンドラ劇場
　　
12・
26
かヒズ・ランドレディ
れの女主人（小喜劇）
かわいいフランスの婦
リトル・フレンチ・ミリナ
人帽子屋（道化芝居）
新劇場
明治
36・１・
28
ネズミと人間
新劇場
　　　　
２
・
１
永エターナル・シティ
遠の市
　
〃
　　
２・
10
道ザ・クラウン
化師（喜劇）
　
〃
　　
３
・
３
うザ・ライアズ
そつきたち
新劇場
　　
３
・
６
よピナフォー
だれ掛
新劇場
寄席
オクスフォード・ミュージック・ホール（ロ ン）
　　　　
３・
13
Ｈ・Ｂ・トゥリーの「復活」
ヒズ・マジェスティ劇場
　　
３・
14
寄席
帝エンパイア
国
劇場
マザーグースのパントマ ム（無言劇）
ドルリーレーン劇場
　　　　
３・
16
アーヴィン の「アドミラルクリヒト
デューク・オブ・ヨーク
　　
３・
17
チャイニーズ・ハネムーン
ストラン 劇場
　　
３・
18
ローズマリ
新劇場（ロ ン）
　　
３・
19
ネル・グリーン
新劇場（オクスフォード）
　　
３・
24
ア・バッド・キ ラクター（メロドラマ）
新劇場
　　
３・
31
Ｈ・Ｂ トゥリ の「復活」
ヒズ・マジェスティ劇場（ロ ）
　　
４・
16
エレン テリーの「ザ・ヴァイキング」
帝インペリアル
国
劇場
　　
４・
17
古きハイデルベルク（昼）
セント・ジェイムズ
　　
４・
18
（84）177
？（夜）
アレキサンダー劇場
　　　　
〃
ザ・カジノ・ガール
新劇場
　　
４・
21
マクベス
シェイクスピア記念館（ストラットフォード・オン・エーヴォン）
　　
４・
22
闘牛士
新劇場
　　
４・
28
しろうと芝居（題不詳）
市公会堂（オクスフォード）
　　
５
・
４
反抗するスーザン
新劇場
　　
５
・
６
主ビショップス・ムーブ
教の転居
新劇場
　　
５
・
７
ギリシャ神話もの？（Ｊ・Ｋ ジェローム作）
新劇場
　　
５・
11
ルネ王（ロマンチックもの）
新劇場
　　
５・
12
やノーティ
んちゃのナンシー（喜歌劇）
新劇場
　　
５・
14
ベニスの商人（オクスフォード大学演劇協会の興行
新劇場
　　
５・
18
道化芝居（マンチェスター・カレッジ 社会クラブの興行）
マンチェスター・カレッジ
　　　
５・
25
チルペリック（喜歌劇）
新劇場
　　　
５・
27
ムッシュ・ボケール（時代もの）
新劇場
　　
６
・
１
パウロとフランチェスカ
新劇場
　　
６
・
８
負シーストゥープストゥーコンカ
けるが勝
（ゴールドスミス原作）
？
　　
６
・
９
ハムレッ
？
　　
６・
13
エレン・テリーの「空さわぎ」
帝国劇場（ロンドン）
　　
６・
22
トリスタ とイゾルテ（オペ ）
カヴェント・ガーデン劇場
　　
６・
23
？
ヒズ・マジェスティ劇場
　　
６・
24
屋クウォリティ・ストリート
敷町
ヴォードヴィル劇場
　　
６・
25
デュマもの？
ギャリック劇場
　　
６・
26
ダンテ（昼）
ドルリーレーン
　　
６・
27
176（85）
島村抱月の「滞欧日記」
生のよろこび（夜）
新劇場
　　　　
〃
ゴリンジ夫人のネックレス
ウィンダム劇場
　　
６・
30
ナポレオ もの
アデルファイ劇場
　　
７
・
１
東イースト・リラ
洋の竪琴
アレクサンドラ
　　
７
・
２
ローナドゥーン（昼）
アヴェニュー劇場
　　
７
・
３
いとこのケ ト（夜）
ヘイマーケット劇場
　　
〃
ケイからきた娘（昼）
アポロ劇場
　　
７
・
４
ボー ル氏
？
　　
〃
女学生たち
プリンス・オブ・ウェールズ劇場
　　　　
７
・
６
トリルビー（昼）
ヒズ・マジェスティ劇場
　　
７
・
８
ダンテ（昼）
ドルリーレー 劇場
　　
７・
11
ダホメー
シャフツベリー劇場
　　
〃
“中国の奇術” （実演）
オクスフォード・ミュージック・ホール
　　
７・
13
ヴェニスの商人
ドルリーレーン劇場
　　
７・
14
タンケレイの夫人の再来
新劇場
　　
７・
15
女中とメデル
リリック劇場
　　
７・
18
パントマイム・バレエ（昼）
帝国劇場
　　
７・
20
主教の転居（昼）
ギャリック劇場
　　
７・
22
カラガン ようなもの？（夜）
クライテ オン座
　　
〃
？
ティヴォリ劇場
　　
７・
25
チャイニーズ・ハネムーン（昼）
ストランド劇場
　　
７・
29
二つの旗のもとに（昼）
スタンダード劇場
　　
７・
31
いなか娘
ディリイ劇場
　　
８
・
１
（86）175
魔術ドラマ（昼）
大英博物館内のエジプト室
　　　　
８
・
４
エミリィ
アデルフィ劇場
　　
８
・
５
夜ザ・シェイズ・オブ・ナイト
闇
いとこのケ ト
　　（昼）
ヘイマーケット劇場
　　　
８
・
８
？（昼）
ケニングトン劇場
　　　
８・
13
ケイから来た娘
アポロ劇場
　　
８・
15
王ザ・ロイアル・ディヴォース
室の離婚
グランド劇場（イズリントン）
　　
８・
21
ローエングリン［オペラ］ （夜）
？
　　
８・
31
トム・ピンチ
セントジェームズ
　　
９
・
５
登クライマー
山者［アメリカもの］ （昼）
コメディ劇場
　　
９
・
９
ビリィのちょっとした恋愛（昼）
クライティリオン劇場
　　
９・
12
ワーグナーもの（夜）
クウィーンズ・ホール
　　
９・
14
屋敷町
ヴォードヴィル劇場
　　
９・
16
リチャード三世（夜）
ヒズ・マヂェスティ
　　
９・
17
枢機卿
けい
（昼）
セントジェームズ劇場
　　
９・
19
サムトイ
ダルストン劇場
　　
９・
23
上フラッド・タイド
げ潮
（昼）
ドルリーレー
　　
９・
26
リトゥル・メアリ（夜）
ウィンダム劇場
　　
10・６
ゴウルド ン サ レンス（夜）
ギャリック劇場
　　
10・７
レティ［女子名］ （夜）
デューク・オブ・ヨ ク劇場
　　
10・８
鏡ミラ
（夜）
クライティリオン劇場
　　
10・９
もし王であったら
新劇場
　　
10・
26
上げ潮
ドルリーレーン劇場
　　
11・
16
？
ロン ン演芸
　　
11・
17
174（87）
島村抱月の「滞欧日記」
リチャード二世
ヒズ・マヂェスティ劇場
　　　　
11・
19
らオーキッド
ん［喜劇］ （昼）
ゲイエティ劇場
　　
11・
21
ダンツィヒの公爵夫人（夜）
リリック劇場
　　
11・
23
テンペスト（昼）
ロイアル劇場
　　
11・
24
過去をかくすジュ ア（夜）
ストウク・ニューイントン劇場
　　
〃
レティ（夜）
デューク・オブ・ヨ ク劇場
　　
11・
25
ズィ・オウンリ・ウェイ
コロネット劇場
　　
11・
26
キティの結婚（笑劇
新劇場
　　
11・
27
ゴーリンジ夫人の首かざり（夜）
新劇場
　　
12・７
わたしたちが二十一歳のとき
新劇場
　　
12・
10
個人秘書［笑劇］ （夜）
新劇場
　　
12・
14
しずかなる敵（ ？）
新劇場
明治
37・１・
11
長プス・イン・ブーツ
靴をはいた猫［無言劇］ （夜）
？
　　　　
１・
18
マイ・レィディ・モーリ（夜）
？
　　
１・
25
ローエングリン［オペラ］ （夜）
カール・ロッサ
　　
２
・
１
タンホイザー（夜）
？
　　
２
・
３
パリアッチカバレ ・ルスティカナ
　　夜
？
　　　
２
・
４
お気に召すまゝ（夜）
？
　　　
２・
15
ミカド（夜）
？
　　
３
・
３
オセロ（夜）
新劇場
　　
６
・
８
牧歌劇（夜）
ウスターカレッジ
　　
６・
22
うそつき（夜）
新劇場
　　
７・
14
（88）173
アルト・ハイデルベルク
ヴェステンス劇場
　　　　
８・
14
？
シラー劇場
　　
９
・
１
ジョン・ガブリエル・ボ クマン （イプセン調のもの）
シラー劇場
　　
９・
15
ディ・クロイツアーシュライバー（喜劇）
シラー劇場
　　
９・
29
ヘンゼルとグレテル
オペラハウス
　　
10・８
ヨハンニス・フォイアノ（ズーダーマン作）
シラー劇場
　　
10・
13
リア王（独訳）
シラー劇場
　　
10・
23
治療（喜劇）
シラー劇場
　　
10・
28
トレドのユダヤ女
シラー劇場
　　
11・
10
イギリス劇？
シラー劇場
　　
11・
24
ムターエルド
シラー劇場
　　
12・８
オペレッタ
アポロ劇場
　　
12・
10
チャリーのおば（英劇の独訳）
タリーア劇場
　　
12・
18
すトイケルスケレレ
ごいやつ（バーナード・ショーの独訳）
ベルリン劇場
　　
12・
27
シャロレ伯爵
新劇場
　　
12・
30
ヘラクレスの丸薬（仏劇の独訳）
レズィデンツ劇場
明治
38・１
・
１
消燈号音
ベルリン劇場
　　　　
１
・
３
大都会の空気
シラー劇場
　　
１
・
５
陰気な鐘（ハプトマン作）
レツスイング劇場
　　
１
・
８
しあわせ ギルベル
トリアノン劇場
　　
１
・
９
つぎにドイツ（ベルリン）において観た芝居をしるすと、つぎのようになる。
172（89）
島村抱月の「滞欧日記」
？
新オペラ劇場
　　　　
１・
11
親族のつどい
ルストシュピールハオス
　　
１・
12
ロメオとジュリエット
シラー劇場
　　
１・
15
ピッコロミニ
シラー劇場
　　
１・
19
大きな星（オペラ）
タリーア劇場
　　
１・
28
謝ローゼンモンターク
肉祭
ちゅうの月曜日
レツスイング
　　
１・
29
ヴァレンシュ インの死（
30年戦争のときのオースト
リアの将軍）
シラー劇場
　　　
２
・
２
サン・ベルナールの兄弟
ドイツ劇場
　　　
２・
11
オテル
　
ポンパドール
？
　　
２・
25
皇帝の猟師
レツスイング劇場
　　
２・
26
港にて
？
　　
３
・
２
マンゲレ（Ｏ・Ｅ・ハルトレー ベン一八六四～一九〇五、ドイツ 小説家 劇作家の原作）熊ベーア
（チェホフの作）
　　小劇場
　　　　
３
・
４
かんむりひばり
シラー劇場
　　　　
３・
16
オセロ
シャオチュピールハオス劇場
　　
４・
10
ディ・ライバルテ？
シラー劇場
　　
４・
13
トルバドゥール
中央劇場
　　
４・
16
強ロイバー
盗（学生の芝居）
？
　　
５
・
５
ウィリアム・テル（シラー作）
？
　　
５・
10
……ステュ ト（？）
シラー劇場
　　
５・
14
オペレテ
夏ゾンマーステアーター
劇場
（ウィーン）
　　
６・
12
ホフマンの物語（オペラ）
オペラハウ （ウィーン）
　　
６・
13
（90）171
抱月は芝居以外に西洋音楽をよく聞いている。かれの日記からそれをひろうとつぎのようになる。曲名や音楽会場のわからぬものは、？として
おいた。
［イギリス
―
ロンドンやオクスフォード］
［曲目］
［演奏会場］
［年月日］
ベイリャル・コンサート
ベイリャル・カレッジ（オクスフォード）
明治
35・
12・７
バッハのミサ曲
市公会堂（オクスフォード）
明治
36・３
10
コンサート（シュトラウスやシューマン）
クウィーンズ・ホール
　　　　
３・
15
通俗およびクラッ ック音楽
市公会堂
　　
３・
28
ベイリャル・コンサート
ベイリャル・カレッジ
　　
５
・
３
？
ロイアル・ア バート・ホール（ロンドン）
　　
７・
12
？
ロイアル・アルバート・ホール
　　
７・
19
？
　　　　　　
〃
　　
８・
16
？
　　
〃
　　
８・
23
プロムナード・コンサート
クウィーンズ・ホー （ロンドン）
　　
８・
27
チャイコフスキー
　　　　
〃
　　
９・
16
モーツアルトとベ トーベ
　　
〃
　　
９・
18
オペラ［？］ （一階立ち見席）
？（パリ）
　　　　
７・
10
王室の離婚
エリファント・アンド・カースル劇場（ロンドン）
　　
７・
18
？
リリック劇場
　　
７・
20
京劇［？］ （夜）
丹タンクイチャエン
桂茶園（上
シャンハイ
海の四
スマー ルー
馬路）
　　
９
・
３
170（91）
島村抱月の「滞欧日記」
？
市公会堂（オクスフォード）
　　　　
10・
10
？
　　　　　　
〃
　　
10・
17
パリアッチとカバレリア・ルスティカナ（オペラ）
　　
？
明治
37・２
・
４
ドンジョヴァンニ（モーツ ルト作）
　　
？
　　　　
２
・
５
音楽会
大学音楽クラブ（オクスフォード）
　　
３
・
７
ベイリャル・コンサート
ベイリャル・カレッジ
　　
５・
15
［ドイツ
―
ベルリン］
［曲目］
［演奏会場］
［年月日］
管フィルハルモニー
弦楽団の音楽会
　　　
？
明治
37・
12・４
ワーグナーの夕べ
　　
？
　　　　
12・６
ベート ベン他
ベルリン大学のホール？
　　
12・
17
管弦楽団の音楽会（ベ トーベン）
　　　
？
明治
38・２・
22
管弦楽団の音楽会
　　
？
　　　　
２・
28
ワーグナーの夕べ
　　
？
　　
３・
15
管弦楽団の音 会
　　
？
　　
３・
28
　　　
〃
　　
？
　　
３・
29
魔弾の射手（ウェーバ 歌劇）
国民劇場
　　
４
・
２
管弦楽団 音楽会
　　　
？
　　
４
・
５
　　　
〃
　　
？
　　
４・
11
　　
〃
　　
？
　　
４・
12
　　
〃
　　
？
　　
４・
18
（92）169
抱月はヨーロッパにいた満三年半のあいだに何度劇場に足をはこび観劇したのであろうか。日記からうかがえる回数は、二二六回である。音楽
会場にもたびたび出入りしているが、その回数はイギリスにおいて一八回、ドイツでは一二回ほどである。劇場や音楽堂にひんぱんに出かけたのは、たいくつを慰めるため、ごらくを求めるためだけではなく、西洋劇や西洋音楽の本質を見きわめようとする探求心から出たことであったのであろう。とく 劇場通いは、後年の文芸協会附属に新設された演劇研究科の指導講師としての活動の肥やしとな ものであった。
抱月と教会教会とはキリスト教を奉じ、その教えをひろく社会にゆきわたらせる人々があつまり、礼拝や儀式や説教をおこなうための建物の意である。キ
リスト教とは、イエス―キリストの人と教えを中心とし、父なる神に仕える宗教のことである。抱月の ギリス時代の日記をみて、ひじょうに奇異に感じられるのは、日曜日によ 教会に出かけ、牧師の説教
00
を聞いていることである。しかし、ドイツ滞在中はいちども教会に足をはこぶこと
はなかった。おそらく語学力に難があった めであろう。
いまかれの日記から、教会通いの記録をひろうと、つぎのようになる。
［教会名］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［年月日］
　　
？
　
	
明治
35・５・
18
スタムフォード・ヒルの教会（朝）サマーズ師のユニテリアン教会（夜）
　　	
６・
29
　　　　　　
〃
　　　　　　　
（夜）
　
	
７・１
　　
〃
　　
（夜）
　
	
７・６
　　
？
　
	
７・
13
　　
？
　
	
７・
16
　　
？
　
	
７・
27
　　
？
　
	
８・３
168（93）
島村抱月の「滞欧日記」
　　
？
　
	
８・
10
アンブルサイド村（湖水地方）の教会
　
	
８・
17
古い教会見物（ケント州リミンジ
　
	
８・
29
　　
？（ケント州ポストリング村）
　
	
９・
キャンタベリ寺院 ）
　
	
９・
13
アカペイモナイト （ロンド ）
　
	
９・
14
　　
？
　（夜）
　
	
９・
28
マンチェスター・カレッジの教会（オクスフォード）
　
	
11・
16
礼チャペル
拝堂（オクスフォード）
　
	
11・
23
マンスフィールド・ レッジの教会
　
	
12・
13
　　
？［クリスマス］
　
	
12・
25
　　
？
　
	
明治
36・１・
17
　　
？
　
	
１・
25
　　
？
　
	
２・
　　
？
　
	
２・８
マンスフィールド・カレッジの教会
　
	
３・１
　　
？
	
　
３・８
　　
？
　
	
３・
23
　　
？
　
	
３・
29
「セント・ジャイルズ教会」 （オクスフォード）
　
	
４・５
　　
？
　
	
４・
10
　　
？（夜）
　
	
４・
12
聖ホウリ・トリニティ・チャーチ
三位一体教会（ストラットフォード・オン・エーヴォン）
　
	
４・
22
　　
？
　
	
４・
26
マンチェスター・カレッジの全景（オクスフォード）。
（94）167
　　
？
　
	
５・３
　　
？
　
	
５・
10
　　
？
　
	
５・
17
　　
？
　
	
５・
24
　　
？
　
	
５・
31
　　
？
　
	
６・７
カトリック教会
　
	
６・
14
セントポール大寺院（ロンドン）
　
	
６・
28
　　　　　
〃
　
	
７・５
　　
〃
　
	
７・
12
　　
〃
　
	
７・
19
　　
〃
	
　
７・
26
　　
〃
　
	
８・２
　　
〃
　
	
８・９
　　
〃
　
	
８・
16
シティ聖
テンプル
堂（ロンドン）
　
	
９・
20
　　　
〃
　
	
９・
27
　　
？（オクスフォード）
　
	
10・
25
　　
？
　
	
11・８
　　
？
　　 　　　　　
（夜）
	
11・
22
　　
？（昼・夜）
　
	
11・
29
聖メアリ教
チャペル
会
マンスフィールドカレッジの教
チャペル
会
　　（昼・夜）
　
	
12・６
　　
？
　
	
12・
13
166（95）
島村抱月の「滞欧日記」
　　
？
　
	
12・
20
　　
？
　
	
12・
27
　　
	
明治
37・１・
17
　　
？
　
	
１・
24
　　
？
　
	
１・
31
ニューカレッジの教会
　
	
２・７
マンスフィールドカレッジの教会
　
	
２・
14
　　
？
　
	
３・６
ローマカトリック教会
　
	
３・
27
マンスフィールド・カレッジの教会
　
	
６・５
セント・アルディツ教会
	
　
６・
26
抱月はロンドンやオクスフォードの教会に通うことにより、牧師の説教に熱心に耳をかたむけたり、またときには知人や友人らと宗教について
論じたりしている。
かれがキリスト教の説教を聴くことに心をうばわれたのは、なにもキリスト教の神霊がかれにのりうつったからではない。西洋文明の土台を構
成しているところのキリスト教精神
―
ヨーロッパ文明の背景をまなぼうというのが目的であったようだ。
交友抱月の日記には、大熱の邦人や外国人の名前がでてくるが、ときにどうい 人物なのか わからぬことが多い。下宿などは知人や友人らの紹介
によるものであろう。外国人では、フレデリック・サマーズ師（一八四四～一九一九、オクスフォードのマンチェスター・カレッジ出身のユニテリアン教会の牧師）との交際がふかく こ 人の住居（スタンフォード・ヒル―ダルレー通り四番地、現存）に下宿した。
この牧師からは、英語ばかりか生活上の相談、宗 上の 示など、物心両面にわたって世話に った。小閑をえ、避暑のため湖水地方やリミン
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ジ（ケント州）へ旅行したのも、この牧師の提案によるものであろう。
ロンドンで知りあった外国人との付きあいは、けっして深いものではなかった。下宿やオクスフォードで知りあった学生との交際において、と
きにお茶に招待したり、カレッジの部屋に招かれたり、散歩に出かけたり、議論したりしている。抱月がロンドンに着いた明治三十五年（一九〇二）五月―夏目漱石はイギリス滞在ちゅうであり、両人は半年ほどおなじイギリスにい 。 かし、両人はいちども会わずにおわった。
日本人も留学や観光でイギリスにやってくるのだが、そこから新たな友情や交際がはじまる場合もあった。日記に登場する邦人名（フルネーム
がわからぬ者が多い）をしるすと、つぎのようになる。［イギリス―ロンドン、オクスフォードで会った者］
豊崎善之介（５・
22）
　
大谷光
こう
瑞ずい
（６・８）
　　　　　　
小松宮彰
あきひとしんのう
仁親王（６・
18）　　
豊崎
　　
（６・
20）
田中穂積（７・
20）
　　
塩沢
　　
（７・
29）
　　
林川［源太郎？］ （９・
27）　　
大谷英丸（
10・
14）
　　　　　
龍田
　　
（
10・
16）
塩川
　　
（
12・１）
　　　
松平某（福井旧藩主の末子） （明治
36・２・４）
　　　　　　　
好よしもと
本督
ただす
（３・
16）
浅井（龍太郎？）
　　
三宅雪
せつれい
嶺（３・
18）　　　　
内田銀蔵 ４・
13）
　　
井上雅二（４・
13）　　
山崎
　　
（５・７）
湯浅半月（６・
12）
　　
柳原［華族］ （６・
12）
　　　　
寺島［華族］ （６・
12）
鈴木
　　
（６・
16）　　　
宝山
　　
（６・
27）
　　　　
藤井宜正（７・９）
平田禿
とくぼく
木（７・
23）
　　
下村寒 （７・
30）　　
浜口
　　
（８・
23）
　　　　　　
留岡幸助（
10・２）
　　
生江
　　
（
10・９）
　　
龍田（
10・
15）
　　　　　　　
島田
　　
（
10・
16）　　
池田
　　
（
11・
14）
金子馬治（
11・
16）
　　
坂本二郎（
11・
16）　　
浜口
　　
（
11・
18）
伊東
　　
（
11・
20）　　　
阿部龍三（明治
37・３・
17）　　
永野武一郎（４・
20）
高楠正雄（５・
30）
　　
山尾
　　
（７・９）
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［ドイツ―ベルリンで会った者］
高岡熊雄（明治
37・７・
19）　　
副島
　　
（７・
23）　　　　　　
友枝
　　
（８・
28）
小山
　　
（９・
14）　　　　　　
石坂
　　
（９・
14）　　
末広
　　
（
11・７）
松岡
　　
（
11・
13）　　
川名
　　
（明治
38・２・
12）　　
野田
　　
（２・
12）
山尾
　　
（３・
11）　　
西村
　　
（４・９）
　　　　
松原
　　
（４・
16）
五十名にもなるこれらの邦人のなかで、抱月が滞欧ちゅうもっともしたしみ、足しげく往来したのは、豊崎善之介・田中穂積・好本督・内田銀
蔵・平田禿木・山崎（？）らであった。
豊崎善之介（一八六三～？）…………
	 文久三年七月、兵庫県西宮に生まれ、十三歳で洗礼をうけた。明治二十八年（一八九五）関西学院英語神学部を卒業した（ 『開校四十年記念
　
関西学院史』関西学院史編纂委員、昭和４・９、三七頁） 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　
明治三十一年（一八九八）の春、国民英学会で英語をおしえたが、翌三十二年五月、ユニテリアン協会の牧師
となった。このころから社会主義に関心をもち『六合雑誌』に投稿した。明治三十四年（一九〇一）七月より、イギリスのオクスフォード大学（マンチェスター・カレッジ）に留学し、のちドイツ・フランス・アメリカに転学し、帰国後、社会主義反対をとなえた（太田雅雄『初期社会主義史の研究―明治
30年代の人と組織と運動』新
泉社、平成３・３） 。
　　　　　　　　　　
	　
のち『人民新聞』の主筆、 『実業之日本』の主幹となった。豊崎には『社会主義批評』 （警醒社、明治
39・５）
という論著があるが、その「緒言」 なかで、こんなことをのべている。
　　　　
	　―
わが国の若者のなかには、社会主義（生産と分配を共有し、貧富の差のない、自由平等な世の中をつくろ
うとする主義）に賛同す 者が少 からずいる。し し、この主義 よく学ばず いたずら 尊信するのは危険である。社会 は、その本質において 経済的改革案なのである。
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抱月がロンドンではじめて豊崎と会ったのは、明治三十五年五月二十二日のことであった。以降、オクスフォ
ードにおいて交際がつづいた。
田中穂
ほ
積づみ
（一八七六～一九四四）……
	 明治九年長野県更級郡川柳村に生まれた。明治二十九年（一八九六）東京専門学校邦語政治科（現・早大政経学部）を卒業後、新聞記者となり、か わら東京専門学校で教べんをとった。のちコロンビア大学に留学し、早大講師をへて教授となり、財政学・公債論・租税論を担当した。昭和六年（一九三一）早大総長として大学運営に手腕を発揮した。抱月と会ったのは、コロンビアで学業をおえてすぐ渡英した明治 十五年七月のことであった。以降、英京におい 交際がつづ 。
好よしもと
本督
ただす
（日本盲人の父）………………
	 明治十一年一月、大阪市東区瓦町一丁目において陸軍軍医の子として生まれ、大阪府立 中（現・北野高校）をへて、東京高等商業（現・一ッ橋大学）を卒業した。が、 来 弱視者のため、夜はほとんど目がみえず、中年になっ 完全に失明した。盲人のためにふか 同情をしめし “盲人解放の啓蒙活動”をはじめたのはこのためであった（吉備野庵） 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　
耳がきこえず、口もきけず、目もみえぬ人間は、さみしい沈黙の世界、暗やみの世界で孤独をかこつ人生を送
らねばならぬのである。明治三十三年 一九〇一） 、父に願いでてパリ万博見学 めにヨーロッパにわたり、帰路ロンドンを訪れ 。このときはじめて慈善 盲人事業を体験し、翌年一月オクスフォード ジーザスカレッジに入学し、宗教学・神学をまなんだ。
豊崎の著書『社会主義批判』（警醒社，明治
39・５）。［小樽商科大学附属図書館蔵］
晩年の好本督
好本の妻―エルシイ・マーガレット
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抱月がはじめて好本と会ったのは、留学二年目の明治三十六年の春
―
観劇のためにロンドンにきたとき、サ
マーズ師宅に下宿したときである。 （３・
16） 。以降、オクスフォードにおいて交誼がつづいた。なお好本には後
日談がある。帰国後、数年、ワセダで英語講師をしたり、日本盲人会のために活動し、点字出版などをおこなった。明治四十一年（一九〇八）
―
三十歳のときふたたび渡英し、このとき服
クロウズィア・カッター
地の裁断師（ラシャ商）
―
エイ
サ・ポーリングの娘エルシー・マーガレット（
E
lsie	M
argaret ）と結婚した。その後、英国産のラシャを取りあ
つかう貿易会社を設立し、その収益のすべてを盲人指導者の育成やわが国の視覚障害者の福祉向上につかった（中野善達編『要支援児教育文献選集』クレス出版、平成
20・５） 。
内田銀蔵（一八七二～一九一九）……
	 明治五年千住の川魚問屋「鮒
ふな
与よ
」の長男として生まれ、長じて東京専門学校邦語政治科を首席で卒業した。その
後、第一高等中学校（のちの一高）の予科三年に編入学し、東京帝国大学文科大学において国史を専攻した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　
明治二十九年（一九八六）から同三十五年まで東京専門学校の講師をつとめ、三十二年以後東京帝大の講師も
かねた。その後、ヨーロッパに留学を命じられ 明治三十六 （一九〇三）四月、英京ロンドンにわたった。抱月とはじめて会ったのは、浜口 下宿（サウスケンジントン）において （４・
13） 。
　　　　　　
	　
内田はオクスフォードに移転後、抱月との交誼をつづけた。後年、京大教授となった。
平田禿
とくぼく
木（一八七三～一九四三）……
	 明治六年二月、日本橋の染料絵具問屋の長男として生まれ、共立学校（大学予備門の予備校）にまなんだのち、明治三十一 （一八九八）高等師範学校英語専修科を卒業した。のち同 教諭となる。同 十六年（一九〇三）文部省より、英語および英語教授法研究のため満三ヶ年イギリ へ留学を命じられ 。
　　　　　　　　
	　
四月末、ロンドンに到着。十月、オクスフォードに移り、ウォルトン街に下宿し、大学の講義を聴講した。抱
月とはじめて会ったのは、ロンドンにおいてである（７・
23） 。その後、オクスフォードにおいてふかい交際が
はじまった。
その他、変ったところでは、抱月は評論家・三宅雪嶺、聖書学者・湯浅半月、日本画家・下村観山などとロンドンで会っている（３・
18、６・
12、７・
30）またドイツ留学をおえて帰国の途についた早大留学生の金子馬治と坂本二郎らはロンドンに寄り、抱月と日本料理をたべながら“早
大交友会”をひらき、再会をたのしんだ（明治
36・
11・
18） 。
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なお、品行方正であった抱月に、艶
えんぶん
聞めいたものが一つある。
おそらく好本を通して知りあったと思えるイギリス人一家にエイサフ・ポーリング（
A
saph	P
auling ）という人がいた。オクスフォードの毛織
物商であり、熱心なクリスチャン、社会事業家であった。妻のエライザ・ポーリングとの間に娘が一人いた。
エルシイ・マーガレット（当時、十七、八歳）抱月の日記にたびたび「ミス・ポーリング」として登場するのは、このエルシー・マーガレットである。かれが彼女とはじめて会ったのは明治
三十六年（一九〇三）の五月ごろと思われるが、同年五月二十七日（水）の午後、ポーリング家に写真を届けている。このとき本人と会ったことはたしかである。ついで同年のクリスマスの夜、ポーリング家で夕食をとっている。
年があけ明治三十七年（一九〇四）になると、ドイツに移るまでの約半年間、抱月はポーリング家をひんぱんに訪れている。
ポーリング宅での夜会（１・６）ポーリング家、日曜学校の子どもたちを招待（１・
13）
お茶に立ちよる
　
（１・
26）
ポーリング宅訪問（１・
30）
内田銀蔵
オックスフォード留学時代の平田禿木。
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お茶会
　　　　　
（２・３）
ポーリング宅訪問（２・９）ポーリング宅訪問（２・
12）
音楽会
　　　　　
（２・
16）
ポーリング宅訪問（２・
19）
ポーリング宅訪問（２・
23）
　　　
〃
　　　　
（２・
26）
　　
〃
　　
（３・４）
音楽会
　　　　　
（３・８）
ポーリング宅訪問（３・
11）
市公会堂における子ども会（３・
12）
音楽会
　　　　　
（３・
14）
ポーリング宅訪問（３・
18）
　　　
〃
　　　　
（３・
22）
　　
〃
　　
（３・
25）
皆でカムナー村を散歩（３・
26）
ポーリング宅訪問（３・
27）
音楽会
　　　　　
（４・１）
ミス・ポーリングの誕生日会（４・
11）
ポーリング家の者と郊外散歩（４・
13）
ポーリング宅訪問（
4・
18）
音楽会
　　　　　
（４・
22）
ポーリング宅訪問（
4・
26）
　　　
〃
　　　　
（４・
28）
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ポーリング宅訪問（５・３）　　　
〃
　　　　
（５・６）
　　
〃
　　
（５・９）
皆で茶をのみにポーリング家を訪問（５・
23）
カメラのカバーを依頼（６・３）音楽論を聞きに皆で「シャ ドニアン講堂」にいく（６・８）ポーリング家訪問［写真とる］ （６・
13）
ポーリング家のものとボート こぐ
27）
ポーリング家の者に告別 贈物をす （６・
29）
ポーリング家におけるさいご 音楽会（７・１）同家で茶をのみ、音楽をきく（７・２）ポーリング家で讃美歌をきく（７・３）同家でさいごの音楽をきく（７・４）
抱月は思い出にみちたオクスフォードをあとに、ベルリンにむかうのだが、明治三十七年（一九〇四）七月四日の日記の記述は、哀話そのもの
であり、あわれみを誘う。「一時間
許ばかり
最さい
後ご
の音楽を聞き
　
悲かな
しき別
わか
れして十時に去る……」 （
榎本隆司竹盛天雄
編島村抱月「滞独帰朝日記」 ） 。
「悲しき別れ」をして去るという文章は、ひじょうに感傷的なことばであり、愛する女性との別れの苦しみを語っているようにおもえる。また明治三十七年三月八日の記述に、
―
「
T
uesday　
曇
　
一昨年の今日は
　
日本を出立せし日
也なり
　
満二年
故こ
山ざん
に
背そむ
くなど
想おも
ふ、夜
	P
auling	 にて音楽を聞く……」というのがある。 「
故こ
山ざん
」とは、ふるさととか故郷の意である。いいかえると、祖国日本や妻子のいる家庭のことである。この一文は、既婚者でありながら、おもわず
ミス・ポーリングを愛してしまったことにうしろめたさを感じることを表現したものであろう。
158（103）
島村抱月の「滞欧日記」
夏目漱石のばあいも、妻を意識しながら、イギリス女性ミス・ノットに思いをかけたようである（佐藤高明『漱石
　
イギリスの恋人』勉誠出版、
平成
11・９） 。
一方、ミス・ポーリングは、抱月にいかなる感情をもっていたかは不明である。いずれにせよ抱月は、じぶんを愛してくれそうもない彼女を、
むなしく思いしたっていたのであろう。
むすび高田早
さ
苗なえ
（一八六〇～一九三八）は、かつてこんなことをいった。
それを意訳すると、つぎのようになる。
―
これから西洋に旅行・留学する者は、観察を主とすべきである。研
けん
磨ま
（ふかく研究すること）を主
とすべきである。講
こう
学がく
（学問の研究）を主とすべきである。西洋は文明がひらけている。東洋は野蛮である。野蛮な国から文明国におもむく者は、
その眼をワシのようにし、その耳をウサギのようにし、観察研磨に打ち込むべきである、と。 （論説
　
○洋行論
　　
接廿五号
　　
文学士
　
高田早
苗」 『中央学術雑誌第二十七号所収、明治
19・４・
25） 。
要するに観察と並行して学問のほうもしっかりやれというのであろう。抱月はあたかも高田の箴
しん
言げん
の信奉者であるかのようにそれを実践にうつ
し、イギリス社会をよく観察し、視野をひろめた。
平田禿木はロンドンに着いたとき、たいへん失望したとい 。大きな建物があっても どれも真っ黒であり（街がすすけていた意） 、モヤモヤ
した通りが入りくんでいて、いっこうに規律がなかった（ 「滞英雑感」 ） 。そればかりではない。高師の附属中学におけるかつての教え子たちの何人かは、いまバブリック・スクール（私立）の生徒とな ているのだが、かれらは話しことばや慣用的表現がいえ こ であった。これにはとてもかなわないと思った。けれどかれらはどうも込み入ったことは えず、それを避けているよう った
そこで平田はおもった。語学 そう手っとりばやくゆかぬ、と。どう ても年数を要する。すこしはむだ せねばならぬ。 （会話は）読む力を
よくやしなって、その根拠の上に立ってゆかねばならぬ、と。
抱月は英語についてどんな考えをもっていたものか定かでない。かれは東京専門学校を卒業してからずっと、学者として哲学（美学）をまっと
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うし、美学論を世に問うことであった。また学校から命ぜられた留学の目的は、美学と心理学をイギリスとドイツの大学で三、四年ほどまなび深めることであった。と同時に学校側は、かれに美 と文学（英文学）がイギリスで生れた理由をさぐって欲しいと望んだ（ 「文芸教育
　　
○島村
抱月氏を送る」 『早稲田学報
　
第六十五号』所収、明治
35・２・
25） 。
そこで抱月は、滞欧ちゅう美学や心理学のほか、芸術（文学・音楽・絵画・彫刻・演劇）などにも注意を払うことをおこたらなかった。とくに
イギリスでは、桂冠詩人のことをしらべ、ヴィルヘルム・リューブケ、ギイ・ブースィ、エミリー・ブロンテ、ヘンリー・リダー・ハガード、コナン・ドイル、ジョン・キーツ、シャーロット・ブロンテ、トーマス・ハーディ、ナサニエル・ホーソン、 バート・バーンズ、エ ガー・ポーダンテ・ガブ エル・ロゼッチ、イプセンなどの著作や英字新聞（ 『タイムズ』 『モーニング・ポスト』 ） 、雑誌や美学・哲学書（ジョン ロック）などをよんでいる。かれはかたひじを張らず、ひろいゆったりとした気分で文芸 芸術の世界に浸った である。
ヨーロッパ滞在中、抱月がいちばん熱中したのは、芸文の世界というより、演劇
00
と音楽
00
の世界であった。ロンドンやオクスフォード、あるいは
ベルリンにおいて、昼といい、夜といい、芝居や音楽を実地に見聞した。それはかれにとって 習にほかならなかった。
明治三十五年［一九〇二］十月
―
オクスフォードに移ってから、大学の専門的講義を聴いているが、どこまでそれが理解できたものか抱月は
なにも語っていない。 「
此この
地ち
講義は
余あま
り
感かん
心しん
致いた
さず
候そうろ
へども……」といったり、オクスフォードの講義を悪くいうものは「
た
ダル いくつな
オクスフォ
ード」といっていると故国の知人に報告している（伊原宛書簡 明治
35・
12・
12付） 。
語学の修業をじゅうぶん積まず、その学力もあやし 者は、西洋の学者の講義を余すところなく理解することはむりであろう。外国人教師の講
義のよしあしがわかるようなら、そ 学生の聴解力は相当なはずであ 。講義 理解する は、 うぜん懸
けん
絶ぜつ
した語学力が要求される。
内田銀蔵も抱月とおな よ に、いわば“客分のすがた”でオクスフォードに滞在し、聴講したのである。が、かれも抱月と似たよ なことを
いっている。大学の教授や講
リーダー
師（上級と下級がある。準教授、講師に相当）の講義のすべてが、有益かつ価値あるものかどうか知らないという。
傾聴に値するもの、そうでない 義もあるという 大学の講義は、受験を目的とす 学生に ってはもったいない位のものでも、その真価が理解されず、あまり役に立っていない（ 「滞欧所見」 ） 。
そのため世界的な名声がある教授 講義にしても、聴講者がわずか数名ということも珍しくない。オクスブリッジの教育の中心は、講義で な
く、 “個
チュートリアム・システム
人指導制”なのである。
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抱月は滞欧ちゅう、演劇と音楽に沈潜したが、そのころまだじぶんが将来、日本の近代劇運動のパイオニアになることを強く意識していなかっ
たようだ。かれはただ熱心に芝居をみ、音楽を聴いただけである。
美学者・抱月には、イングランド北西部の自然美
―
美しい湖水と山岳・丘陵などを描写した紀行文がある。題して「北英山水の概観」 （ 『滞欧
文談』に収録）という。明治三十五年（一九〇二）八月
―
コダックのブローニー写真機を肩に、カバンの中には着替え一組、小道具一袋、ワー
ズワース詩集、ベディカーのイギリス案内記、よみかけの本を一、二冊もって、同行者と四輪馬車でユーストン駅にむかい、そこから汽車に七時間ほどゆられて、湖水地方へおもむいた。「北英山水の概観」は、自然を
直観
00
して描いたもので、なかなかすぐれた文章である。
絵ピトレスク
画的
で実感がかんじられる紀行文である。それは一種
のワーズワース論ともなっている。美学とは、美を研究する学問のことであるが、この旅行記などは、美学的見地から北イングランドの自然を分析描写したものといえる。「北英の
景け
色しき
は、山にして
牧ぼく
場ぢやう
、
水みづ
にして
湖こ
水すい
、この二大ノート（しるしの意か）に
由よ
って
調てう
　し
子
を
定さだ
められている」と、その景色の特徴をのべ
ている。
抱月は湖水地方の自然美
000
の内容を観察して、つぎのように表現した
［空間的美］
　［抱月の描写法］
山の美………渓
けいこく
国の勝
しょう
（よいながめ）に富み……。
水の美……
	 山水奇
き
絶ぜつ
（ひじょうに奇妙 と称せられる。深
ふか
く蒼
あお
き水、さゝやく水よりも沈
ちんもく
黙せる水の方
ほう
が、一層
そう
よく此
こ
の景
けしき
色にかなふ。
雲の美…… 風
ふううん
雲の変
へん
（にわかにかわる）を蔵
ぞう
する所に趣
しゅ
味み
（おもむき）の中心がある。
草木の美… 高
かうざん
山の斜
しゃめん
面一体
たい
に、水分に富
と
んで、青
せいそう
草茂
しげ
り、……
［時間的美］黄たそがれ
昏の美……夕
ゆう
ぐれとなれば、今まで緑りであった山々も、裾
すそ
の方から青くなり、黒くなって……。
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美とは
主しゅかん
観（外界を知覚し、意識する主体）と
客きゃっ
観かん
（世界・自然の類）との交互作用のことという（江藤桂華『美学大要』 （新声社、明治
33・
７） 。抱月は眼を自然に転じ、それを美学的に熟視し、その景象を点描することにすぐれた能力を発揮した。
湖水地方は、鏡のような湖
みずうみ
を中心に、それを取りまく丘陵、広くあさい谷、森、雑木林、木立、芝生、牧場、炊煙のたちのぼる羊飼いの家、し
ずかな小村から成っている。詩人ワーズワースは、湖畔の自然の景象にはぐくまれ、瞑
めいそう
想の天地をさまよい、その山水に生命を吹き込んだのであ
る。抱月は現実を直視する、観察眼のするどい人間であったが、ときに幻想の世界にあそび、シェイクスピアの生誕地ではエイヴォン川畔を歩きながら、シェイクスピアとその恋人とのしのび会 、故郷をすてロンドンをめざすシェイクスピアのことを想像した。
また、抱月は落葉が散り、秋のけ いのこいオクスフォードのイシス川畔を歩きながら、何日も物おもいにふけった……。洋行の成果高田早苗によると、抱月はワセダの文科が生みだした大傑物であった。ワセダから容易に生みだすことができぬ、まれにみる才人であった。坪
内逍遥の継承者とみなされ、輿
よ
望ぼう
を一身にになっていたが、大正七年（一九一八）十一月、四十八歳で急逝したことがおしまれた。抱月はイギリ
スにおいて、文学・美術史・キリスト教史・音楽・哲学などの書物をよみあさり さらにオクスフォードにおいては、英文学・心理学・美学・美術・音楽などの講義を、ベルリンでは美術史や美学のそれを聴いているが、雑
ざっぱく
駁な知識がどれほどかれの血肉となったかについてはあきらかでな
い。筆者の経験からいえば 読書にせよ、講義にせよ、ふつうよみすごしたり 聞きすごすだけ おわり、結果的 は何ものこらない
0000000
のである。
いうなれば“ざる碁
ご
”のように、目があらく、もれが多いということである。
抱月という人は、書物にせよ、複雑な思想にせよ、直観的にそれを味わい そ 要点をつかむのがじつに上手であった。しかもその理解力、判
断力はたしかなものであったと う（紀淑雄「印象と感想」 『早稲田文学』所収、大正７・
12）この特徴ははやくから目立っていて、卒業論文
「覚
かく
の性
せいしつ
質を概
がいろん
論して美
び
覚かく
の要
よう
状じょう
に及
およ
ぶ」 （明治
27・６・
11、東京専門学校文科三年生
　
島村滝太郎）にそれが如実にあらわれていた。この論文を
審査した坪内逍遥・大西祝
はじめ
・大塚保治（一八六八～一九三一、明治・大正期の美学者。のち東大教授）などは、これを推賞してやまなかったもの
で、卒論の点数としては破格の九十五点をあたえた。
抱月はイギリス、ドイツにおいて、学校の命
めい
にしたがい、専門の美学をまなんだだけでなく西洋文化の背景をさぐったのであるが、何んといっ
154（107）
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ても留学の最大の成果は、西洋演劇の舞台
0000000
をまのあたりみたこと
000000000
であった。のちにかれは大学で講義をつづけながら、新劇運動の指導者、舞台監
督として活躍するのだが、その基礎をつくったのはヨーロッパにおける観劇体験であった。
抱月は芝居をみるとき、役者の演技（わざ）にとどまらず、衣装・音楽・舞台装置（光線、色彩） ・小道具などにもふかい視線を投じ、それら
を脳裏に焼きつけた。のちに芸術座（新劇劇団。文芸協会を脱退した抱月が、大正二年［一九一三］に松井須
すまこ
磨子らと東京で結成したが、同七年
［一九一八］両人の死によって解散）の代表的な出しものとなるトルストイ原作の「復活」 （五幕七場）は、空前の大ヒットとなり、劇中の「カチューシャの唄」とともに日本ぢゅうを席巻して、その上 回数は四四四回にもおよんだ。
抱月は演劇の本場のヨーロッパにおいて、そのけい眼をもってそれをじっくり観
み
、帰国後その見識をもって演劇興業者としてわが国の新劇の発
展に寄与した。
明治三十八年（一九〇五）九月十二日
―
抱月は古いムギワラ帽をかぶり、以前とおなじような質素な身なりで帰国した。かれはおちついたよ
うすでローン号
R
oon の甲板より降りてくると、出迎えの人と手をにぎった（ 「島村抱月を迎う」 『早稲田学報』第一二四号所収、明治
38・
10） 。
『ザ・ジャパン・ウィークリイ・メイル』紙（一九〇五・九・一六付）は、九月十二日同船が横浜に入港したことをつたえ、 、また『ザ・ジャパン・ウィークリイ』紙（一九〇五・九・一四付）の「乗客欄」 （
P
assengers,	A
rrived ）は、 「Ｔ・シマムラ」 （
T
.	S
him
am
ura ）が到着したことを報
じている。
人はいちどは死ぬもの。あきらめるしかしかたがないが、抱月の一生を貫いたすがたは、 「よく感じ、よく考え、よく表はし、よく行ふ」であ
った（楠静二「恩師
　
島村先生」 『大学及大学生』第一四号所収、大正７・
12） 。
注（１）京口元吉「東京専門学校時代」 （ 『都の西北こだまする森』所収、鱒
ます
書房、昭和
30・３）
（２）
B
aedeker's	G
reat B
ritain,	1906,	P
.419
（３）同右。（４）岩町
　
功著『評伝
　
島村抱月
　
下巻』 （岩見文化研究所、平成
21・６） 、四六五頁。
（108）153
（５）
A
lden's O
xford G
uide,	A
lden	&
	C
o,	1923,	P
.79
（６）井上円丁著『西航日録』 （鶏声堂、明治
37・１） 、四九～五〇頁。
（７）
W
ashington	Irving ：
E
nglish Sketches from
	 “T
he	S
lcetch	B
ook ”,	J.	B
.	L
ippincott	C
o,	P
hiladelphia,	1888,	P
.60 ～
61.
（８）
ヒュー・クラウト編中村英勝監訳
　　　
『ロンドン歴史地図』 （東京書籍株式会社、平成９・３） 、八五頁。
（９）
村上健次木畑洋一
編『世界歴史大系
　
イギリス史３
―
近現代』山川出版社、平成３・１） 、二二二頁。
（
10）川副国基著『島村抱月
―
人及び文学者として』 （早稲田大学出版部、昭和
28・４） 、一三〇頁。
主なる参考文献島村瀧太郎著『滞欧 談』 （春陽堂、明治
39・７）
『中央公論』 （第二六年
　
第七号、明治
44・７）
『文章世界』 （第一三巻・第一二号、大正 ・
12）
『早稲田文学』島村抱月追悼号、大正７・
12）
川副国基著『島村抱月
―
人及び文学者として』 （早稲田大学出版部、昭和
28・４）
谷崎精二編『都の西北にこだまする森』 （鱒
ます
書房、昭和
30・３）
川副国基編『
島村抱月
　
長谷川天渓
　
片山天弦相馬御風
集』 （明治文学全集
　
43、筑摩書房、昭和
42・
11）
『別冊
　
太陽
　
早稲田百人』 （平凡社、昭和
54・
11）
榎本隆司竹盛天雄
編「島村抱月『滞独帰朝日記』 （ 『早稲田大学図書館紀要』第
40号所収、平成６・
11）
岩崎力著『評伝
　
島村抱月
　
下巻』 （石見文化研究所、平成
21・６）
W
ard	&
	L
ock's	Illustrated G
uide to, and popular H
istory of E
nglish L
akes,	W
ard,	L
ock	&
	C
o,	L
ondon	1850.
J.	G
.	B
artholom
ew
:	T
he pocket atlas and guide to L
ondon,	John	W
alker	&
	C
o,	L
ondon,	1889.
B
urrow
's	P
ocket	G
uides,	Stratford-upon-A
von,	W
.	H
.	S
m
ith	&
	S
on,	 刊行年不詳。
K
arl	B
aedeker:	N
orthern G
erm
any,	K
arl	B
aedeker,	publisher,	L
eipsic,	1904.
K
arl	B
aedeker:	G
reat B
ritain,	H
andbook	for	travellers,	K
arl	B
aedeker,	publisher,	L
eipsic,	1906.
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追記［ポーリング家および好本督に関する史料］ （オクスフォード中央図書館蔵）K
illy ’s	D
irectory	of	O
xfordshire （一九一一年刊）には、ミス・ポーリングの父の名と住所がつぎのようにある（三九四頁） 。ウォーンバラ街
（オクスフォード郊外）は、こんにち高級住宅地となっている。抱月の下宿から歩いて五分ほどの所である。
P
auling	A
saph,
18	W
arnborough	rd,
S
t,	G
iles ’s	O
xford
（エイサ・ポーリング。オクスフォード、セントジャイルズ、ウォーンバラ街
ロード
一八番地）
イギリスでは、十年にいちど人口調査をやるそうだが、
C
ensus	of	E
ngland	and	W
ales,	1911	 に、ポーリング家の家族構成および同居人のことが
出てくる（
O
xfordshire,	S
t	G
iles
25 ） 。
［名と姓］
［年齢］
［結婚の有無］
　
［職業］
［備考］
A エイサsapf	P ポー リングauling （父）
58
M
arried
　　（既婚者）
C
lothier	cutter （服地の裁断師）
E エライザ
liza	J	P
auling （母）
58
M
arried
　　　　　　　　　　　　　　　
E エルシー
lsie	M
	P
auling （娘）
23
S
ingle （独身）
　　
A
shley	P
.	A
braham
:	Som
e P
ortraits of the L
ake P
oets,	G
.	P
.	A
braham
,	K
esw
ick,	1914.
K
arl	B
aedeker:	L
ondon and	its	environs,	H
andbook	for	travellers,	K
arl	B
aedeker,	publisher,	L
eipsic,	1923.
A
lden's	O
xford G
uide,	A
lden	&
	C
o.	L
td,	O
xford,	 刊行年不詳。
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一九一一年（明治
44）におこなわれた人口調査によると、ポーリング夫妻は同い年であったことがわかり、子どもはエルシー・マーガレットだ
けであったようだ。好本督は下宿人であるが“滞
ヴィズィタ
在客”とある。神戸出身の日本人とある。
T タダスadasu	Y
ヨシモトoshim
oto
（
visitor ）
25●
／
S
ingle （独身）
　　　　　　　　　　　　　　　
K
obe, ［…（判読できない）
…］
Japanese
（
resident ）
